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踊らせる芸能で、長岡市、小千谷市、越路町、小国町
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合併町村紹介�1

中 之 島 町 �中 之 島 町 �～地域の個性と特産品～�
今月から、長岡市との合併協議が進む町村をシリ
ーズで紹介します。

樹幹や岩上に生える小型のシダ。
変わった名前だが「シャグジ」は
「社貢寺」という寺の名、「デンダ」
はシダ類をあらわしている。丘陵地
から深山に分布するが、雪が苦手の
ようで、多雪地では少ない傾向があ
る。長岡市では悠久山周辺に１カ所
生育が確認されている。
写真はイチョウの木に着生したも
ので、10枚程度の葉が見える。秋か
ら冬にかけて成長し夏に枯れる冬緑
性で、樹木の落葉後から芽吹きの前
までが観察に適している。

かつては、本州で数例しか採集報
告の無かった稀産種であったが、ア
カメガシワのうろで発生する生態が
判明したことから、むしろ分布確認
のしやすいカミキリとなった。しか
し、内陸部ではアカメガシワは分布
せず、それにかわる発生木が未だ判
明していないため採集例は少ない。
長岡では、鋸山頂近くで、残雪の
上を弱々しく飛翔する固体が１匹だ
け採集されている。

が
ま
蛙
の
賽
銭
入
れ
は
、
厚
生

会
館
西
側
の
城
内
稲
荷
神
社
に
あ

り
ま
す
。

長
岡
で
は
明
治
二
十
年
代
か
ら

の
石
油
事
業
の
勃
興
に
よ
っ
て
、

機
械
工
業
が
発
達
し
ま
し
た
が
、

そ
れ
ま
で
の
長
岡
の
鉄
工
業
は
鉄

や
青
銅
な
ど
の
金
属
を
溶
か
し
、

鋳
型
に
流
し
込
ん
で
器
物
を
作
る

鋳
物
業
が
中
心
で
し
た
。

こ
の
賽
銭
入
れ
は
長
岡
鋳
物
師

い

も

じ

が
製
作
し
た
奉
納
物
で
、
根
岸
鋳

造
所
が
大
正
期
に
作
り
ま
し
た
。

根
岸
鋳
造
所
は
土
屋

ど

や

（
越
後
の

鋳
物
師
の
な
か
で
も
最
大
の
規
模

を
誇
っ
た
新
町
村
の
星
野
家
）
の

職
人
だ
っ
た
根
岸
清
策
が
明
治
三

十
五
年
（
一
九
〇
二
）
に
西
神
田

に
興
し
ま
し
た
。
長
岡
鋳
物
師
の

製
品
は
戦
時
供
出
の
た
め
現
在
、

ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

が
ま
蛙
の
賽
銭
入
れ
は
も
と
も

と
宝
田

ほ
う
で
ん

稲
荷
に
あ
り
ま
し
た
。
宝

田
稲
荷
は
戊
辰
戦
争
後
、
城
内
稲

荷
神
社
の
場
所
に
建
て
ら
れ
た
小

社
を
後
に
宝
田
石
油
会
社
が
所
有

し
祀ま

つ

っ
た
も
の
で
す
。
そ
し
て
大

正
十
三
年
に
城
内
稲
荷
神
社
（
戊

辰
戦
争
の
戦
火
を
避
け
千
手
の
八

幡
神
社
に
移
さ
れ
て
い
た
ご
神
体

を
迎
え
、
大
正
二
年
に
三
階
櫓
跡

に
建
立
）
と
合ご

う

祀し

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
と
き
城
内
稲
荷
神
社
は
、

二
之
丸
土
塁
上
の
大
欅
の
脇
に
移

さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
三
十
二
年
に

は
、
厚
生
会
館
建
設
の
た
め
現
在

の
場
所
に
移
転
し
ま
し
た
。

「
稲
荷
（
狐
）」
と
「
が
ま
蛙
」

の
数
奇
な
変
遷
か
ら
も
、
激
動
の

長
岡
の
歴
史
が
う
か
が
え
ま
す
。

な
が
お
か
の
ま
ち
再
発
見�

▲がま蛙の賽銭入れ（大手通１丁
目・城内稲荷神社）

が
ま
蛙が

え
る

の
賽
銭

さ
い
せ
ん

入い

れ（
長
岡

な
が
お
か

の
鋳ち

ゅ
う

造ぞ
う

物ぶ
つ

） (7
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がま蛙はヒキガエルの別称。賽銭入れは鋳
鉄製で高さ約45㎝、幅55㎝、長さ70㎝で、口
から賽銭を入れます。表面には防錆のために
漆が焼き付けてあります。根岸鋳造所の職長
の鰐渕長次郎が製作しました。
城内稲荷神社は、長岡城築城伝説の白狐を
守護神として城内の一隅に小社を建てて祀っ
たことが、その起源といわれています。

自然観察�３月 201

お問い合わせは
科学博物館蕁３２・０５４６へ

問い合わせ＝中之島町役場†６６・２００２
http://www.town.nakanoshima.niigata.jp

市町村合併については長岡市市町村合併推進室蕁３９・２２６０へ

うるおいと活力にあふれる田園都市
中之島町は、信濃川、刈谷田川、猿橋川の３本の
一級河川に囲まれた文字どおり「川の中の島」とい
う地形で、土地の高低差は最大でも5.4ｍと平坦な
沖積地にあります。町の人口は12,823人（１月31
日現在）、面積は42.55hで、平成13年に立町（村）
100周年を迎えました。
町民の平均年齢は41.7歳、14歳未満の年少人口は16.4％と県下で４番目
に多く、若い年代が多い町です。また、高齢者の単身世帯の割合は県下で
最も少なく３世代同居が多い町でもあります。
町の基幹産業は水稲を中心とした農業ですが、近年、北陸自動車道中之
島・見附インターチェンジや国道８号長岡東バイパスなどの恵まれた高速
交通体系を生かして工業団地を造成。インターチェンジ周辺を一大物流基
地として整備し、企業誘致を進めています。

コシヒカリとれんこんの里
中之島町は県下有数のコシヒカリの産地です。毎
年、秋の収穫祭として行われる産業まつりでは米産
地のシンボルとして新米コシヒカリ10俵（600㎏）
を使ってジャンボおにぎりを作ります。このジャン
ボおにぎりは平成元年、世界一の大きさのおにぎり
としてギネスブックに認定されました。
また、町の南部に位置する大口地区はれんこんの
産地であり、「大口れんこん」の名で全国ブランド
になっています。「大口れんこん」は、ビタミンＣ
や繊維質、鉄分などを含む健康食品で、そのまっ白
な切り口とサクッとした歯ごたえで人気があります。夏になると、ハス田
に広がる白色や薄桃色の花は葉の緑と相まって町の景観を彩ります。

中
之
島
町�

長岡市�

三島町�

小国町�

越
路
町�

山
古
志
村�



３

そ
れ
で
も
な
お
不
足
す
る
財
源
に
つ
い

て
は
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
十
億
円
を
充

て
る
こ
と
で
対
応
し
ま
す
。

こ
の
結
果
、
平
成
十
六
年
度
末
の
財
政

調
整
基
金
の
残
高
は
二
十
八
億
円
と
な
り

ま
す
が
、
基
金
の
残
高
に
は
ま
だ
十
分
な

余
裕
が
あ
り
ま
す
。

人
件
費
等
の
義
務
的
経
費
の
支
出
を
切

り
詰
め
、
教
育
、
福
祉
、
環
境
、
産
業
等

の
各
分
野
の
政
策
を
推
進
す
る
た
め
の
経

費
を
確
保
し
ま
し
た
。

そ
の
う
え
で
、
市
民
生
活
に
密
着
し
た

施
策
を
は
じ
め
、
当
面
す
る
課
題
に
対
処

す
る
た
め
の
重
点
施
策
に
、
限
ら
れ
た
財

源
を
効
果
的
に
配
分
し
ま
し
た
。

〈
重
点
施
策
１
〉

市
民
力
･
地
域
力
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

合
併
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
市
民
活

動
団
体
へ
の
助
成
や
市
民
手
づ
く
り
公
園

へ
の
支
援
、
市
民
が
参
画
す
る
環
境
美
化

推
進
員
や
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
員

の
活
動
、
市
内
全
地
区
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
の
開
設
、
広
域
連
携
事
業
な

ど
の
施
策
に
よ
り
市
民
力
・
地
域
力
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

〈
重
点
施
策
２
〉

明
日
の
長
岡
を
担
う
人
づ
く
り

熱
中
！
感
動
！
新
な
が
お
か
夢
づ
く
り

教
育
、
で
き
た
！
わ
か
っ
た
！
い
き
い
き

学
習
、
小
中
学
生
対
象
の
起
業
家
教
育
、

愛
・
夢
・
パ
ワ
ー
子
ど
も
か
が
や
き
塾
の

支
援
、
長
岡
の
自
然
体
験
事
業
、
子
ど
も

ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト
事
業
、
宿
泊
で
き
る

体
験
学
習
施
設
の
整
備
な
ど
、
熱
中
・
感

動
教
育
を
と
お
し
て
、
明
日
の
長
岡
を
担

う
人
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

〈
重
点
施
策
３
〉

に
ぎ
わ
い
と
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

厚
生
会
館
地
区
整
備
方
針
の
策
定
な
ど

中
心
市
街
地
構
造
改
革
の
事
業
化
推
進
、

市
庁
舎
大
手
通
分
室
の
開
設
、
な
が
お
か

タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
企
画
運
営
会
議

へ
の
支
援
、
企
業
誘
致
専
門
員
の
採
用
、

企
業
誘
致
サ
ポ
ー
ト
会
議
の
設
置
、
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
整
備
、
ヤ
ン
グ

・
ジ
ョ
ブ
・
カ
フ
ェ
な
ど
に
よ
り
、
ま
ち

に
に
ぎ
わ
い
と
活
気
を
呼
び
込
み
ま
す
。

〈
重
点
施
策
４
〉

安
心
で
、
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

ナ
イ
ト
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
支
援
、
生
活

援
助
員
の
派
遣
、
「
ま
ち
な
か
保
育
園

（
仮
称
）」
の
開
設
、
幼
児
医
療
費
助
成

の
拡
充
、
不
妊
治
療
費
の
助
成
、
「
こ
ど

も
王
国
」
の
検
討
、
公
共
施
設
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
、
長
岡
駅
ホ
ー
ム
内
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
の
助
成
、
通
学
路
の
安
全
確
保
、

堀
金
橋
の
架
け
替
え
、
バ
イ
オ
ト
イ
レ
の

設
置
な
ど
に
よ
り
、
安
心
・
快
適
・
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

※
主
要
事
業
の
内
容
は
、
次
ペ
ー
ジ
以
降

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

平成16年度予算案 ―３月定例市議会で審議されます―

基
金
か
ら
10
億
円
を
使
い
ま
す
が
、

基
金
残
高
に
は
余
裕
が
あ
り
ま
す

人
件
費
等
の
義
務
的
経
費
を
抑
え
、

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
重
点
施
策

に
全
力
を
注
ぎ
ま
す
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（億円）�

※平成11、13年度は、繰上償還を実施。
　（平成11年度の市債発行額には、繰上償還に伴う借換債を含む）�
　平成16年度は、借換債（62億円）を含む。

※グラフ１、２とも平成15、16年度は見込み。
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こ
こ
数
年
の
節
約
の
効
果
に
よ
り
、
予

算
規
模
は
前
年
度
並
み
を
確
保
で
き
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
、
平
成
十
三
年
度
か
ら

十
四
年
度
に
か
け
て
経
費
の
節
約
を
図
り

な
が
ら
主
要
三
基
金
に
積
み
立
て
た
三
十

億
円
の
う
ち
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
十
億

円
を
取
り
崩
し
て
対
応
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
予
算
規
模
は
一
般
会
計
が

前
年
度
比
約
六
十
七
億
円
（
九
・
九
％
）

増
の
七
百
四
十
五
億
千
二
百
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
大
き
な
伸
び
は
、
借
入
金

（
市
債
）
の
償
還
期
間
を
繰
り
延
べ
る
た

め
の
借
り
換
え
（
借
換
債
）
約
六
十
二
億

円
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
で
す
。

借
換
債
分
を
除
く
実
質
ベ
ー
ス
で
は
、

前
年
度
比
約
五
億
円
（
〇
・
八
％
）
増
の

六
百
八
十
三
億
四
千
二
百
九
十
万
円
と
な

り
ま
す
。

前
年
度
の
当
初
予
算
と
比
べ
て
、
市
税

収
入
は
約
四
億
円
の
減
。
国
か
ら
配
分
さ

れ
る
地
方
交
付
税
は
、
全
体
で
約
一
億
円

の
減
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

借
換
債
分
を
除
く
借
入
金
（
市
債
）
の

額
を
、
前
年
度
並
み
の
約
五
十
億
円
に
抑

え
た
結
果
、
平
成
十
六
年
度
末
の
借
入
金

残
高
は
六
百
七
十
三
億
円
で
、
十
五
年
度

末
よ
り
約
五
億
円
減
る
見
通
し
で
す
。

市
税
収
入
等
の
落
ち
込
み
を
埋
め
る
た

め
、
未
利
用
市
有
地
の
売
却
収
入
四
億
円
、

保
有
株
式
の
売
払
収
入
三
億
円
を
見
込
み

ま
し
た
。
ま
た
、
三
位
一
体
改
革
に
よ
る

補
助
金
の
一
般
財
源
化
等
の
影
響
を
見
極

め
な
が
ら
国
・
県
の
補
助
制
度
を
積
極
的

に
活
用
し
て
収
入
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

予
算
規
模
は
前
年
度
並
み
を
確
保

し
ま
し
た

市
税
の
落
ち
込
み
や
三
位
一
体
改

革
が
影
響
し
収
入
は
減
少
し
ま
す

借
入
金
は
抑
え
て
前
年
度
並
み
に

未
利
用
土
地
や
株
式
の
売
却
、
補

助
制
度
を
活
用
し
て
収
入
を
確
保

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
！
　
平
成
16
年
度
予
算
案

平
成
十
六
年
度
当
初
予
算
案
が
ま
と
ま
り
、
三
月
の
定
例
市
議
会
で

審
議
さ
れ
ま
す
。

今
月
は
、
こ
の
予
算
案
の
骨
格
に
つ
い
て
市
長
が
報
告
し
ま
す
。

歳　出�歳　出� 歳　入�歳　入�

民生費�
154億111万円�
（20.7％）�

公債費�
135億4,492万円�
（18.2％）�

土木費�
118億1,067万円�
（15.8％）�

商工費�
95億3,335万円�
（12.8％）�

教育費�
72億4,262万円�
（9.7％）�

総務費�
63億7,509万円�
（8.6％）�

衛生費�
52億4,583万円�
（7.0％）�

消防費�
26億721万円�
（3.5％）�

その他�
27億5,120万円�
（3.7％）�

一般会計　745億1,200万円�

市税�
260億8,800万円�
（35.0％）�

諸収入�
124億5,972万円�
（16.7％）�

地方交付税�
80億3,000万円�
（10.8％）�

国庫支出金�
48億8,951万円�
（6.6％）�

県支出金�
25億8,223万円�
（3.5％）�

地方消費税交付金�
22億円（2.9％）�

その他�
70億9,614万円（9.5％）�

　市債�
111億6,640万円�
　（15.0％）�

平成１６年度会計別予算額�
総　　　　　　計 １，２９６億８，６１０万円�
■一　般　会　計 ７４５億１，２００万円�
■特　別　会　計 ４８４億８，８５０万円�
　・国民健康保険 １２８億９，５００万円�
　・と　畜　場 ４億　９１０万円�
　・下　水　道 ９６億８，３８０万円�
　・ス キ ー 場 １億４，９００万円�
　・駐　車　場 ８，１００万円�
　・老 人 保 健 １５１億２，１３０万円�
　・介 護 保 険 １０１億４，９３０万円�
■水道事業会計 ６６億８，５６０万円�

特
徴�

収
入�

（
財
政
用
語
で
は�

「
歳
入
」
と
言
い�

  

ま
す
）�

予
算
案
の
骨
格
を
ご
説
明
し
ま
す



平成16年度予算案 ―３月定例市議会で審議されます―

国
が
示
す
保
育
料
の
基
準
に
対
し
、
全

体
で
二
二
％
を
軽
減
し
ま
す
。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
公
立
八

カ
所
（
一
カ
所
増
）
、
私
立
十
三
カ
所
の

保
育
所
で
開
設
し
ま
す
。

乳
児
保
育
、
延
長
保
育
、
一
時
保
育
を

充
実
し
ま
す
。

「
家
庭
児
童
相
談
室
」
と
「
こ
ど
も
発

達
相
談
室
」
の
相
談
体
制
を
充
実
し
ま
す
。

児
童
虐
待
の
早
期
発
見
、
早
期
介
入
、

再
発
防
止
を
目
指
し
、
「
長
岡
の
子
ど
も

を
虐
待
か
ら
守
る
連
絡
会
」
を
円
滑
に
運

営
し
ま
す
。

育
児
援
助
を
受
け
た
い
人
に
預
か
っ
て

く
れ
る
人
を
紹
介
す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
、
会
員
養

成
講
習
会
や
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
の
ち
び
っ
こ

広
場
で
、
利
用
者
交
流
会
や
子
育
て
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
、
親
子
・
子
育
て
サ
ー
ク
ル
、

リ
ー
ダ
ー
養
成
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

ち
び
っ
こ
広
場
で
実
施
し
て
い
る
「
乳

幼
児
一
時
預
か
り
事
業
」
の
開
設
時
間
を

延
長
し
、
夜
間
保
育
に
も
対
応
し
た
「
一

時
保
育
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

病
気
回
復
期
の
児
童
の
保
育
を
二
カ
所

で
実
施
し
ま
す
。

待
機
児
童
の
解
消
と
特
別
保
育
の
充
実

の
た
め
、
施
設
を
増
築
・
改
修
し
ま
す
。

増
加
す
る
川
西
地
区
の
保
育
需
要
に
対

応
す
る
た
め
、
へ
き
地
保
育
所
で
低
年
齢

児
保
育
と
開
所
時
間
の
延
長
を
行
い
ま
す
。

恵
和
保
育
園
お
よ
び
深
沢
保
育
園
の
保

育
室
の
増
築
に
対
し
助
成
し
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
他
の
私
立
認
可
保
育
所
の

施
設
整
備
費
に
つ
い
て
も
助
成
し
ま
す
。

中
島
幼
稚
園
お
よ
び
明
幸
幼
稚
園
の
ト

イ
レ
改
修
に
対
し
助
成
し
ま
す
。

次
世
代
育
成
対
策
推
進
法
に
基
づ
き
、

地
域
の
子
育
て
支
援
、
母
子
の
健
康
確
保
、

職
場
生
活
と
家
庭
生
活
と
の
両
立
な
ど
に

つ
い
て
の
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

入
院
は
就
学
前
ま
で
、
通
院
は
助
成
対

象
を
一
歳
引
き
上
げ
て
五
歳
未
満
児
ま
で

医
療
費
を
助
成
し
ま
す
。

三
十
七
の
児
童
館
を
運
営
し
ま
す
。

新
た
に
四
郎
丸
児
童
館
に
分
室
を
整
備

し
ま
す
。

留
守
家
庭
の
児
童
を
対
象
と
し
た
児
童

ク
ラ
ブ
を
川
崎
東
小
学
校
区
で
新
た
に
開

設
し
、
合
計
二
十
二
カ
所
で
実
施
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の
た
め
の

取
り
組
み
と
し
て
、
ウ
ィ
ル
な
が
お
か
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、
ウ
ィ
ル
な
が
お

か
相
談
室
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
緊
急

一
時
保
護
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

生
後
六
カ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
相
談
の
際
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
を
実
際
に
し
て
み
せ
な
が
ら
、
子
育
て

を
支
援
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て
絵
本

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

本
の
読
み
聞
か
せ
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
養
成
し
、
育
児
サ
ー
ク
ル
や
小
学
校

に
派
遣
し
ま
す
。

全
天
候
型
公
園
「
こ
ど
も
の
遊
び
場
夢

空
間
」
の
実
施
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

国
の
所
得
制
限
を
超
え
る
人
に
治
療
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

Project 2 子育てがしやすい環境づくり

▼
公
・
私
立
認
可
保
育
所

保
育
料
の
軽
減三

億
五
二
五
五
万
円

▼
特
別
保
育
事
業
の
拡
充

三
億
八
九
一
一
万
円

▼
子
ど
も
・
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー
の
充
実

二
五
四
〇
万
円

▼
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
の
運
営

一
〇
五
五
万
円

▼
「
ち
び
っ
こ
広
場
」
の
運
営

八
三
〇
万
円

▼
「
ま
ち
な
か
保
育
園
（
仮
称
）」

の
開
設
（
新
規
）

七
三
五
万
円

▼
乳
幼
児
健
康
支
援

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
実
施

一
〇
八
六
万
円

▼
黒
条
保
育
園
の
増
築
・
改
修

（
平
成
十
五
〜
十
六
年
度
継
続
事
業
）

一
億
四
八
一
一
万
円

▼
へ
き
地
保
育
所
の
受
け
入
れ

拡
大
（
新
規
）

四
三
八
万
円

▼
私
立
認
可
保
育
所

施
設
整
備
費
の
助
成一

三
一
一
万
円

▼
私
立
幼
稚
園

施
設
整
備
費
の
助
成

二
〇
〇
万
円

▼
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

の
策
定

三
六
一
万
円

▼
幼
児
医
療
費
助
成
の
拡
充

二
億
四
四
一
五
万
円

▼
児
童
館
の
運
営

九
六
五
一
万
円

▼
児
童
ク
ラ
ブ
の
拡
充六

四
一
〇
万
円

▼
な
が
お
か
男
女
共
同
参
画

基
本
計
画
の
推
進

九
九
九
万
円

▼
親
は
じ
め
支
援
事
業
（
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
）
の
実
施

二
七
五
万
円

▼
出
張
お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
養
成
・
派
遣

九
五
万
円

▼
「
こ
ど
も
王
国
」
の
検
討

三
〇
〇
万
円

▼
不
妊
治
療
費
の
助
成
（
新
規
）

九
六
万
円

５ ４

市
民
活
動
や
交
流
の
場
を
充
実
さ
せ
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
よ
う
、
市

民
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
適
切
な
施
設
運
営
を

行
い
ま
す
。

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向
け
て
、

「
ま
ち
な
か
・
考
房
」
を
拠
点
に
活
動
す

る
市
民
主
体
の
組
織
を
支
援
し
ま
す
。

市
民
活
動
の
推
進
役
と
な
る
人
材
を
育

成
す
る
た
め
の
研
修
費
を
助
成
し
ま
す
。

新
た
に
市
民
活
動
団
体
の
活
動
事
業
費

を
公
開
審
査
に
よ
り
助
成
し
ま
す
。

都
市
景
観
条
例
に
基
づ
き
、
都
市
景
観

の
形
成
に
取
り
組
む
市
民
団
体
な
ど
に
助

成
し
ま
す
。

新
た
に
、
市
民
手
づ
く
り
公
園
支
援
事

業
を
実
施
す
る
ほ
か
、
市
民
参
加
に
よ
る

公
園
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
と
協
働
で
悠

久
山
公
園
の
再
生
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

教
室
や
体
育
館
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
を

市
民
の
活
動
の
場
と
し
て
開
放
し
ま
す
。

黒
条
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
工

事
（
平
成
十
六
〜
十
七
年
度
継
続
事
業
）

と
深
才
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
の

地
質
調
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。

新
た
に
、
四
郎
丸
小
学
校
内
に
四
郎
丸

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
児
童
館
分
室
を

整
備
す
る
ほ
か
、
新
組
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
に
会
議
室
を
整
備
し
ま
す
。

既
存
施
設
の
改
修
な
ど
を
行
い
ま
す
。

市
内
全
三
十
一
地
区
で
地
区
公
民
館
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
を
実
施
し
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

町
内
会
が
建
設
す
る
町
内
公
民
館
の
建

設
費
を
助
成
し
ま
す
。

全
町
内
会
に
環
境
美
化
推
進
員
を
委
嘱

し
、
空
き
缶
な
ど
の
ポ
イ
捨
て
を
防
止
し

て
、
ま
ち
の
美
し
さ
を
保
ち
ま
す
。

▼
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
の

運
営

一
億
一
七
五
六
万
円
　

Project 1市民一人ひとりの力を活かしたまちづくり

▼
な
が
お
か
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
企
画
運
営
会
議
へ
の
支
援

二
三
九
六
万
円

▼
市
民
参
加
推
進
事
業
の
実
施

一
七
一
万
円

▼
景
観
形
成
に
取
り
組
む

市
民
団
体
等
へ
の
助
成二

三
五
万
円

▼
市
民
参
加
に
よ
る
公
園
づ
く
り

の
推
進

二
〇
七
万
円

▼
小
・
中
学
校
施
設
の
地
域
住
民

へ
の
開
放

二
九
五
万
円

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

整
備

二
億
七
一
〇
八
万
円

▼
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

推
進

二
億
九
九
六
七
万
円

▼
環
境
美
化
推
進
員
制
度
の
発
足

（
新
規
）

四
二
五
万
円

▲小学校の体育館を利用し、演奏会に向けて練習に励む「楽
しい室内楽」のみなさん（平成15年10月４日・関原小学校）
地域の活動などに小・中学校の施設をご利用ください。

▲市民センターひなまつり（２月11日～３月３日）
今年３回目を迎え、1,100体余りの手作りおひなさまの展示やおたのしみ会

を行うなど、内容もますます充実しました。
ながおか市民センターではさまざまな催し物が開催されており、平成13年

10月にオープンして以来、延べ75万人を超える人が訪れています。



７

東
中
学
校
の
校
舎
等
改
築
基
本
計
画
策

定
と
基
本
設
計
、
川
崎
小
学
校
の
部
分
改

築
設
計
、
上
川
西
小
学
校
・
青
葉
台
小
学

校
の
屋
内
運
動
場
増
築
設
計
、
富
曽
亀
小

学
校
の
校
舎
大
規
模
改
造
工
事
、
宮
内
小

学
校
・
大
島
小
学
校
・
上
川
西
小
学
校
・

北
中
学
校
の
ト
イ
レ
改
造
工
事
、
希
望
が

丘
小
学
校
の
校
舎
大
規
模
改
造
設
計
、
千

手
小
学
校
・
川
崎
東
小
学
校
・
大
島
中
学

校
の
ト
イ
レ
改
造
設
計
、
新
町
小
学
校
・

宮
内
中
学
校
・
堤
岡
中
学
校
・
岡
南
中
学

校
・
太
田
中
学
校
の
屋
内
運
動
場
床
改
修

工
事
、
浦
瀬
小
学
校
の
屋
内
運
動
場
耐
震

改
修
設
計
を
行
い
ま
す
。

表
町
小
学
校
・
千
手
小
学
校
・
日
越
小

学
校
の
耐
力
度
調
査
を
行
う
ほ
か
、
小
学

校
十
八
棟
、
中
学
校
二
十
二
棟
で
耐
震
化

優
先
度
調
査
を
行
い
ま
す
。

小
・
中
学
校
に
情
報
教
育
の
補
助
業
務

を
行
う
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
八
人
）
を
派
遣

し
ま
す
。

各
学
校
間
を
高
速
通
信
網
で
結
ぶ
「
米

百
俵
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
運
営
し
ま
す
。

新
た
に
、
小
・
中
・
養
護
学
校
の
全
特

別
教
室
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
整
備

す
る
ほ
か
、
小
学
校
四
・
五
年
生
の
全
普

通
教
室
に
パ
ソ
コ
ン
を
整
備
し
ま
す
。

重
度
の
障
害
の
あ
る
子
ど
も
に
対
す
る

校
内
看
護
体
制
を
整
備
す
る
た
め
、
養
護

学
校
に
看
護
師
を
配
置
し
ま
す
。

新
た
に
二
学
期
制
導
入
を
検
討
す
る
と

と
も
に
、
導
入
希
望
校
で
試
行
を
行
い
ま

す
。家

庭
、
地
域
、
学
校
の
連
携
に
よ
り
、

開
か
れ
た
学
校
教
育
を
目
指
し
て
、
「
地

域
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
や
「
い
き
い
き
教

育
推
進
懇
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

年
次
計
画
に
よ
る
入
れ
替
え
に
よ
り
、

保
護
者
の
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

新
た
に
通
学
路
に
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
パ
ト

ロ
ー
ル
員
を
十
五
人
配
置
し
、
児
童
生
徒

の
登
下
校
の
安
全
を
確
保
し
ま
す
。

町
内
会
が
集
落
間
等
の
通
学
路
に
設
置

す
る
街
路
防
犯
灯
に
助
成
し
ま
す
。

通
学
路
歩
道
へ
の
消
雪
パ
イ
プ
の
試
験

施
工
を
実
施
す
る
ほ
か
、
歩
道
除
雪
機
械

を
増
強
し
、
冬
季
通
学
路
な
ど
の
安
全
確

保
を
図
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
全
蔵
書
の
検

索
・
予
約
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
ま
す
。

交
流
体
験
学
習
、
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー

の
養
成
、
子
ど
も
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
広

場
事
業
な
ど
の
地
域
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

新
た
に
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
い
こ
い
の
広
場

セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
を
体
験
学
習
施
設
に
改

装
し
ま
す
。

ポ
ニ
ー
を
活
用
し
た
青
少
年
の
交
流
体

験
、
社
会
体
験
、
障
害
者
の
機
能
回
復
訓

練
の
場
と
な
る
ポ
ニ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
を
開

催
し
ま
す
。

新
た
に
「
長
岡
市
準
備
委
員
会（
仮
称
）」

を
設
立
し
ま
す
。

県
営
屋
内
プ
ー
ル
の
建
設
に
向
け
て
悠

久
山
公
園
を
拡
張
整
備
し
ま
す
。

都
市
計
画
道
路
長
生
橋
栖
吉
線
を
整
備

し
ま
す
。

第
八
回
「
米
百
俵
賞
」
の
贈
呈
式
と
米

百
俵
デ
ー
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

平成16年度予算案 ―３月定例市議会で審議されます―

▼
養
護
学
校
の
医
療
看
護
体
制
の

整
備
（
新
規
）

一
八
二
万
円

▼
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
教
育
の

推
進

一
五
九
万
円

▼
防
犯
灯
の
増
設
、
歩
道
除
雪
等

の
拡
充
に
よ
る
通
学
路
の
安
全

の
確
保

二
六
四
四
万
円

▼
学
校
給
食
用
食
器
の
公
費
負
担

に
よ
る
入
れ
替
え

一
二
〇
〇
万
円

▼
教
育
環
境
の
整
備

五
億
三
九
〇
六
万
円

▼
学
習
情
報
化
の
推
進

一
億
六
三
八
七
万
円

▼
情
報
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

派
遣

一
四
一
七
万
円

▼
図
書
館
の
蔵
書
検
索
・
予
約

シ
ス
テ
ム
の
運
用

五
五
一
万
円

▼
少
年
教
育
活
動
の
充
実

一
四
六
三
万
円

▼
ポ
ニ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
の
開
催

二
五
〇
万
円

▼
米
百
俵
デ
ー
市
民
の
集
い
の

開
催

七
五
万
円

▼
国
体
開
催
に
向
け
た
準
備

五
億
五
七
〇
〇
万
円

▲ながおかポニーカーニバル（平成15年９月28日
・東山ふれあい農業公園）
豊かな自然の中で乗馬を楽しんだり、ポニーと

触れ合ったりできます。

▲インターネットを利用して家庭のパソコンから蔵書の
検索や借りたい本の予約ができます。利用は中央図書館
のホームページからどうぞ。

６

熱
中
体
験
や
感
動
体
験
を
通
し
て
、
子

ど
も
た
ち
が
生
き
る
喜
び
や
充
実
感
を
味

わ
い
、
将
来
に
夢
や
希
望
を
持
ち
な
が
ら

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
長
岡
の
教
育

の
あ
り
方
を
検
討
し
ま
す
。

き
め
細
か
な
指
導
を
目
指
し
て
、
市
独

自
の
教
育
補
助
員
を
十
九
人
か
ら
三
十
人

に
増
員
し
ま
す
。

新
た
に
通
常
学
級
に
市
独
自
の
特
別
支

援
介
助
員
を
六
人
配
置
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
を
は
ぐ
く

む
「
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
（
貿
易
取
引
）
ゲ

ー
ム
」
を
実
施
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
夢
中
に
な
る
授
業
、
子

ど
も
た
ち
の
や
る
気
を
引
き
出
す
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
な
ど
、
各
学
校
な
ら
で
は
の
多
様

な
学
習
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

小
・
中
学
校
の
学
区
や
学
年
の
枠
を
超

え
た
体
育
系
・
芸
術
系
・
言
語
系
の
特
別

指
導
を
実
施
し
ま
す
。

新
た
に
長
岡
の
自
然
体
験
推
進
事
業

（
Ｅ
ボ
ー
ト
信
濃
川
下
り
体
験
）
を
実
施

し
ま
す
。

「
確
か
な
学
力
」
の
向
上
に
役
立
て
る

た
め
、
独
自
の
指
導
資
料
な
ど
を
作
成
し

ま
す
。

「
学
習
指
導
支
援
室
」
を
「
教
員
サ
ポ

ー
ト
錬
成
塾
」
に
名
称
変
更
し
、
指
導
員

を
二
人
か
ら
四
人
に
増
員
し
て
、
子
ど
も

の
や
る
気
を
引
き
出
す
こ
と
の
で
き
る
教

員
を
養
成
し
ま
す
。

新
た
に
教
員
サ
ポ
ー
ト
錬
成
塾
夏
季
・

冬
季
特
別
講
習
を
実
施
し
ま
す
。

外
国
語
指
導
助
手
に
よ
る
英
語
教
育
を

推
進
し
ま
す
。

小
学
校
の
教
員
を
対
象
に
テ
ィ
ー
チ
ャ

ー
ズ
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ア
カ
デ
ミ
ー
を
開

催
し
、
小
学
校
の
英
語
活
動
に
積
極
的
に

対
応
し
ま
す
。

総
合
的
な
学
習
の
時
間
な
ど
に
、
地
域

の
人
材
を
講
師
に
招
き
授
業
を
行
い
ま
す
。

「
子
ど
も
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト
チ
ー

ム
」
「
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ル
ー
ム
」
を
運
営

し
て
「
学
校
不
適
応
対
策
専
門
員
」
を
学

校
に
、「
不
登
校
児
童
生
徒
訪
問
相
談
員
」

を
家
庭
に
派
遣
し
ま
す
。
ま
た
、
「
子
ど

も
サ
ポ
ー
ト
相
談
会
」
を
実
施
し
ま
す
。

子
ど
も
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
一
人
増
員
し
て
三
人
体
制
と

し
、
学
校
と
の
連
携
を
強
化
し
ま
す
。

生
徒
が
悩
み
を
気
軽
に
話
せ
る
「
心

ふ
れ
あ
い
相
談
員
」
を
新
た
に
十
二
の

中
学
校
に
配
置
し
ま
す
。

Project 321世紀の長岡を担う人づくり

▼
「
熱
中
！
感
動
！
新
な
が
お
か

夢
づ
く
り
教
育
」
の
検
討

（
新
規
）

五
〇
万
円

▼
「
で
き
た
！
わ
か
っ
た
！

い
き
い
き
学
習
」
等
の
推
進

七
四
三
五
万
円

▼
愛
・
夢
・
パ
ワ
ー

子
ど
も
か
が
や
き
塾
支
援
事
業

の
実
施
（
新
規
）

一
六
六
〇
万
円

▼
「
長
岡
の
人
材
教
育
」
の
推
進

六
二
四
六
万
円

▼
学
力
向
上
事
業
の
拡
充

一
二
九
五
万
円

▼
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

に
よ
る
英
語
教
育
の
推
進

四
八
八
五
万
円

▼
よ
う
こ
そ
「
ま
ち
の
先
生
」

事
業
の
実
施

二
一
六
万
円

▼
子
ど
も
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト

事
業
の
実
施

一
七
一
四
万
円

▲「あっ、あんな考え方もある」トレーディングゲームの授業で子どもたち
は、ほかのグループの独創的な発想を見てたくさんの新しい発見をしました
（平成15年10月23日・千手小学校）

▲ツール・ド・ながおかＥボート長岡大会に参加
した子どもたち（平成15年９月23日・信濃川）



９

Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
（
民
間
資
金
を
活
用
し
て

公
共
施
設
を
整
備
す
る
手
法
）
で
施
設
の

設
計
を
行
い
、
施
工
に
着
手
し
ま
す
。

運
営
協
議
会
を
設
置
し
て
運
営
方
法
の

協
議
を
開
始
し
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
し
な
の

（
仮
称
）」、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
「
し
な
の
（
仮

称
）」、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
「
大
荒
戸
（
仮
称
）
」

な
ど
の
建
設
費
を
助
成
し
ま
す
。

在
宅
支
援
型
住
宅
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
高
齢
者
向
け
集
合
住
宅
）
の
整

備
費
を
助
成
し
ま
す
。

新
た
に
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
を

一
カ
所
開
設
（
計
二
カ
所
）
し
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
障
害
者
の
在
宅
生
活
や
地
域
で

の
生
活
の
支
援
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

養
護
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
放
課
後
預

か
り
事
業
の
介
助
員
を
増
員
し
、
利
用
定

員
を
十
二
人
に
増
や
し
ま
す
。

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
の
障
害
者
プ

ラ
ザ
で
、
身
体
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
、
知
的
障
害
者
ふ
れ
あ
い
の
広
場
事
業
、

精
神
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

「
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
」

が
常
駐
し
て
相
談
・
窓
口
業
務
を
行
い
ま

す
。障

害
者
や
そ
の
家
族
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
等
が
気
軽
に
集
う
こ
と
の
で
き
る
障

害
者
プ
ラ
ザ
の
運
営
を
行
い
ま
す
。

精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
・
自
立
を
支

援
す
る
た
め
、
作
業
訓
練
施
設
な
ど
へ
の

通
所
交
通
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

古
正
寺
土
地
区
画
整
理
事
業
地
区
内
へ

の
移
転
に
伴
い
、
建
設
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

殿
町
一
丁
目
、
三
ツ
郷
屋
町
の
歩
道
計

五
百
五
メ
ー
ト
ル
を
改
築
し
、
だ
れ
も
が

安
全
に
歩
行
で
き
る
歩
道
を
整
備
し
ま
す
。

坂
之
上
町
二
丁
目
ほ
か
の
横
断
歩
道
や

表
町
小
学
校
の
通
学
路
歩
道
の
消
雪
工
事

を
行
う
ほ
か
、
歩
道
除
雪
区
間
を
伸
ば
す

た
め
、
除
雪
機
械
を
増
強
し
ま
す
。

市
役
所
本
庁
舎
の
雁が

ん

木ぎ

内
身
体
障
害
者

車
い
す
用
乗
入
れ
を
改
修
し
て
通
り
や
す

い
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、
本
庁
舎
の
洋

式
ト
イ
レ
内
に
手
す
り
を
設
置
し
ま
す
。

柳
原
分
庁
舎
の
身
体
障
害
者
用
ト
イ
レ

に
オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
手
術
を
受
け
て
人
工

肛
門
や
人
工
膀ぼ

う

胱こ
う

を
装
着
す
る
こ
と
に
な

っ
た
人
）
用
洗
浄
器
具
を
設
置
し
ま
す
。

市
立
劇
場
の
場
内
階
段
に
滑
り
止
め
改

修
を
実
施
し
ま
す
。

千
手
（
千
手
二
）
と
殿
町
（
殿
町
三
）

の
公
衆
便
所
の
和
式
ト
イ
レ
に
手
す
り
を

設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
殿
町
公
衆
便
所
の

女
子
便
器
を
洋
式
に
変
更
し
ま
す
。

東
山
ふ
れ
あ
い
農
業
公
園
に
身
体
障
害

者
用
簡
易
ト
イ
レ
を
設
置
し
ま
す
。

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
基
づ
き
、
バ

ス
事
業
者
の
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
の
購

入
（
七
台
）
を
助
成
し
ま
す
。

新
た
に
、
長
岡
駅
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

車
い
す
対
応
券
売
機
の
設
置
（
二
台
）
と
、

長
岡
駅
ホ
ー
ム
内
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

（
二
基
）
に
助
成
し
ま
す
。

東
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
の
ポ
ニ
ー
広

場
に
、
身
体
障
害
者
や
高
齢
者
、
乳
児
連

れ
な
ど
が
利
用
し
や
す
い
ト
イ
レ
を
整
備

し
ま
す
。

平成16年度予算案 ―３月定例市議会で審議されます―

▼
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
「
し
な
の

（
仮
称
）」
の
整
備

二
六
三
万
円

▼
高
齢
者
施
設
整
備
費
の

助
成

七
九
〇
二
万
円

Project 5 だれもが安心して暮らせる福祉とバリアフリーのまちづくり

▼
障
害
者
生
活
支
援
事
業
の
拡
充

一
五
八
五
万
円

▼
養
護
学
校
放
課
後
サ
ポ
ー
ト

事
業
の
拡
充

六
九
七
万
円

▼
障
害
者
プ
ラ
ザ
の
運
営五

四
九
万
円

▼
精
神
障
害
者
施
設

通
所
交
通
費
の
助
成

九
〇
万
円

▼
長
岡
市
医
師
会
館

移
転
新
築
費
の
助
成

六
〇
〇
万
円

▼
歩
行
者
空
間
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

一
億
五
四
二
〇
万
円

▼
公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

二
三
七
万
円

▼
公
共
交
通
機
関
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
助
成

五
七
一
五
万
円

▼
ポ
ニ
ー
広
場
の

ト
イ
レ
整
備
（
新
規
）

二
五
〇
〇
万
円

▲高齢者センター「しなの（仮称）」完成予想図

８

戦
災
関
連
資
料
の
収
集
・
保
存
に
取
り

組
む
ほ
か
、
市
民
力
を
活
か
し
て
展
示
内

容
や
活
動
内
容
を
充
実
し
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
館
長
を
配
置
し
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
に
郷
土
の
芸
術
を
よ

り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、
画
家
・

故
羽
賀
善
蔵
氏
（
長
岡
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
長

を
歴
任
す
る
な
ど
し
て
長
岡
の
文
化
の
担

い
手
と
し
て
も
活
躍
）
の
油
彩
画
等
を
集

め
た
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

保
存
整
備
専
門
委
員
会
を
開
催
し
、遺
跡

の
保
存
や
管
理
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

新
た
に
遺
跡
環
境
整
備
の
た
め
の
測
量

調
査
を
行
い
ま
す
。

市
政
百
年
の
歴
史
を
本
に
ま
と
め
て
発

行
す
る
た
め
の
調
査
・
編
集
を
行
い
ま
す
。

東
山
の
自
然
を
調
べ
た
総
合
調
査
（
平

成
十
一
〜
十
三
年
度
に
実
施
）
の
成
果
を

公
開
し
ま
す
。

モ
デ
ル
コ
ー
ス
ツ
ア
ー
四
回
と
企
画
募

集
ツ
ア
ー
十
二
回
を
実
施
し
ま
す
。

Project 4
長岡の歴史と文化を

活かしたまちづくり

▼
長
岡
戦
災
資
料
館
の
充
実

三
三
七
万
円

▼
な
が
お
か
の
ま
ち

再
発
見
ツ
ア
ー
の
実
施

九
七
万
円

▼「
市
政
1
0
0
年
の
あ
ゆ
み（
仮
称
）」

の
発
行
（
新
規
）

一
七
五
万
円

▼
特
別
展
「
長
岡
東
山
の
自
然
」

の
開
催
（
新
規
）

一
八
一
万
円

▼
「
羽
賀
善
蔵
展
（
仮
称
）」

の
開
催
（
新
規
）

二
五
九
万
円

▼
馬
高
･
三
十
稲
場
遺
跡
の

環
境
整
備

五
九
二
万
円

▲長岡戦災資料館では予約すると、当時の
様子を知るボランティアの人の説明を聞く
ことができます（２月19日・長岡戦災資料
館で）。

新
た
に
地
域
型
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
を
二
施
設
開
設
（
計
十
八
施
設
）
し

ま
す
。
ま
た
、
生
き
が
い
対
応
型
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
を
新
た
に
二
カ
所
で
実
施
（
計
十

五
カ
所
）
し
ま
す
。

痴
呆
性
高
齢
者
の
見
守
り
や
話
し
相
手

と
な
る
「
や
す
ら
ぎ
支
援
員
」
を
居
宅
に

派
遣
し
、
介
護
家
族
の
負
担
を
軽
減
す
る

事
業
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

な
ど
の
研
修
を
継
続
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
「
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ

（
稽
古
町
県
営
住
宅
地
内
）
」
に
派
遣
し

て
い
た
生
活
援
助
員
を
、
新
た
に
高
齢
者

向
け
優
良
賃
貸
住
宅
「
ケ
ア
マ
ン
シ
ョ
ン

朝
日
（
本
町
一
）」
に
も
派
遣
し
ま
す
。

新
た
に
痴
呆
性
高
齢
者
の
在
宅
介
護
を

支
援
す
る
た
め
、
夜
間
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
試
行
的
に
実
施
し
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
社
会
福
祉

法
人
や
民
間
事
業
者
が
、
低
所
得
者
の
サ

ー
ビ
ス
利
用
に
係
る
料
金
を
軽
減
す
る
場

合
に
助
成
し
ま
す
。

生
活
困
窮
者
の
介
護
保
険
料
や
在
宅
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
の
利
用
者
負

担
料
金
の
軽
減
を
実
施
し
ま
す
。

高
齢
者
・
障
害
者
の
た
め
の
住
宅
改
造

費
助
成
事
業
と
リ
フ
ォ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
に

よ
る
住
宅
改
造
相
談
業
務
を
継
続
し
て
行

い
ま
す
。

高
齢
者
や
障
害
者
の
た
め
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
住
宅
整
備
資
金
貸
付
を
実
施
し
ま
す
。

▼
高
齢
者
の
在
宅
介
護
支
援
の

拡
充

一
億
二
六
三
四
万
円

▼
低
所
得
者
に
対
す
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
利
用
料
等
の
軽
減

二
八
二
八
万
円

▼
高
齢
者
・
障
害
者
住
宅

改
造
費
の
助
成
・
貸
付
等

七
八
九
九
万
円

◆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆
　
　
　
　
　
　
　
　

◆

▲ながおかのまち再発見ツアーは、市民のみなさんに長岡地域
が持つ独自の歴史や文化・自然などを再発見してもらい、地域
への愛着や誇りを感じてもらうために実施します。（平成15年
10月５日・城下町長岡を中心に巡ろうコース・平和の森公園で）。
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新
た
に
、
企
業
誘
致
専
門
員
（
コ
ラ
ボ

レ
ー
タ
ー
）
を
採
用
し
て
企
業
誘
致
を
促

進
し
ま
す
。

企
業
誘
致
や
起
業
に
関
し
て
の
さ
ま
ざ

ま
な
助
言
を
行
う
「
産
業
応
援
団
」
を
発

足
さ
せ
ま
す
。

旧
レ
ー
ザ
ー
応
用
工
学
セ
ン
タ
ー
を
改

修
し
、
産
学
連
携
の
拠
点
と
な
る
イ
ン
キ

ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
育
成
）
施
設
を
整
備
し

ま
す
。

ま
た
、
こ
の
施
設
の
入
居
者
に
対
す
る

支
援
を
実
施
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
整
っ
た
小
区

画
の
低
料
金
賃
貸
オ
フ
ィ
ス
を
新
た
に
二

室
追
加
し
、
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
起
業
家
（
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
等
が
整
っ
た
小
規
模
事
務
室
を

活
用
し
て
起
業
す
る
人
）
の
育
成
を
支
援

し
ま
す
。

企
業
と
大
学
等
が
共
同
で
行
う
、
地
域

産
業
の
技
術
高
度
化
、
高
付
加
価
値
化
に

向
け
た
研
究
の
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

研
究
成
果
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
成
果

発
表
会
等
で
公
開
し
ま
す
。

企
業
の
企
画
開
発
力
、
製
造
技
術
力
の

強
化
向
上
の
た
め
の
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

技
術
開
発
の
成
果
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
成
果
発
表
会
等
で
報
告
し
ま
す
。

地
域
産
業
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
る

「
長
岡
も
の
づ
く
り
基
地
研
究
会
」
の
活

動
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
長
岡
の
も
の
づ
く
り
技
術
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
発
信
し
、
地
域
産

業
の
受
注
促
進
を
支
援
し
ま
す
。

国
の
緊
急
地
域
雇
用
創
出
特
別
交
付
金

事
業
で
百
八
十
一
人
。
市
単
独
で
行
う
雇

用
で
百
八
十
八
人
を
新
規
に
雇
用
し
ま
す
。

雇
用
開
発
推
進
員
の
配
置
、
新
規
高
卒

者
就
職
準
備
講
習
会
の
開
催
、
中
高
年
離

職
者
の
就
職
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

若
者
を
対
象
に
総
合
的
・
専
門
的
な
就

職
支
援
を
行
う
「
ヤ
ン
グ
・
ジ
ョ
ブ
・
カ

フ
ェ
な
が
お
か
（
仮
称
）
」
を
設
置
し
、

若
者
の
就
労
を
支
援
し
ま
す
。

住
宅
建
設
等
特
別
融
資
資
金
貸
付
と
、

勤
労
者
住
宅
建
設
資
金
融
資
を
行
い
ま
す
。

新
規
農
業
従
事
者
を
受
け
入
れ
る
農
業

法
人
が
行
う
機
械
や
設
備
の
導
入
に
助
成

し
ま
す
。

長
岡
産
の
主
要
農
産
物
の
安
全
確
保
や

新
し
い
特
徴
の
開
発
な
ど
を
行
い
、
ブ
ラ

ン
ド
化
の
推
進
と
販
路
拡
大
を
進
め
ま
す
。

生
産
流
通
体
制
の
強
化
に
必
要
な
施
設

整
備
や
機
械
導
入
を
支
援
し
ま
す
。

消
費
者
が
求
め
る
安
全
で
新
鮮
な
農
産

物
の
生
産
・
流
通
の
拡
大
を
進
め
ま
す
。

地
域
や
学
校
と
連
携
し
た
伝
統
料
理
教

室
等
を
実
施
し
地
産
地
消
を
進
め
ま
す
。

米
の
計
画
的
生
産
を
促
進
し
ま
す
。

地
域
の
特
色
を
活
か
し
な
が
ら
転
作
田

を
有
効
利
用
し
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
（
要
求
）

に
合
っ
た
高
品
質
の
麦
、
大
豆
、
飼
料
作

物
、
振
興
作
物
等
の
生
産
を
支
援
し
ま
す
。

園
芸
機
械
な
ど
の
導
入
助
成
に
よ
り
、

園
芸
後
継
者
の
育
成
を
支
援
し
ま
す
。

な
が
お
か
産
野
菜
の
生
産
と
流
通
を
促

進
す
る
た
め
、
長
岡
野
菜
ブ
ラ
ン
ド
協
会

の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

平成16年度予算案 ―３月定例市議会で審議されます―

▼
工
場
等
立
地
促
進
資
金

融
資
の
継
続
実
施

五
億
七
二
五
八
万
円

▼
企
業
誘
致
の
促
進

三
〇
〇
万
円

Project 7 ＩＴ革命と構造変化に対応した産業の活力づくり

▼
企
業
誘
致
サ
ポ
ー
ト
会
議
の

設
置
（
新
規
）

二
六
四
万
円

▼
賃
貸
型
事
業
育
成
施
設
の

整
備
・
支
援
（
新
規
）

五
七
一
六
万
円

▼
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
起
業
家
の

育
成
支
援

四
四
〇
万
円

▼
産
学
共
同
研
究
事
業
の
支
援

八
九
九
万
円

▼
地
域
産
業
技
術
開
発
事
業

（
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ
）
の

支
援

四
〇
一
九
万
円

▼
地
域
産
業
の
活
性
化
、
受
注

促
進
の
支
援

五
四
四
万
円

▼
新
た
な
雇
用
の
創
出（
三
六
九
人
）

四
億
一
九
九
四
万
円

▼
雇
用
促
進
事
業
の
充
実八

七
二
万
円

▼
若
者
の
就
労
と
キ
ャ
リ
ア

形
成
支
援
（
新
規
）

一
九
一
万
円

▼
住
宅
建
設
等
特
別
融
資
の

継
続
実
施

三
二
億
二
八
五
一
万
円

▼
新
規
農
業
従
事
者
受
け
入
れ

支
援

一
六
八
六
万
円

▼
主
要
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進

七
七
九
九
万
円

▼
な
が
お
か
産
農
産
物
の

地
産
地
消
の
推
進
（
新
規
）

三
九
八
万
円

▼
水
田
農
業
産
地
づ
く
り
対
策

事
業
の
実
施

七
九
四
一
万
円

▲長岡野菜料理教室
この日の教室では長岡野菜を使
ったフランス料理づくりに挑戦
しました（平成15年９月20日）。

▼
園
芸
振
興
対
策
事
業
の
実
施

八
七
四
万
円
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Project 6
長岡の顔にふさわしい

中心市街地のにぎわいづくり

「
ま
ち
な
か
・
考
房
」
の
管
理
運
営
や

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向
け
た
、
自
主

企
画
事
業
等
を
行
う
市
民
組
織
「
タ
ウ
ン

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
企
画
運
営
会
議
」
を
支

援
し
ま
す
。

商
業
・
各
種
業
務
機
能
を
ま
ち
な
か
に

誘
致
す
る
た
め
、
中
心
市
街
地
の
二
階
以

上
の
場
所
に
あ
る
空
き
室
に
新

た
に
事
務
所
を
開
設
す
る
人
や
、

中
心
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
使

っ
て
新
規
出
店
す
る
人
に
助
成

し
ま
す
。

ま
た
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ

プ
「
リ
ー
ド
・
ブ
ロ
ー
」
の
運

営
助
成
を
継
続
し
て
実
施
し
ま

す
。中

心
市
街
地
へ
の
産
業
の
集

積
を
促
す
た
め
、
新
規
参
入
を

試
み
る
中
小
企
業
等
を
対
象
と

し
た
資
金
融
資
を
行
い
ま
す
。

「
自
由
広
場
な
が
お
か
・
ホ

コ
天
」
の
実
施
や
一
店
逸
品
運

動
な
ど
の
販
売
促
進
事
業
を
支

援
し
ま
す
。

中
心
市
街
地
の
空
き
店
舗
を
活
用
し
て
、

新
た
に
市
役
所
大
手
通
分
室
を
開
設
し

ま
す
。

中
心
市
街
地
の
構
造
改
革
を
進
め
る
た

め
、
厚
生
会
館
地
区
の
整
備
方
針
や
中
心

市
街
地
構
造
改
革
事
業
化
推
進
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
策
定
し
ま
す
。

新
た
に
大
手
口
駅
前
広
場
の
改
築
基
礎

調
査
を
実
施
す
る
ほ
か
、
自
転
車
駐
車
場

整
備
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

大
手
通
表
町
地
区
と
大
手
通
中
央
地
区

の
市
街
地
再
開
発
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

長
岡
操
車
場
地
区
に
、
官
公
庁
施
設
や

防
災
対
応
型
の
公
園
施
設
等
を
総
合
的
に

整
備
す
る
シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
地
区
整
備
計
画

を
策
定
し
ま
す
。

高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅
の
家
賃
対

策
補
助
を
実
施
し
ま
す
。

河
井
継
之
助
史
跡
広
場
の
周
辺
の
長
町

一
丁
目
の
街
な
み
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、

電
線
の
地
中
化
設
計
な
ど
を
含
む
整
備
事

業
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

▼
中
心
市
街
地
構
造
改
革
の

事
業
化
の
推
進

二
六
六
六
万
円

▼
に
ぎ
わ
い
と
魅
力
の
創
出

一
億
一
八
七
一
万
円

▼
都
心
居
住
の
推
進

三
三
八
三
万
円

▼
街
な
み
環
境
の
整
備
（
新
規
）

九
八
六
万
円

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
育
成
）
施
設

（
旧
レ
ー
ザ
ー
応
用
工
学
セ
ン
タ
ー
）
、

小
学
校
三
校
、
長
岡
高
校
、
長
岡
技
術
科

学
大
学
、
日
越
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

等
の
公
共
施
設
に
、
超
高
速
情
報
通
信
網

を
整
備
し
ま
す
。

行
政
テ
レ
ビ
相
談
シ
ス
テ
ム
を
四
郎
丸

・
青
葉
台
・
日
越
の
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
に
整
備
し
ま
す
。

国
際
文
化
課
と
地
球
広
場
間
に
、
テ
レ

ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
の
活
用
に
よ
り
産
業
の
振
興

を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
が
デ
ザ
イ
ン
に

親
し
め
る
よ
う
市
民
主
体
型
の
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

中
小
企
業
経
営
改
善
支
援
特
別
融
資
の

対
象
者
を
拡
充
し
て
実
施
し
ま
す
。

中
小
企
業
高
度
化
資
金
普
通
貸
付
の
融

資
条
件
を
改
善
し
ま
す
。

中
小
企
業
振
興
資
金
な
ど
の
融
資
を
継

続
実
施
し
ま
す
。
ま
た
新
た
に
、
資
金
調

達
方
法
の
研
究
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
ｅ
ー

ネ
ッ
ト
シ
テ
ィ
な
が
お
か

推
進
事
業
の
実
施

九
五
〇
〇
万
円

▼
長
岡
デ
ザ
イ
ン
フ
ェ
ア

2
0
0
4
の
開
催

五
〇
〇
万
円

▼
中
小
企
業
経
営
基
盤
の
強
化

八
一
億
三
〇
二
五
万
円

▼
設
備
資
金
融
資
の
継
続
実
施

三
三
九
三
万
円

▼
新
技
術
新
製
品
開
発
資
金
融
資

の
継
続
実
施

五
八
八
一
万
円

◆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆
　
　
　
　
　
　
　
　

◆

▲「まちなか・考房」の「しゃべり場」
まちなか・考房では、中心市街地の活性化のためのさま
ざまな催しを開催しています。この日行われた「しゃべり
場」では若い人に集まってもらい、中心市街地についての
意見交換を行いました。（１月29日・まちなか・考房で）
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長
岡
地
域
合
併
協
議
会
で
市
町
村
合
併

の
協
議
を
進
め
ま
す
。

合
併
に
向
け
た
電
算
シ
ス
テ
ム
の
整
備
・

統
合
を
行
い
ま
す
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
Ｐ
Ｒ
番
組
を
作
成
す

る
ほ
か
、
新
た
に
合
併
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
す
る
な
ど
、
積
極
的
な
広
報
広
聴
活

動
を
実
施
し
て
市
民
の
合
併
の
気
運
を
高

め
、
円
滑
な
合
併
を
目
指
し
ま
す
。

新
市
の
条
例
、
規
則
等
の
例
規
整
備
を

開
始
し
ま
す
。

信
濃
川
火
焔
街
道
連
携
協
議
会
、
全
国

首
長
連
携
交
流
会
、
提
言
・
実
践
首
長
会
、

関
越
地
域
連
携
協
議
会
、
全
国
市
町
村
川

交
流
会
な
ど
に
参
加
し
、
事
業
連
携
や
政

策
研
究
な
ど
を
行
い
、
よ
り
広
域
な
地
域

と
の
連
携
・
交
流
を
進
め
ま
す
。

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
の
「
ま
ち
の

情
報
コ
ー
ナ
ー
」
で
、
市
民
や
来
訪
者
に

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

上
映
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
を
、
よ
り
充

実
し
ま
す
。

西
山
連
峰
開
発
道
路
を
整
備
し
ま
す
。

首
都
圏
か
ら
の
観
光
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
し
た
通
年
型
観
光
客
誘
致
推
進
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

冬
季
の
土
・
日
・
祝
日
に
徴
収
し
て
い

た
駐
車
料
金
を
廃
止
し
て
、
市
営
ス
キ
ー

場
駐
車
場
を
全
日
無
料
化
し
ま
す
。

長
岡
東
西
道
路
と
信
濃
川
流
域
広
域
幹

線
道
路
の
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

長
岡
市
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
「
地
球
広

場
」
で
各
国
文
化
紹
介
事
業
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。

在
住
外
国
人
留
学
生
を
小
・
中
・
養
護

学
校
に
派
遣
す
る
「
世
界
が
先
生
―
国
際

人
育
成
事
業
」
の
内
容
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

譛
長
岡
市
国
際
交
流
協
会
の
活
動
を
支

援
し
、
姉
妹
都
市
・
友
好
都
市
等
と
の
交

流
を
進
め
ま
す
。

中
越
地
域
の
十
一
市
町
村
を
供
用
区
域

と
す
る
汚
泥
処
理
施
設
の
整
備
に
対
す
る

負
担
金
等
を
支
出
し
ま
す
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
活
動
を
通
じ
て
都
市

農
村
交
流
事
業
推
進
の
た
め
の
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
ほ
か
、
都
市
と
農

村
の
ふ
れ
あ
い
交
流
を
行
う
た
め
の
受
け

入
れ
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

Project 9 広域的な交流と連携によるまちづくり

平成16年度予算案 ―３月定例市議会で審議されます―

節
水
用
水
量
調
節
弁
等
の
設
置
に
対
す

る
補
助
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

ま
た
、
節
水
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
実
施

し
て
地
下
水
の
適
正
利
用
を
図
り
ま
す
。

新
た
に
五
百
十
一
区
画
を
造
成
し
ま
す
。

新
た
な
斎
場
の
建
設
に
向
け
、
整
備
基

本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

し
尿
を
発
酵
分
解
し
て
大
地
に
還
元
す

る
自
然
環
境
に
や
さ
し
い
バ
イ
オ
ト
イ
レ

を
、
河
川
公
園
に
設
置
し
ま
す
。

▼
地
下
水
適
正
利
用
の
推
進

（
新
規
）

一
二
四
四
万
円

▼
墓
園
の
整
備

三
五
一
八
万
円

▼
斎
場
の
建
設
（
新
規
）二

五
五
万
円

▼
バ
イ
オ
ト
イ
レ
の
設
置
（
新
規
）

一
七
三
万
円

▼
市
町
村
合
併
の
推
進

一
四
億
四
五
六
万
円

▼
広
域
連
携
推
進
事
業
の
拡
充

三
一
三
万
円

▼
ま
ち
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
の
充
実

六
七
一
万
円

▼
ま
ち
な
か
花
火
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

の
充
実

一
七
四
〇
万
円

▼
広
域
観
光
の
推
進

五
二
二
七
万
円

▼
通
年
型
観
光
客
誘
致
事
業

の
推
進
（
新
規
）

二
八
〇
万
円

▼
市
営
ス
キ
ー
場
駐
車
場
の

全
日
無
料
化
（
新
規
）

▼
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

一
〇
一
万
円

▼
国
際
交
流
の
推
進

三
九
三
八
万
円

▼
都
市
と
農
村
の
交
流
推
進

（
新
規
）

八
六
万
円

▼
中
越
地
域
流
域
下
水
汚
泥

処
理
事
業
の
推
進

一
億
四
九
五
五
万
円

▲まちの情報コーナーで
（２月20日）

◆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
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十
月
か
ら
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装

材
と
枝
葉
・
草
の
無
料
分
別
収
集
と
リ
サ

イ
ク
ル
を
開
始
し
ま
す
。
ま
た
、
燃
や
す

ご
み
と
燃
や
さ
な
い
ご
み
の
収
集
を
有
料

化
し
、
同
時
に
粗
大
ご
み
の
有
料
コ
ー
ル

収
集
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
開
始
し
ま
す
。

新
し
い
ご
み
処
理
方
法
を
ま
と
め
た

「
ご
み
と
資
源
物
の
分
け
方
と
出
し
方
」

を
作
成
し
て
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
ご
み

改
革
説
明
会
な
ど
を
実
施
し
て
処
理
方
法

の
周
知
を
行
い
ま
す
。

従
来
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
加
え
、
十
月

か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
材
の
分
別

収
集
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
実
施
し
ま
す
。

ご
み
の
不
法
投
棄
防
止
の
た
め
の
パ
ト

ロ
ー
ル
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

新
た
に
全
町
内
会
に
環
境
美
化
推
進
委

員
を
委
嘱
し
、
空
き
缶
な
ど
の
ポ
イ
捨
て

を
防
止
し
て
、ま
ち
の
美
し
さ
を
保
ち
ま
す
。

環
境
ま
つ
り
を
開
催
す
る
ほ
か
、
市
民

エ
コ
セ
ミ
ナ
ー
や
こ
ど
も
環
境
探
検
隊
を

実
施
す
る
な
ど
し
て
、
地
球
温
暖
化
の
防

止
を
呼
び
か
け
ま
す
。

ま
た
、
放
置
自
転
車
三
十
台
を
修
理
し
、

公
用
自
転
車
と
し
て
再
利
用
し
ま
す
。

食
肉
セ
ン
タ
ー
で
、
廃
食
用
油
を
リ
サ

イ
ク
ル
燃
料
と
し
て
活
用
す
る
た
め
の
実

証
実
験
を
行
い
ま
す
。

学
校
給
食
で
出
る
生
ご
み
の
回
収
、
乾

燥
処
理
・
飼
料
化
、
地
域
畜
産
事
業
家
へ

の
飼
料
供
給
と
い
う
、
地
域
内
資
源
循
環

型
シ
ス
テ
ム
を
継
続
し
て
運
用
し
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
七
保
育
所
（
計
十
二
カ

所
）
で
、
給
食
の
生
ご
み
を
回
収
し
リ
サ

イ
ク
ル
を
実
施
し
ま
す
。

市
民
力
を
活
か
し
て
、
市
民
ニ
ー
ズ
に

適
合
し
た
身
近
な
小
規
模
公
園
な
ど
の
整

備
を
実
施
し
ま
す
。

花
い
っ
ぱ
い
フ
ェ
ア
を
開
催
す
る
ほ
か
、

緑
化
推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
支
援
や

街
路
樹
の
樹
種
変
更
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
協
働
で
公
園
の
再
生

を
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、
県
営
屋
内
プ
ー

ル
建
設
予
定
地
の
用
地
取
得
と
公
園
内
の

河
川
工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。

長
岡
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
二
住
区
に
公
園

を
整
備
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
緑
道
（
永
田
二
〜
琴
平
二
）、

ア
ベ
ニ
ュ
ー
公
園
（
上
除
町
）、
花
・
は

な
広
場
（
大
島
町
）
な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
み
や
じ
さ
ま
公
園
（
仮

称
・
宮
路
町
）
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

公
園
樹
や
街
路
樹
の
せ
ん
定
で
出
る
枝

葉
を
、
資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
す
。

太
陽
光
発
電
や
雨
水
の
利
用
な
ど
環
境

に
配
慮
し
た
住
宅
づ
く
り
の
検
討
を
行
い

ま
す
。

第
六
期
工
事
分
の
一
棟
三
十
戸
の
建
設

を
平
成
十
六
年
度
中
に
完
了
し
ま
す
。

ま
た
新
た
に
、
第
七
期
工
事
に
向
け
た

用
地
測
量
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

豪
雨
時
の
稲
葉
川
の
水
位
を
低
下
さ
せ

る
た
め
、
橋
の
架
け
替
え
工
事
を
行
い
ま

す
。地

下
水
節
水
型
の
消
雪
制
御
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
ま
す
。

Project 8人と自然にやさしい環境共生都市づくり

▲10月末の完成を目指して工事が進む上除団地公
営住宅（２月18日）

▼
資
源
循
環
型
社
会
形
成
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進

一
億
二
五
四
六
万
円

▼
生
活
環
境
美
化
活
動
の
推
進

五
七
一
万
円

▼
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
の

実
施
（
長
岡
地
区
衛
生
処
理
組

合
）（
新
規
）

一
億
三
七
九
三
万
円

▼
廃
食
用
油
リ
サ
イ
ク
ル
の

推
進
（
新
規
）

三
〇
五
万
円

▼
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進

六
四
七
万
円

▼
学
校
・
保
育
所
給
食
生
ご
み

リ
サ
イ
ク
ル
の
実
施一

〇
八
八
万
円

▼
市
民
手
づ
く
り
公
園
支
援

事
業
の
実
施
（
新
規
）

八
七
万
円

▼
緑
化
の
普
及
・
啓
発二

四
〇
五
万
円

▼
悠
久
山
公
園
の
整
備

三
億
三
九
四
五
万
円

▼
陽
光
台
北
・
南
公
園
の
整
備

六
四
〇
〇
万
円

▼
公
園
の
整
備

六
一
一
二
万
円

▼
緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
の

推
進

一
八
〇
万
円

▼
環
境
共
生
住
宅
の
検
討

二
七
万
円

▼
上
除
団
地
公
営
住
宅
の
整
備

四
億
八
七
六
三
万
円

▼
堀
金
橋
の
架
替
工
事
の
実
施

（
平
成
十
六
〜
十
七
年
度
継
続

事
業
）（
新
規
）

九
〇
〇
〇
万
円

▼
消
雪
パ
イ
プ
用
地
下
水
の

有
効
利
用

一
五
〇
万
円
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の
秋
口
ま
で
に
は
一
通
り
の
経
営
改
善
を

完
了
し
ま
す
。
ま
た
、
改
善
の
実
施
お
よ

び
そ
の
後
の
ホ
テ
ル
運
営
の
中
心
と
な
る

人
材
と
し
て
、
一
流
ホ
テ
ル
で
の
長
く
豊

富
な
経
験
を
有
す
る
人
材
を
ス
カ
ウ
ト
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

減
資
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
と
、

こ
れ
は
資
本
金
の
七
億
五
千
万
円
を
九
〇

％
減
少
さ
せ
て
七
千
五
百
万
円
に
す
る
も

の
で
、
子
会
社
と
の
連
結
決
算
上
の
債
務

超
過
と
繰
越
損
失
を
早
期
に
解
消
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。
た
だ
し
、
発
行
済
み
株

式
数
の
変
更
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
株
主

の
権
利
（
議
決
権
）
は
そ
の
ま
ま
存
続
し

ま
す
。

増
資
は
、
四
億
円
を
目
標
に
募
集
し
ま

す
。
既
存
の
株
主
に
は
現
在
の
出
資
割
合

に
応
じ
て
協
力
を
要
請
し
、
さ
ら
に
地
元

企
業
を
中
心
に
新
規
株
主
の
開
拓
を
目
指

し
て
積
極
的
に
働
き
か
け
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

減
資
と
増
資
が
予
定
ど
お
り
実
施
さ
れ

ま
す
と
、
長
岡
都
市
ホ
テ
ル
資
産
保
有
㈱

の
資
本
金
は
四
億
七
千
五
百
万
円
と
な
り

ま
す
。

既
存
株
主
へ
の
出
資
要
請
に
対
し
て
は
、

筆
頭
株
主
で
あ
る
長
岡
市
と
し
て
も
、
現

在
の
出
資
割
合
（
約
二
五
％
）
に
応
じ
て

協
力
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
株
主
や
金
融
機

関
等
民
間
の
「
再
建
を
支
援
す
る
」
と
い

う
判
断
を
尊
重
す
る
な
ら
ば
、
長
岡
市
も

筆
頭
株
主
と
し
て
の
責
任
を
果
た
す
必
要

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。
ま
た
、
長

岡
市
に
と
っ
て
不
可
欠
な
都
市
施
設
を
つ

く
る
た
め
に
設
立
し
た
ホ
テ
ル
で
あ
り
、

現
に
多
く
の
従
業
員
・
取
引
関
係
者
が
い

て
、
そ
の
盛
衰
は
地
域
経
済
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
何
よ
り
も
現
在
、
多
く
の
市
民

の
皆
様
か
ら
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

本
市
の
中
心
部
に
あ
っ
て
、
各
種
の
会
合
、

式
典
、
交
流
等
の
拠
点
と
し
て
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
施
設
で
あ
る
か
ら
で
す
。

今
後
、
長
岡
市
と
し
て
は
経
営
の
健
全

化
が
達
成
さ
れ
る
ま
で
ホ
テ
ル
経
営
を
支

え
、
健
全
化
が
達
成
さ
れ
た
段
階
で
完
全

民
営
化
の
道
を
探
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。長

岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
は
、
地
元
経
済

界
の
広
範
な
支
援
に
よ
っ
て
再
建
の
道
を

歩
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
日
も
早
く

経
営
が
健
全
化
さ
れ
、
地
元
密
着
型
の
ホ

テ
ル
と
し
て
、
さ
ら
に
一
層
市
民
の
皆
様

に
愛
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
中

心
市
街
地
の
活
性
化
に
も
大
い
に
寄
与
し

て
も
ら
え
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

減
資
・
増
資
後
の
資
本
金
は

四
億
七
千
五
百
万
円
に

長
岡
市
も
出
資
に
応
ず
る
方
針
で
す

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
も
寄
与

長岡市の今後の基本方針

【用語の解説】「減資」とは？

資本金を取り崩すことを減資といいます。多くは損失を補てん
するために行われますが、自己資本の内部で資本金から剰余金に
お金を移す帳簿上の操作であるため、自己資本（純資産）の額は
変わりません。
減資が行われるのは、債務超過や繰越損失を抱えた状態では、

利益が出ても欠損の補てんにしか使えないことから、欠損を一掃
し、経営を立て直すためです。減資を行う企業の多くは、経営再
建を図るため、減資の直後に新株を発行して資本を増強します。

１民間の判断を尊重して減資と増

資に協力することとし、経営の

健全化が達成されるまでの間、

長岡市としても長岡グランドホ

テルの経営を支える。

２経営の健全化が達成された段階

で、長岡グランドホテルの完全

民営化を図る。

１外部専門家スタッフの提言

・未収の売掛金や償却不足など１億５

千万円から３億円の処理を早急に行

う必要がある。

・経営の合理化により年間１億円程度

の利益の上積みが可能。

２新たな人材による体制の強化

・大手ホテル経験者を現場責任者とし

て招聘する。

・専門家によるプロジェクトチームを

組織し、経営改善を実施する。

３減資と増資の実施

・90％減資を実施する。

・長岡市をはじめ既存株主に４億円を

目標として出資を要請。新規の株主

についても積極的に出資要請を行う。

経営改善計画の骨子

長
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
の
経
営
改
善
に
向
け

具
体
的
な
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
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本
年
一
月
二
十
八
日
、
長
岡
都
市
ホ
テ
ル
資
産
保
有
株
式
会
社
の
臨
時
株
主

総
会
が
開
催
さ
れ
、
九
〇
％
減
資
と
四
億
円
を
め
ど
と
し
た
増
資
が
決
議
さ
れ
、

経
営
改
善
計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
長
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
は
、
経
営
改
善
に
向
け
て
具
体
的
な
取
り

組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
そ
の
内
容
を
市
民
の
皆
様
に
ご
報
告
し
ま
す
。

森市長の
市政報告

「市長への手紙」の専用はがきは
市役所１階の市民情報ラウンジの
ほか、ながおか市民センター、各
地区公民館、図書館、体育館、高
齢者センター、社会福祉センター
などに備えてあります。
長岡市ホームページの「市長への
手紙」コーナーもご利用ください。
http://www.city.nagaoka.niigata.jp

長
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
の
経
営
問
題
に

つ
い
て
は
、
筆
頭
株
主
で
あ
る
長
岡
市
と

し
て
も
、
平
成
十
二
年
度
に
外
郭
団
体
等

経
営
改
善
委
員
会
を
つ
く
り
、
経
営
再
建

の
方
策
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
委
員
会
の
調
査
か
ら
は
、
回

収
が
不
可
能
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
売
掛

金
約
二
億
六
千
万
円
の
存
在
が
明
ら
か
と

な
り
、
現
在
、
当
時
の
責
任
者
等
を
相
手

方
と
し
て
、
民
事
訴
訟
を
提
起
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

で
は
、
こ
の
ほ
ど
ま
と
め
ら
れ
た
再
建

の
方
策
に
つ
い
て
、
順
を
追
っ
て
ご
説
明

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

経
営
改
善
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
長

岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
は
、
特
定
非
営
利

活
動
法
人
ビ
ュ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ズ
（
東
京
都
千
代
田
区
）、
あ
ず
さ
監

査
法
人
（
元
朝
日
監
査
法
人
）、
大
手
ホ

テ
ル
経
営
者
等
の
専
門
家
ス
タ
ッ
フ
か
ら
、

事
業
評
価
と
経
営
改
善
策
の
提
言
を
得
て

い
ま
す
。

そ
の
結
果
は
一
言
で
言
い
ま
す
と
、
処

理
す
べ
き
損
失
等
が
あ
る
一
方
、
コ
ス
ト

削
減
に
よ
る
利
益
の
上
積
み
が
十
分
可
能

で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
事
業
評
価
と
提
言
を
受
け
て
、
経

営
改
善
計
画
で
は
、
現
在
明
ら
か
と
な
っ

て
い
る
損
失
等
に
つ
い
て
は
早
急
に
処
理

す
る
と
と
も
に
、
コ
ス
ト
削
減
に
よ
っ
て

今
期
の
経
常
利
益
（
二
社
と
の
連
結
決
算

見
込
み
）
の
約
二
千
万
円
を
、
五
年
後
に

は
少
な
く
と
も
一
億
円
以
上
に
す
る
と
し

て
い
ま
す
。

経
営
改
善
の
実
施
に
際
し
て
は
、
原
価

管
理
、
設
備
備
品
管
理
、
会
計
管
理
、
情

報
シ
ス
テ
ム
管
理
等
の
専
門
家
を
集
め
て

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
今
年

外
部
専
門
家
ス
タ
ッ
フ
か
ら
提
言
を

受
け
ま
し
た

新
た
な
人
材
を
ス
カ
ウ
ト
し
ま
す

長岡グランドホテル

設立経過 長岡市に必要な都市機能である
ホテルの建設に、市も出資するこ
とを昭和54年に議会議決。用地は
長岡市から賃借して長岡都市ホテ
ル資産保有株式会社が建設し、長
岡都市ホテル経営株式会社がホテ
ル事業を経営している。

開　　業 昭和56年７月19日

役　　員 代表取締役社長　清水　周　ほか

資 本 金 長岡都市ホテル資産保有株式会社　
…７億５千万円（株主数36名）
長岡都市ホテル経営株式会社
…２億６千万円（100％子会社）

主な株主 長　岡　市（持株比率25.2％）
日本精機㈱（ 〃　 4.5％）
㈱北越銀行（ 〃　 4.2％）
㈱第四銀行（ 〃　 4.2％）
㈱大光銀行（ 〃　 4.2％）
越後交通㈱（ 〃　 4.2％）
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必
要
な
場
所
三
カ
所
、
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
設
置
を
要
す
る
場
所
五
カ

所
と
い
う
も
の
で
し
た
。

こ
の
結
果
を
受
け
長
岡
市
で
は
、

子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
時
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
、
長
岡
警
察
署

に
横
断
歩
道
や
信
号
機
、
道
路
標

識
の
設
置
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、

平
成
十
六
年
度
か
ら
セ
ー
フ
テ
ィ

ー
パ
ト
ロ
ー
ル
員
を
市
内
十
五
カ

所
に
配
置
し
ま
す
。

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
員

長
岡
市
は
四
月
一
日
か
ら
、
行

政
組
織
の
一
部
を
変
更
し
ま
す
。

主
な
変
更
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
進
め

る
た
め
、
旧
イ
チ
ム
ラ
ビ
ル
一
階

に
大
手
通
分
室
を
新
設
し
、
商
業

振
興
課
・
工
業
振
興
課
・
観
光
課
、

長
岡
観
光
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協

会
が
移
転
し
ま
す
。

昨
年
、
ま
ち
な
か
・
考
房
内
に

は
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

地
元
の
人
た
ち
か
ら
選
任
し
ま
す
。

一
日
二
時
間
程
度
、
交
通
上
危
険

な
場
所
を
中
心
に
交
通
安
全
指
導

を
し
た
り
、
校
区
を
巡
視
し
た
り

し
ま
す
。

防
犯
灯
に
つ
い
て
は
、
市
が
実

施
し
て
い
る
防
犯
灯
設
置
に
対
す

る
補
助
制
度
を
町
内
会
か
ら
活
用

し
て
も
ら
い
、
安
全
対
策
の
た
め

に
必
要
と
さ
れ
た
場
所
に
早
急
に

設
置
し
て
も
ら
う
よ
う
要
請
し
て

い
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
学
校
教
育
課

蕁
39
・
２
２
３
９
へ
ど
う
ぞ
。

開
設
し
た
戦
災
資
料
館
を
庶
務
課

が
所
管
す
る
施
設
と
し
ま
す
。

企
業
立
地
を
積
極
的
に
推
進
す

る
た
め
、
工
業
振
興
課
に
企
業
立

地
室
を
新
設
し
ま
す
。

学
校
教
育
課
の
長
岡
の
人
材
教

育
指
導
室
を
長
岡
の
人
材
教
育
セ

ン
タ
ー
に
名
称
変
更
し
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
度
に
開
催
を
予

定
し
て
い
る
第
六
十
四
回
国
民
体

育
大
会
の
準
備
に
向
け
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
に
国
体
準
備
班
を
新
設

し
ま
す
。

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
進
め
る
た
め

大
手
通
分
室
を
新
設
し
ま
す

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
員

を
配
置
し
ま
す

大
手
通
分
室
を
設
置
（
新
設
）

戦
災
資
料
館

長
岡
の
人
材
教
育
セ
ン
タ
ー

企
業
立
地
室
（
新
設
）

国
体
準
備
班
（
新
設
）

▲集団登校する子どもたち（２月19日）

▲旧イチムラビル（なが
おか市民センター向かい）

二
月
十
三
日
、
な
が
お
か
市

民
セ
ン
タ
ー
（
ま
ち
の
駅
）
を

会
場
に
全
国
各
地
か
ら
約
二
百

人
が
参
加
し
、
「
ま
ち
の
駅
フ

ォ
ー
ラ
ム
in
長
岡
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
（
ま
ち
の
駅
連
絡
協

議
会
が
主
催
。
協
議
会
長
は
森

市
長
）。

ま
ち
の
駅
は
地
域
情
報
を
提

供
し
、
人
と
人
と
の
出
会
い
と

交
流
の
拠
点
と
し
て
、
自
治
体

や
民
間
団
体
が
設
置
し
て
い
る

も
の
で
す
。
現
在
、
全
国
に
約

三
百
カ
所
あ
り
ま
す
。

当
日
は
福
岡
県
甘
木
朝
倉
地

域
、
鹿
児
島
県
な
ど
の
実
践
報

告
に
引
き
続
き
、
五
分
科
会
に

分
か
れ
、
ま
ち
づ
く
り
、
健
康

増
進
、
環
境
教
育
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
、
地
域
連
携
の
観

点
か
ら
討
論
し
ま
し
た
。

最
後
に
行
わ
れ
た
総
括
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
分
科
会

で
の
討
論
を
踏
ま
え
、「
な
ん
で

も
で
き
る
の
が
ま
ち
の
駅
」「
な

ん
だ
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
制
約

が
な
く
て
い
い
」
な
ど
、
ま
ち

の
駅
の
可
能
性
に
つ
い
て
活
発

な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

ミ
ニ�

ニ
ュ
ー�

　
　
ス�

「
ま
ち
の
駅
フ
ォ
ー

ラ
ム
in
長
岡
」を
開
催

▲総括ディスカッ
ションで

市政ニュース�NAGAOKA

あ
ま
ぎ
あ
さ
く
ら

中
之
島
町�

長岡市�

三島町�

小国町�

越
路
町�

山
古
志
村�
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昨
年
十
二
月
十
九
日
の
長
岡
市

議
会
十
二
月
定
例
会
で
、
長
岡
市
、

栃
尾
市
、
中
之
島
町
、
越
路
町
、

三
島
町
、
山
古
志
村
、
小
国
町
の

七
市
町
村
で
法
定
合
併
協
議
会
を

設
置
す
る
た
め
の
議
案
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
後
、
一
月
二
十
一

日
に
栃
尾
市
議
会
が
法
定
合
併
協

議
会
設
置
議
案
を
否
決
し
、
栃
尾

市
が
合
併
協
議
か
ら
離
脱
す
る
と

い
う
大
き
な
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
一
月
二
十
八
日
に
、

第
十
一
回
長
岡
地
域
任
意
合
併
協

議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
合
で
は
ま
ず
馬
場
栃
尾
市
長

に
よ
る
長
岡
地
域
任
意
合
併
協
議

会
か
ら
の
離
脱
表
明
が
あ
り
、
こ

れ
を
協
議
会
と
し
て
了
承
し
ま
し

た
。続

い
て
、
栃
尾
市
離
脱
に
伴
う

影
響
に
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら

「
新
市
将
来
構
想
の
変
更
」「
協
議

会
報
告
書
の
変
更
」
と
し
て
説
明

が
あ
り
、
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

次
に
栃
尾
市
を
除
く
六
市
町
村

で
今
後
、
法
定
合
併
協
議
会
を
設

置
し
、
よ
り
具
体
的
な
協
議
を
行

う
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た

こ
の
先
、
栃
尾
市
か
ら
途
中
参
加

の
意
思
表
示
が
あ
っ
た
場
合
、
協

議
会
へ
の
参
加
を
受
け
入
れ
る
こ

と
も
合
意
し
ま
し
た
。

こ
の
会
議
の
詳
細
は
、
二
月
六

日
に
新
聞
折
り
込
み
で
配
布
し
ま

し
た
「
長
岡
地
域
任
意
合
併
協
議

会
だ
よ
り
」
で
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。

二
月
九
日
、
長
岡
市
議
会
臨
時

会
が
開
催
さ
れ
、
六
市
町
村
で
の

法
定
合
併
協
議
会
設
置
議
案
が
賛

昨
年
、
村
上
市
で
発
生
し
た
中

学
生
連
れ
去
り
事
件
を
き
っ
か
け

に
、
市
で
は
九
月
に
学
校
通
学
路

の
危
険
な
場
所
の
一
斉
点
検
を
実

施
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
十
一
月
に
は
、
不
審
者

対
策
と
交
通
安
全
対
策
か
ら
学
校

関
係
者
や
保
護
者
、
地
域
の
み
な

さ
ん
が
一
緒
に
危
険
な
場
所
す
べ

て
を
一
斉
再
点
検
し
ま
し
た
。

一
斉
点
検
の
結
果
、
四
百
一
カ

所
で
安
全
対
策
が
必
要
と
い
う
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

内
訳
は
防
犯
灯
の
設
置
が
必
要

な
場
所
三
百
八
十
二
カ
所
、
横
断

歩
道
の
設
置
が
必
要
な
場
所
六
カ

所
、
信
号
機
の
設
置
が
必
要
な
場

所
五
カ
所
、
道
路
標
識
の
設
置
が

成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

長
岡
市
以
外
の
町
村
で
も
同
様

の
議
案
が
可
決
さ
れ
、
二
月
二
十

四
日
に
は
法
定
合
併
協
議
会
設
置

の
調
印
を
行
い
、
翌
日
に
は
六
市

町
村
長
が
県
知
事
に
そ
の
旨
を
届

け
出
ま
し
た
。

そ
し
て
二
月
二
十
七
日
に
は
、

第
一
回
長
岡
地
域
合
併
協
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
の
詳
細

は
、
三
月
上
旬
に
新
聞
折
り
込

み
で
「
長
岡
地
域
合
併
協
議
会
だ

よ
り
」
を
配
布
し
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

今
後
、
長
岡
地
域
合
併
協
議
会

で
は
、
平
成
十
七
年
三
月
末
ま
で

の
合
併
に
向
け
て
、
新
市
の
建
設

計
画
や
合
併
協
定
の
内
容
な
ど
に

つ
い
て
、
さ
ら
に
具
体
的
な
協
議

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
協
議
結
果

で
あ
る
新
市
の
姿
は
そ
の
都
度
お

知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
市
町
村
合
併
推
進

室
蕁
39
・
２
２
６
０
へ
ど
う
ぞ
。

約
4
0
0
カ
所
で

安
全
対
策
が
必
要

中
越
地
域
の
発
展
の
た
め
に
中
心
都
市
の
責
任
と
し
て
合
併
を
推
進

6
市
町
村
で
合
併
協
議
会
を
設
置
し
ま
し
た

学
校
通
学
路
の
一
斉
点
検
を
実
施

子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
に
努
め
ま
す

栃
尾
市
の
離
脱
を
受
け
6
市
町

村
で
合
併
を
進
め
ま
す

6
市
町
村
で
の
法
定
合
併
協
議

会
の
設
置
を
可
決

▲６市町村での市域
人口237,718人（平成12年「国勢調
査」）。面積525.89裄（平成14年「全
国都道府県市区町村別面積調」）。
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肉
眼
で
は
よ
く
見
え
な
い
小

さ
な
化
石
や
鉱
物
を
顕
微
鏡
で

観
察
し
ま
す
。
直
接
会
場
へ
ど

う
ぞ
。

日
時
＝
３
月
28
日
豸
午
後
２
時

〜
４
時
　
会
場
＝
科
学
博
物
館

展
示
室
　
持
ち
物
＝
筆
記
用
具

日
時
＝
４
月
８
日
〜
10
月
14
日

の
毎
週
木
曜
日
午
後
６
時
30
分

〜
８
時
（
８
月
は
休
み
、
計
15

回
）

会
場
＝
サ
ン
ラ
イ
フ
長

岡
　
定
員
＝
35
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
４
、０
０
０
円
　
申
し

込
み
＝
３
月
９
日
貂
〜
14
日
豸

に
電
話
ま
た
は
窓
口
で

ホ
ー
ム
利
用
対
象
者
は
、
市

内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
お

お
む
ね
30
歳
以
下
の
人
で
す
。

期
間
＝
４
月
〜
９
月
　
時
間
＝

午
後
６
時
〜
８
時
（
料
理
は
午

後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分
）

受
講
料
＝
料
理
１
４
、０
０
０
円
、

花
道
１
８
、５
０
０
円
、
茶
道
・

ペ
ン
毛
筆
８
、０
０
０
円
（
ほ
か

に
利
用
者
協
議
会
費
４
０
０
円

必
要
）

申
し
込
み
＝
３
月
10

日
貉
〜
31
日
貉
（
先
着
）

展
示
標
本
で
世
界
の
カ
ブ
ト

ム
シ
を
学
び
ま
す
。
４
月
か
ら

の
昆
虫
観
察
会
と
野
外
博
物
館

昆
虫
コ
ー
ス
の
日
程
も
ご
説
明

し
ま
す
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
３
月
20
日
豢
午
前
10
時

〜
正
午
　
集
合
＝
科
学
博
物
館

展
示
室
　
持
ち
物
＝
筆
記
用
具

日
時
＝
３
月
21
日
豸
午
前
10
時

〜
正
午
　
観
察
地
＝
信
濃
川
河

川
敷
　
集
合
＝
科
学
博
物
館
展

示
室
　
対
象
＝
小
学
生
〜
一
般

持
ち
物
＝
筆
記
用
具
、
観
察
用

具
　
参
加
料
＝
50
円
　
申
し
込

み
＝
３
月
18
日
貅
ま
で

親
子
サ
ー
ク
ル
派
？
支
援
セ
ン
タ
ー

派
？
　
参
加
料
＝
無
料

日
時
＝
３
月
13
日
g
・
20
日
-
午
前

10
時
〜
正
午
　
会
場
＝
な
が
お
か
市

民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
＝
Ｄ
Ｖ
が
起
こ

る
構
造
は
何
か
、
Ｄ
Ｖ
の
現
状
と
Ｄ

Ｖ
防
止
法
と
の
か
か
わ
り
　
参
加
料

＝
無
料

7
新
潟
県
女
性
財
団
1

０
２
５
・
２
８
５
・
６
６
１
０

日
時
＝
３
月
18
日
e
午
後
２
時
〜
４

時
　
会
場
＝
長
岡
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
（
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
け
さ

じ
ろ
１
階
）

持
ち
物
＝
包
丁
２
本
、

エ
プ
ロ
ン
　
定
員
＝
20
人
（
抽
選
）

３
月
15
日
b
ま
で
に
長
岡
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
1
35
・
２
３
８

０

「越後雪割草街道」へ
春を探しに出かけませんか
雪国に春を告げる「雪割草（オオミ
スミソウ）」。雪どけの木立の中で咲き
乱れるその愛らしい姿は、出合った人
に素敵な感動を与えてくれます。
そんな雪割草の群生が見られる「雪
国植物園」「国営越後丘陵公園」「大崎
雪割草の里（西山町）」では、これら３
つの施設を結ぶ道（県道48号線）を「越後雪割草街道」
と名付けて、連携しながら県内外から多くの観賞客を迎
えています。
あなたも、「越後雪割草街道」に生まれたての春を探
しに出かけませんか。

雪割草の見ごろと株数
●雪国植物園 ３月中旬～４月上旬ころ 10万株
●国営越後丘陵公園 ３月下旬～４月中旬ころ ３万株
●大崎雪割草の里（西山町）３月上旬～下旬ころ　30万株

蕁４６・００３０　3月13日貍オープン！
開園期間＝３月13日貍～11月14日豸 開園時間＝午前９
時～午後５時（入園は午後４時30分まで） 入園料＝大
人300円、子ども200円
■雪割草銘品展示会 期間＝３月13日貍～28日豸
■春の山野草展 期間＝３月30日貂～５月30日豸
■山野草自然観察勉強会受講者募集
期日＝４月～10月の毎月第３土曜日（計７回） 受講料
＝無料（入園料は必要） 定員＝30人（先着） 申し込
み＝３月13日貍から

蕁４７・８００１
■雪割草まつり'04（入園料、駐車料とも無料）
日時＝３月13日貍・14日豸午前９時30分～午後４時30分
（14日は午後３時30分まで） 会場＝花と緑の館・暖の
館　内容＝雪割草展示（立体装飾、鉢植など）、即売、
栽培相談、講演会、「ＮＨＫ趣味の園芸」公開収録（収録
は13日貍午後１時～３時に花と緑の館にて）
■雪割草の開花に合わせて臨時開園します
３月15日豺～31日貉は春季開園準備のため休園しま

す。なお、３月19日貊～28日豸は、雪割草の開花に合わ
せ、園内の一部を臨時開園します。
■春季開園は４月１日です
開園期間＝４月１日貅～11月30日貂（４月１日貅～６月
20日豸は無休） 開園時間＝午前９時30分～午後５時
入園料＝大人400円、子ども80円　駐車料＝普通車310円
■スプリングフェア'04 ４月１日貅～５月５日豢
「春一番　雪割草の世界」～４月11日豸まで
３万株の雪割草がお出迎えします。自然観察会「春の
雑木林」（４月３日貍・４日豸）、外山康雄「野の花水彩
画教室」（４月４日豸）もあります（要事前申し込み）。

問い合わせ＝西山町役場産業観光課蕁０２５７・４７・４０１０
開園期間＝３月１日豺～４月10日貍 開園時間＝午前９
時30分～午後４時　入園料（協力費）＝大人200円、子ど
もは無料
■雪割草まつり
期日＝３月20日豢・21日豸 内容＝雪割草の育成講習
会、雪割草の販売、地元特産品の販売など

●
趣
味
創
作
教
室
（
盆
栽
教
室
）

●
楽
し
い
教
養
講
座

サ
ン
ラ
イ
フ
長
岡

†
36
・
7
2
0
0

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

†
32
・
4
4
2
9

教
室�

定
員�

コ
　
ー
　
ス�

料理�花　　　　　道�茶　　　道�

各20人�各30人�各15人�30人�

月
〜
木
曜
の
４
コ
ー
ス�

　
　
水
曜
コ
ー
ス�

月
曜
コ
ー
ス
　
草
月
流�

火
曜
コ
ー
ス
　
池
　
坊�

水
曜
コ
ー
ス
　
成
月
流�

木
曜
コ
ー
ス
　
草
月
流�

金
曜
コ
ー
ス
　
池
　
坊�

月
曜
コ
ー
ス�

火
曜
コ
ー
ス�

木
曜
コ
ー
ス�

宗偏流�小川流�

抹茶�煎茶�

ペ
ン�

毛
筆�

●
顕
微
鏡
で
見
る

化
石
と
鉱
物
の
世
界
（
無
料
）

４

●
昆
虫
お
も
し
ろ
教
室
（
無
料
）

２●
道
草
観
察
会
「
春
の
足
音
」

３

■
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン

ス
（
Ｄ
Ｖ
）
被
害
者
支
援
講
座

■
包
丁
研
ぎ
講
習
会
（
無
料
）

▲雪割草

雪国植物園

国営越後丘陵公園

大崎雪割草の里（西山町）

INFORMATION

市役所　　  幸町2の1の1 135・1122

お知らせ�
〒940�
 －8501

お知らせ�
●申し込み方法の記載のないものは、電話で申し
　込んでください。なお、FAX、Eメールの記載
　のある課はFAX、Eメールでも受け付けます。�

長岡市ホームページアドレス

日
時
＝
４
月
10
日
貍
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
　
会
場
＝
厚
生
会

館
第
二
小
ホ
ー
ル
　
講
師
＝
市

政
だ
よ
り
「
園
芸
教
室
」
担
当

・
小
林
正
夫
さ
ん
　
定
員
＝

60
人
（
先
着
）

参
加
料
＝

無
料
　
申
し
込
み
＝
３
月
10

日
貉
〜
４
月
６
日
貂

初
め
て
野
菜
を
栽
培
す
る

人
が
対
象
で
す
。
野
菜
の
基

礎
知
識
や
栽
培
方
法
を
学
べ
ま
す
。
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講
座
の
回
数
＝
４
月
〜
11
月
の

計
５
、
６
回
　
日
時
＝
１
回
目

は
４
月
24
日
貍
午
後
１
時
30
分

か
ら
（
２
回
目
以
降
は
作
物
の

生
育
状
況
に
よ
り
決
定
）

会

場
＝
ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン

タ
ー

定
員
＝
20
人

（
先
着
）

参
加
料

＝
年
２
、０
０
０
円

申
し
込
み
＝
３
月

10
日
貉
〜
23
日
貂

健
康
問
題
の
専
門
家
（
元
国

立
予
防
衛
生
研
究
所
職
員
）
が
、

今
話
題
と
な
っ
て
い
る
、
輸
入

食
品
を
は
じ
め
と
す
る
食
べ
も

の
の
実
情
に
つ
い
て
講
演
し
ま

す
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
３
月
11
日
貅
午
後
３
時

〜
４
時
30
分
　
会
場
＝
パ
ス
ト

ラ
ル
長
岡
（
今
朝
白
２
）

講

師
＝
健
康
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー

代
表
・
里
見
宏
さ
ん

「
電
子
メ
ー
ル
は
な
ぜ
届

く
？
」「
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
は
ど
う

し
て
見
え
る
？
」
な
ど
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
し
く
み
を
わ
か

り
や
す
く
お
話
し
し
ま
す
。

日
時
＝
３
月
16
日
貂
午
後
６
時

30
分
〜
８
時
　
会
場
＝
長
岡
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
　
講
師
＝
長
岡

技
術
科
学
大
学
電
気
系
助
教
授

・
湯
川
高
志
さ
ん
　
定
員
＝
１

０
０
人
（
先
着
）

申
し
込
み

＝
３
月
12
日
貊
ま
で
に
電
話
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（
講
演
会
希
望
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記

載
）
で
情
報
政
策
課
へ

参
加
は
無
料
で
す
。
直
接
会

場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
３
月
10
日
貉
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
　
内
容
＝
松
岡
達

英
作
「
だ
ん
ご
む
し
そ
ら
を
と

ぶ
」

会
場
＝
中
央
図
書
館
講

座
室
１

日
時
＝
３
月
21
日
豸
午
後
２
時

〜
３
時
　
会
場
＝
大
島
公
民
館

内
容
＝
「
う
さ
ぎ
と
ひ
き
が
え

る
」「
さ
る
む
こ
」「
お
お
か
み

の
ま
ゆ
げ
」「
う
そ
の
つ
き
お
さ

め
」
ほ
か
　
語
り
部
＝
「
か
し

わ
ざ
き
語
り
部
の
会
」
の
み
な

さ
ん
　
定
員
＝
１
０
０
人
（
先

着
）

問
い
合
わ
せ
＝
西
地
域

図
書
館
蕁
27
・
４
９
０
０

日
時
＝
３
月
26
日
貊
午
後
７
時

〜
８
時
30
分
　
内
容
＝
吉
村
萬

壱
著
「
ハ
リ
ガ
ネ
ム
シ
」

会

場
・
問
い
合
わ
せ
＝
互
尊
文
庫

蕁
35
・
７
９
８
１

初
心
者
を
対
象
に
、
テ
キ
ス

ト
「
古
文
書
に
見
る
長
岡
の
す

が
た
３
」
を
読
み
進
め
ま
す
。

日
時
＝
４
月
８
日
〜
９
月
16
日

の
第
２
・
第
４
木
曜
日
午
後
７

時
〜
８
時
30
分
（
計
12
回
）

会
場
＝
中
央
公
民
館
　
参
加
料

＝
２
、０
０
０
円
　
定
員
＝
40
人

（
先
着
）

申
し
込
み
＝
３
月

10
日
貉
〜
４
月
２
日
貊
に
電
話

で
文
書
資
料
室
へ

信
濃
川
の
河
川
敷
を
歩
き
な

が
ら
、
北
へ
旅
立
つ
直
前
の
カ

モ
・
ハ
ク
チ
ョ
ウ
・
オ
ジ
ロ
ワ

シ
な
ど
の
冬
鳥
を
観
察
し
ま
す
。

日
時
＝
３
月
14
日
豸
午
前
８
時

〜
11
時
（
雨
天
決
行
）

観
察

地
＝
信
濃
川
　
集
合
＝
大
手
大

橋
東
詰
（
堤
防
上
）

対
象
＝

小
学
生
〜
一
般
　
持
ち
物
＝
筆

記
用
具
、
観
察
用
具
　
参
加
料

＝
50
円
　
申
し
込
み
＝
３
月
11

日
貅
ま
で

原
稿
は
掲
載
希
望
月
の
前
月
５
日

（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は
そ
の
前

日
）
ま
で
に
〒
９
４
０
―
８
５
０
１

秘
書
広
報
課
広
報
係
へ
郵
送
、
持
参
、

FAX
39
・
２
２
７
２
、
Ｅ
メ
ー
ルinf

‐

prd@
city.nagaoka.niigata.jp

で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
紙
面
に
限
り
が
あ
る
こ
と

や
市
政
だ
よ
り
の
全
世
帯
配
布
に
一

定
の
日
数
を
要
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

開
催
日
や
申
し
込
み
期
限
が
発
行
月

の
初
旬
の
も
の
は
、
掲
載
を
お
断
り

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

秘
書
広
報
課
蕁
39
・
２
２
０
２

日
時
＝
３
月
10
日
d
〜
15
日
b
午
前

９
時
〜
午
後
９
時
（
土
・
日
曜
日
は

午
後
６
時
30
分
ま
で
、
最
終
日
は
午

後
３
時
ま
で
）

会
場
＝
な
が
お
か

市
民
セ
ン
タ
ー
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

入
場
料
＝
無
料

同
会
・
島
村
さ

ん
1
32
・
７
８
５
３

①
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
講
習
会

日
時
＝
３
月
12
日
f
午
前
10
時
30
分

〜
正
午
　
会
場
＝
四
郎
丸
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　
対
象
＝
歩
き
始
め

か
ら
就
学
前
の
お
子
さ
ん
　
定
員
＝

15
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
１
、５
０

０
円

三
尺
玉
ネ
ッ
ト
1
０
９
０

・
９
４
２
８
・
５
８
６
９

②
子
育
て
サ
ロ
ン
「
し
ゃ
べ
り
場
」

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
４
月
19
日
b
午
前
10
時
30
分

〜
正
午
　
会
場
＝
長
岡
市
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
坂
井
邸
（
予
定
）

テ
ー
マ
＝

ミニ企画展「世界のカブトムシ」(無料)
発表されたばかりの新種や国内で初めて紹介される
種など、700種のカブトムシを展示します。カブトムシ
の種の分化を楽しく学ぶことができます。
日時＝３月20日豢～５月９日豸午前９時～午後５時　
会場＝科学博物館

問い合わせ　科学博物館蕁３２・０５４６

公
園
緑
地
課
†
39
・
2
2
3
0

FAX
39
・
2
2
7
0

農
林
政
策
課†

39
・
2
2
2
4

文
書
資
料
室†

36
・
7
8
3
2

ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー

†
34
・
5
3
6
0

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

●
花
と
緑
の
教
室

「
ク
ン
シ
ラ
ン
の
育
て
方
」

●
初
心
者
野
菜
栽
培
講
座

●
古
文
書
解
読
講
座

中
央
図
書
館
†
32
・
0
6
5
8

lib@
city.nagaoka.niigata.jp

科
学
博
物
館
†
32
・
0
5
4
6

FAX
36
・
7
6
9
1

kahaku@
city.nagaoka.nii

gata.jp

▲新種のプエブ
ラシロカブト

■
全
国
水
墨
画
会
長
岡
支
部
会
員
展

■
三
尺
玉
ネ
ッ
ト
の
お
知
ら
せ

●
子
ど
も
の
本
を
読
む
会

１●
読
者
の
つ
ど
い
（
読
書
会
）

３ ●
む
か
ー
し
む
か
し
の
お
は
な

し
会
〜
あ
っ
た
か
昔
ば
な
し

２

●
冬
鳥
さ
よ
な
ら
探
鳥
会

１

情
報
政
策
課
†
39
・
2
2
0
5

itp@
city.nagaoka.niigata.jp

●
講
演
会「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

通
信
の
舞
台
裏
」（
無
料
）

●
食
と
農
を
考
え
る
講
演
会

「
考
え
よ
う
食
と
健
康
！
食

べ
も
の
の
実
態
」（
無
料
）
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に
移
す
速
さ
を
競
い
ま
す
。

日
時
＝
３
月
26
日
貊
午
後
１
時

30
分
か
ら
　
会
場
＝
青
少
年
文

化
セ
ン
タ
ー
　
部
門
＝
①
小
学

１
年
〜
３
年
の
部
②
小
学
４
年

〜
６
年
の
部
　
定
員
＝
各
20
人

（
先
着
）

種
目
＝
小
豆
・
大

豆
・
ビ
ー
ビ
ー
弾
・
碁
石
・
ビ

ー
玉
の
５
種
目
　
表
彰
＝
種
目

別
・
総
合
の
第
１
位
に
は
世
界

記
録
証
を
、
総
合
第
６
位
ま
で

に
は
順
位
賞
を
差
し
上
げ
ま
す

申
し
込
み
＝
３
月
19
日
貊
ま
で

手
に
持
っ
て
「
重
さ
」
を
、

目
で
見
て
「
長
さ
」
を
、
耳
で

聞
い
て
「
時
間
」
を
当
て
ま
す
。

日
時
＝
３
月
30
日
貂
午
前
10
時

か
ら
　
会
場
＝
青
少
年
文
化
セ

ン
タ
ー
　
部
門
＝
①
小
学
１
年

〜
３
年
の
部
②
小
学
４
年
〜
６

年
の
部
　
定
員
＝
各
20
人
（
先

着
）

表
彰
＝
種
目
別
・
総
合

の
第
１
位
に
は
世
界
記
録
証
を
、

総
合
第
６
位
ま
で
に
は
順
位
賞

を
差
し
上
げ
ま
す
　
申
し
込
み

＝
３
月
23
日
貂
ま
で

長
岡
鉄
道
模
型
ク
ラ
ブ
の
み

な
さ
ん
が
模
型
を
運
転
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
３
月
27
日
貍
午
後
１
時

〜
４
時
、
28
日
豸
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
　
会
場
＝
青
少
年
文

化
セ
ン
タ
ー

春
休
み
中
の
３
月
25
日
貅
〜

４
月
４
日
豸
（
３
月
29
日
豺
は

休
館
）
の
利
用
時
間
は
、
科
学

コ
ー
ナ
ー
…
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
５
時
、
温
水
プ
ー
ル
…
午

前
10
時
〜
午
後
５
時
、
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
…
午
前
11
時
・
午
後

１
時
30
分
・
３
時
20
分
の
３
回

で
す
。

ま
た
、
こ
の
期
間
中
、
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
（
投
映
作
品
「
春

の
星
座
と
巨
男

お
お
お
と
こ
の
星
」
）
は
高

校
生
以
下
の
入
場
が
無
料
に
な

り
ま
す
。

各
催
し
の
参
加
は
無
料
で
す
。

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
３
月
14
日
豸
午
後
２
時

20
分
〜
３
時
10
分
　
会
場
＝
青

少
年
文
化
セ
ン
タ
ー
　
内
容
＝

日
本
民
話
シ
リ
ー
ズ
「
く
ず
の

葉
ぎ
つ
ね
　
豆
だ
い
こ
ん
　
み

か
ん
の
仙
人
」
、
ま
ん
が
世
界

名
作
童
話
「
ブ
レ
ー
メ
ン
の
音

楽
隊
　
こ
び
と
と
靴
屋
」

は
し
で
豆
な
ど
を
皿
か
ら
皿

日
時
＝
３
月
20
日
-
午
後
１
時
〜
４

時
30
分
　
会
場
＝
青
少
年
文
化
セ
ン

タ
ー
　
対
象
＝
高
校
生
以
下
　
参
加

料
＝
５
０
０
円

３
月
14
日
a
ま

で
に
長
岡
囲
碁
連
盟
・
小
方
さ
ん
1

・
FAX
35
・
４
３
０
５

日
時
＝
３
月
25
日
e
午
後
１
時
〜
３

時
　
会
場
＝
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ

ー
　
内
容
＝
郷
土
史
家
・
亀
川
純
一

さ
ん
の
講
演
「
謎
多
き
忠
治
の
越
後

逃
亡
経
路
」
、
舞
踊
　
資
料
代
＝
５

０
０
円
　

山
和
会
・
先
崎
さ
ん
1

22
・
１
３
２
８

日
時
＝
３
月
27
日
g
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
　
会
場
＝
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
水
道
町
３
）

対
象
＝
小

学
１
年
〜
６
年
生
の
親
子
30
組
（
先

着
）

３
月
19
日
f
ま
で
に
長
岡

市
手
話
サ
ー
ク
ル
・
山
本
さ
ん
1
・

FAX
28
・
８
１
８
２
へ

日
時
＝
３
月
27
日
g
午
後
７
時
30
分

か
ら
　
会
場
＝
万
休
寺
（
宮
内
６
）

出
演
＝
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
詩
人
・
彦

☆
星
さ
ん
　
入
場
料
＝
カ
ン
パ
制

（
終
了
後
）

万
休
寺
1
32
・
５

５
７
３

日
時
＝
３
月
28
日
a
午
後
２
時
〜
４

時
30
分
　
会
場
＝
な
が
お
か
市
民
セ

ン
タ
ー
　
内
容
＝
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー

演
奏
者
・
滝
沢
卓
さ
ん
の
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
、
大
地
震
被
災
地

の
パ
ネ
ル
展
示
　
参
加
料
＝
無
料
　

柏
崎
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
Ｂ
Ｏ

Ｘ
1
０
２
５
７
・
31
・
７
２
４
０

■
長
岡
少
年
少
女
囲
碁
大
会

■
「
国
定
忠
治
」
越
後
へ
参
上
！
歴

史
講
演
と
新
舞
踊
を
楽
し
む
集
い

■
春
休
み
親
子
手
話
教
室
（
無
料
）

■
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
演
奏
会

■
と
ど
け
！
イ
ラ
ン
へ
　
イ
ラ
ン
地

震
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
演
奏
＆
展
示

青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

†
34
・
1
3
0
5

●
子
ど
も
映
画
劇
場

１●
春
休
み
め
ざ
せ
世
界
記
録
！

子
ど
も
近
代
五
種
記
録
会

２

●
春
休
み
ね
ら
え
世
界
記
録
！

子
ど
も
近
代
三
種
記
録
会

３

●
鉄
道
模
型
運
転
会

４

問い合わせ＝中央公民館蕁３２・０４３７

①パソコン入門講座～スイッチから（４日間コース）
初心者が対象の入門講座です。パソコンの基本操作、イン
ターネット操作、メールの送受信などを学びます。

②ワープロはじめて講座（４日間コース）
初心者を対象とした文書作成講座です。ワープロソフト

（ワード）の簡単な操作を学びます。

③ワープロちょっと上講座（４日間コース）
「ワープロはじめて講座」を修了した人が対象です。ワー
プロソフト（ワード）の基礎の復習と実用的な操作を学びます。

④表計算入門講座（４日間コース)
初心者が対象の講座です。表計算ソフト（エクセル）の基
本的な操作を学びます。

⑤わくわく！インターネット講座（４日間コース）
電子メールをもう少し上手に使いこなしたい人のための講
座です。

会　場＝各講座とも中央公民館406教室
受講料＝2,000円（テキスト代別）
申し込み＝３月19日貊必着で、往復はがきの往信の裏に希望

のコース№、住所、氏名、年齢、電話番号を、返信の
表に郵便番号、住所、氏名を記入して〒940－0072柳
原町２の１中央公民館へ（多数の場合は抽選）

コース№�
B01�
B05

期　　　日�
4／13c､14d､15e､16f�
5／11c､12d､13e､14f

時　間�
9:30～12:00  �
13:30～16:00  

定員�
20人�
20人�

コース№�
W02�
W04

期　　　日�
4／13c､14d､15e､16f�
5／11c､12d､13e､14f

時　間�
13:30～16:00  �
9:30～12:00  

定員�
20人�
20人�

コース№�
X06

期　　　日�
5／18c､19d､20e､21f

時　間�
13:30～16:00

定員�
20人�

コース№�
E03

期　　　日�
4／20c､21d､22e､23f

時　間�
9:30～12:00

定員�
20人�

コース№�
M07

期　　　日�
5／25c､26d､27e､28f

時　間�
9:30～12:00

定員�
20人�

中央公民館では、４月から来年
３月まで「初心者パソコン講習会」
を開催します。講習会では、パソ
コンの基本操作やワープロソフト
（ワード）を使った文書作成、表計
算ソフト（エクセル）の基礎など
が学べます。

下記①～⑤の講座の中から、１人１講座のみ応募できます。
６月からの講座は、５月号以降の市政だよりで２カ月ごとに
受講生を順次募集します。

平成16年度　初心者パソコン講習会
4月・5月受講生募集
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長 岡 市 役 所   〒940－8501  幸町2の1の1   135・1122

INFORMATION
申し込み方法の記載のないものは、
電話で申し込んでください。なお、
FAX、Eメールの記載のある課は
FAX、Eメールでも受け付けます。�

会
場
＝
地
球
広
場

イ
ベ
ン
ト
（
交
流
会
な
ど
）

開
催
時
は
、
一
部
利
用
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

親
子
で
思
い
っ
き
り
体
を
動

か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
３
月
23
日
貂
午
前
11
時

か
ら
（
30
分
程
度
）

日
時
＝
３
月
24
日
貉
午
前
11
時

か
ら
（
30
分
程
度
）

子
育
て
に
関
す
る
不
安
や
悩

み
、
子
ど
も
と
の
接
し
方
、
母

子
の
健
康
な
ど
に
つ
い
て
相
談

に
応
じ
ま
す
。

日
時
＝
①
３
月
11
日
貅
②
３
月

18
日
貅
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

30
分

相
談
員
＝
①
主
任
児
童

委
員
②
母
子
保
健
推
進
員

６
カ
月
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
を

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
。
ち
び

っ
こ
広
場
の
「
わ
い
わ
い
ル
ー

ム
」
で
思
う
存
分
お
し
ゃ
べ
り

を
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
３
月
12
日
貊
・
26
日
貊

の
午
前
11
時
か
ら（
１
時
間
程
度
）

日
時
＝
３
月
17
日
貉
、
４
月
７

日
貉
の
午
前
11
時
か
ら
（
15
分

程
度
）

内
容
＝
親
子
で
で
き

る
簡
単
な
手
遊
び
、
体
操

日
時
＝
３
月
17
日
貉
、
４
月
７

日
貉
の
午
前
11
時
15
分
か
ら

（
30
分
程
度
）

「
お
絵
描
き
タ
イ
ム
」
で
子

ど
も
た
ち
が
描
い
た
絵
を
展
示

し
ま
す
。

期
間
＝
３
月
12
日
貊
〜
26
日
貊

期
間
＝
３
月
６
日
貍
〜
17
日
貉

会
場
＝
ま
ち
の
情
報
コ
ー
ナ
ー

期
間
＝
３
月
８
日
豺
〜
14
日
豸

会
場
＝
イ
ベ
ン
ト
広
場

期
間
＝
３
月
７
日
豸
〜
14
日
豸

会
場
＝
２
階
ロ
ビ
ー

期
間
＝
３
月
15
日
豺
〜
25
日
貅

会
場
＝
２
階
ロ
ビ
ー

日
時
＝
３
月
21
日
豸
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
30
分
　
会
場
＝
イ

ベ
ン
ト
広
場
　
内
容
＝
10
ク
ラ

ブ
の
作
品
展
示
、
演
奏
な
ど

老
若
男
女
問
わ
ず
、
音
楽
を

聴
い
て
踊
っ
て
盛
り
上
が
ろ
う
。

日
時
＝
３
月
27
日
貍
午
前
11
時

〜
午
後
６
時
30
分

会
場
＝
イ
ベ

ン
ト
広
場
　
入
場
料
＝
３
０
０
円

①
小
国
山
野
草
会
作
品
展

竹
細
工
、
か
ざ
り
ひ
ょ
う
た

ん
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

期
間
＝
３
月
30
日
貂
〜
４
月
９

日
貊

会
場
＝
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

②
お
ぐ
に
観
光
展

小
国
町
の
観
光
名
所
や
物
産

品
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時
＝
４
月
４
日
豸
午
前
11
時

〜
午
後
３
時
　
会
場
＝
ま
ち
の

情
報
コ
ー
ナ
ー
（
パ
ネ
ル
展
示

は
３
月
30
日
貂
〜
４
月
９
日
貊
）

期
間
＝
３
月
17
日
貉
〜
28
日
豸

（
最
終
日
は
正
午
ま
で
）

長
年
に
わ
た
る
研
さ
ん
と
苦

労
の
末
に
「
大
漢
和
辞
典
」
を

完
成
さ
せ
た
博
士
の
偉
業
を
た

た
え
て
、
昨
年
、
中
国
人
民
大

学
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
た
事
業
の
記
録
を
実
行
委

員
が
パ
ネ
ル
や
資
料
で
ご
説
明

し
ま
す
。

日
時
＝
３
月
12
日
貊
〜
16
日
貂

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
　
会
場

＝
地
球
広
場

１
９
８
６
年
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
原
子
力
発
電
所
の
爆
発
事

故
に
よ
る
被
害
や
、
日
本
の
支

援
団
体
の
活
動
の
様
子
を
写
真

パ
ネ
ル
で
展
示
し
ま
す
。

期
間
＝
３
月
20
日
豢
〜
29
日
豺

子
ど
も
と
の
間
に
温
か
い
心
の
架

け
橋
を
築
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
と
り
方
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
３
月
13
日
g
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
　
会
場
＝
な
が
お
か
市

民
セ
ン
タ
ー
　
講
師
＝
親
業
訓
練
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・
中
村
敬
子
さ
ん

定
員
＝
20
人
（
先
着
）

資
料
代
＝

２
０
０
円

親
業
訓
練
協
会
・
佐

藤
さ
ん
1
33
・
４
８
６
２

日
時
＝
３
月
14
日
a
午
前
11
時
〜
午

後
０
時
50
分
　
会
場
＝
中
央
図
書
館

講
堂

長
岡
日
独
協
会
・
風
間
さ

ん
1
46
・
５
７
６
１

日
時
＝
３
月
14
日
a
①
午
前
10
時
30

分
②
午
後
０
時
50
分
③
３
時
10
分

会
場
＝
市
立
劇
場
　
前
売
券
＝
一
般

・
学
生
１
、４
０
０
円
、
ペ
ア
２
、４
０

０
円
（
当
日
は
一
般
３
０
０
円
増
、

学
生
１
０
０
円
増
。
小
学
生
、
60
歳

以
上
、
障
害
手
帳
・
療
育
手
帳
を
お

持
ち
の
人
と
介
助
者
、
外
国
籍
の
人

は
１
、０
０
０
円
）

市
民
映
画
館

を
つ
く
る
会
1
・
FAX
33
・
１
２
３
１

（
月
・
水
・
金
の
夜
）
、
長
岡
商
工

会
議
所
1
32
・
４
５
０
０
（
平
日
昼
）

日
時
＝
３
月
14
日
a
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
　
会
場
＝
な
が
お
か
市

民
セ
ン
タ
ー
　
参
加
料
＝
２
０
０
円

前
日
ま
で
に
同
会
・
草
間
さ
ん
1

36
・
６
７
０
４
（
保
育
は
３
月
10
日

d
ま
で
に
要
予
約
）

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
の
催
し
　
1
３９
・
2
7
6
3

時
間
の
記
載
が
な
い
も
の
は
、
平
日
が
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
、
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
が
午
前
９

時
〜
午
後
６
時
30
分
で
す
。
金
額
の
記
載
が
な
い
も
の
は
無
料
で
す
。

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
イ
ベ
ン
ト
広
場
の
利
用
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
１
階
）

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

「
地
球
広
場
」（
１
階
）

1
３９
・
２
７
１
４

そ
の
他
の
催
し

ち
び
っ
こ
広
場
（
４
階
）

1
３９
・
２
７
７
５

●
中
越
高
校
写
真
部
展

●
諸
橋
轍
次
博
士
生
誕
百
二
十

周
年
記
念
事
業
記
録
報
告
会

１●
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

写
真
パ
ネ
ル
展

２

●
ス
ト
レ
ス
解
消
！

親
子
で
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

１●
ち
び
っ
こ
タ
イ
ム
ス
ペ
シ
ャ
ル

「
人
形
劇
を
楽
し
も
う
！
」

２●
子
育
て
相
談

３●
わ
い
わ
い
お
し
ゃ
べ
り
会

４

●
ち
び
っ
こ
タ
イ
ム

５●
お
絵
描
き
タ
イ
ム

６●
ち
び
っ
こ
絵
画
展

７●
「
新
し
い
東
中
づ
く
り
検
討

会
」
検
討
内
容
の
展
示

１●
表
装
趣
味
の
会
作
品
展

２

●
Ｗ
Ｅ
展
「
押
花
・
ネ
イ
チ
ャ
ー

プ
リ
ン
ト
」

３●
「
ま
ち
づ
く
り
月
間
」
作
画

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
展
示
会

４●
中
越
高
校
文
化
部

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

５●
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
　
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ｈ

６●
小
国
町
観
光
・
文
化
人
展

７

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

■
「
親
業
訓
練
講
座
」
説
明
会

■
ド
イ
ツ
映
画
鑑
賞
会
「
点
子
ち
ゃ

ん
と
ア
ン
ト
ン
」（
無
料
）

■
映
画
「
ア
イ
デ
ン
＆
テ
ィ
テ
ィ
」

■
子
ど
も
の
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
「
な

ん
で
も
話
そ
う
、
マ
マ
ラ
イ
ン
」

くらしの講座
「あなたは大丈夫？老後のライフプラン」

日時＝３月17日貉午後１時30分～３時　会場＝ながおか
市民センター202会議室　定員＝30人（先着） 講師＝
ファイナンシャルプランナー・富田誠一さん　申し込み
＝３月８日豺から消費生活センター蕁３２・００２２へ

て
つ

じ
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前
10
時
〜
11
時
30
分
の
５
ク
ラ

ス
。
ど
の
ク
ラ
ス
に
何
回
で
も

参
加
可

募
集
人
数
＝
15
人（
先

着
）

会
場
＝
サ
ン
ラ
イ
フ
長

岡
　
参
加
料
＝
年
２
４
、０
０
０

円
（
初
回
に
。
施
設
利
用
料
別
）

申
し
込
み
＝
３
月
16
日
貂
か
ら

サ
ン
ラ
イ
フ
長
岡
蕁
36
・
７
２

０
０
へ

日
時
と
コ
ー
ス
＝
４
月
７
日
〜

７
月
28
日
の
毎
週
水
曜
日
①
午

後
７
時
〜
８
時
②
午
後
８
時
〜

９
時
　
会
場
＝
厚
生
会
館
　
参

加
料
＝
各
５
、３
０
０
円
（
初
回

に
。
両
方
参
加
は
１
０
、３
０
０

円
）

申
し
込
み
＝
譛
長
岡
市

体
育
協
会
へ
　
問
い
合
わ
せ
＝

ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
・
小
林

さ
ん
蕁
32
・
７
１
５
９

日
時
＝
４
月
25
日
豸
午
前
８
時

30
分
か
ら
　
会
場
＝
市
民
体
育

館
　
種
目
＝
①
市
民
体
育
祭（
シ

ン
グ
ル
ス
）
…
一
般
男
女
Ａ
・

Ｂ
、
高
校
男
女
、
中
学
男
女
、

小
学
男
女
、
②
東
京
杯
（
ダ
ブ

ル
ス
）
…
男
女
　
参
加
料
＝
①

一
般
６
０
０
円
、
高
校
生
５
０

０
円
、
小
・
中
学
生
３
０
０
円

②
一
組
で
一
般
１
、２
０
０
円
、

高
校
生
以
下
１
、０
０
０
円

申

し
込
み
＝
４
月
９
日
貊
ま
で
に

参
加
料
を
添
え
て
譛
長
岡
市
体

育
協
会
へ

日
時
＝
４
月
６
日
〜
７
月
13
日
の
毎

週
火
曜
日
午
後
１
時
〜
２
時
15
分（
計

14
回
）

会
場
＝
青
少
年
文
化
セ
ン

タ
ー
プ
ー
ル
　
参
加
料
＝
４
、５
０
０

円
（
保
険
料
含
む
。
ほ
か
に
入
場
料

が
必
要
）

定
員
＝
40
人
（
先
着
）

３
月
31
日
貉
ま
で
に
ス
イ
ム
リ
ー

ダ
ー
愛
・
菊
地
さ
ん
1
・
FAX
36
・
７

１
４
９
へ

日
時
＝
４
月
８
日
〜
６
月
24
日
の
毎

週
木
曜
日
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

会
場
＝
厚
生
会
館
　
持
ち
物
＝
運
動

靴
　
参
加
料
＝
３
、０
０
０
円
（
初
回

に
）

定
員
＝
30
人
（
先
着
）

３
月
10
日
貉
か
ら
長
岡
ラ
ウ
ン
ド
ダ

ン
ス
ク
ラ
ブ
・
島
村
さ
ん
1
32
・
７

８
５
３

会
場
＝
北
部
体
育
館
　
定
員
＝
各
20

人

３
月
15
日
豺
午
前
９
時
か
ら

北
部
体
育
館
1
24
・
６
１
１
６
へ

①
練
習
日
時
②
対
象
③
会
費
④
問
い

合
わ
せ
⑤
説
明
会

◇
北
部
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

①
毎
週
水
曜
日
午
後
５
時
45
分
〜
７

時
②
小
学
１
年
生
以
上
③
年
８
、０
０

０
円
④
倉
内
さ
ん
1
46
・
２
１
４
３

（
平
日
昼
）

◇
北
部
ジ
ュ
ニ
ア
寿
空
手

①
毎
週
水
曜
日
午
後
５
時
〜
７
時
②

５
歳
以
上
③
月
３
、０
０
０
円
④
井
上

さ
ん
1
24
・
４
５
９
９

◇
桜
剣
士
会

①
週
２
回
午
後
４
時
30
分
〜
６
時
②

小
学
生
以
上
③
入
会
金
２
、０
０
０
円
、

月
２
、５
０
０
円
④
渡
辺
さ
ん
1
35
・

１
０
２
２
⑤
４
月
７
日
貉
午
後
６
時

か
ら
北
部
体
育
館
で

屋�外�ス�ポ�ー�ツ�・�
レ�ク�リ�エ�ー�シ�ョ�ン�施�設�の�利�用�案�内�

※天候やグラウンド整備の状況等により変更する場合があります。また、開場・閉場時間は各施設により異なります。詳しくは各施設にお問い合�
わせください。�

施　設　名� 申し込み
先�

利用できる期間�

４／３g～11／14a�
※平成16年度から４月第１土曜日～
11月第２日曜日の期間となります。�

４／10g～11／14a�
※平成16年度から４月第２土曜日～
11月第２日曜日の期間となります。�

申　　し　　込　　み�

一　般　使　用� 大　会　使　用�

東山ファミリーランド�
134・2225

信 濃 川 河 川 敷 �
運 動 施 設 �

悠 久 山 野 球 場 �

乙 吉 運 動 広 場 �
136・3414

八方台いこいの森�
152・5090

中学校グラウンド�
ナ イ タ ー 施 設 �

５／１g～10／31a

陸 上 競 技 場 �
127・6300

東 山 テ ニ ス 場 �
136・3620

ニ ュ ー タ ウ ン �
い こ い の 広 場 �
市 民 釣 場 �

147・0088

希望が丘テニス場�
129・1082

５／１g～11／10d
※積雪の状況により開始日が遅
れる場合があります。�

通　　年�
※12／１～３／31は全天候型トラッ
クのみの使用となります。積雪によ
り使用不能の期間は閉場します。�

４／10g　～　11／14a
�

※東山テニス場・乙吉運動広場
（テニスコート）のナイターは
５／１gから開始します。�
※平成16年度から４月第２土曜
日～11月第２日曜日の期間とな
ります。�

３／１b～平成17年３／31e�
※３／１～31、12／１～平成17年
３／31は全天候型テニスコートの
みの使用となります。積雪により
使用不能の期間は閉場します。�

３月15日bから受付開始で、使用
する日の２カ月前から受け付けます
（電話可）。�
※抽選会は行いません。�

４月12日bから受付開始で、使用
する日の２カ月前から受け付けます
（電話可）。�
※抽選会は行いません。�

３月１日bから受付開始で、使用す
る日の１カ月前から受け付けます（電
話可）。�

個人・団体の練習については、使用
する日に窓口で受け付けます。�

４月５日bから受付開始で、使用す
る日の１カ月前から受け付けます（電
話可）。�

テニスコート・多目的球場とも、４月５日bから受付開始で、使用する日
の１カ月前から受け付けます（電話可）。�

団体利用の場合は、事前にお申し込みください。�

団体利用の場合は、事前にお申し込みください。�

テニスコート：４月５日bから受付開始で、使用する日の１カ月前から受
　　　　　　　け付けます（電話可）。�
その他の施設：団体利用の場合は、事前にお申し込みください。�

使用する日の３カ月前から受け付け
ます（原則として100人程度以上の
ものに限ります）。�

使用する日の３カ月前から受け付け
ます。�

使用する日の３カ月前から受け付け
ます（原則として100人程度以上の
ものに限ります）。�

随時受け付けます（原則として４チ
ーム以上かつ50人以上のものに限
ります）。�

市

民

体

育

館

�

1
34
・
２
７
０
０�

直
　
接
　
各
　
施
　
設
　
へ�

●
社
交
ダ
ン
ス
初
心
者
教
室

６●
市
民
体
育
祭
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
　

大
会
兼
東
京
杯
ダ
ブ
ル
ス

選
手
権
大
会

７

■
シ
ニ
ア
の
健
康
づ
く
り

楽
し
く
生
き
生
き
温
水
プ
ー
ル
浴

■
ラ
ウ
ン
ド
ダ
ン
ス
初
心
者
教
室

■
北
部
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

22
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INFORMATION
申し込み方法の記載のないものは、
電話で申し込んでください。なお、
FAX、Eメールの記載のある課は
FAX、Eメールでも受け付けます。�

泳
げ
な
い
人
を
対
象
と
し
た
、

水
な
れ
か
ら
ク
ロ
ー
ル
ま
で
を

マ
ス
タ
ー
す
る
教
室
で
す
。

日
時
＝
４
月
23
日
〜
７
月
２
日

の
毎
週
金
曜
日
午
後
３
時
〜
４

時
（
４
月
30
日
を
除
く
計
10
回
）

会
場
＝
青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

温
水
プ
ー
ル
　
定
員
＝
20
人（
抽

選
）

参
加
料
＝
一
般
５
、３
０

０
円
、
65
歳
以
上
の
人
３
、２
０

０
円
（
プ
ー
ル
使
用
料
、
保
険

料
含
む
）

申
し
込
み
＝
４
月

６
日
貂
必
着
で
、
往
復
は
が
き

の
往
信
の
裏
に
「
大
人
の
た
め

の
初
心
者
水
泳
教
室
希
望
」、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
、
返
信
の
表
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、
〒
９

４
０
―
０
０
３
３
今
朝
白
１
の

１
の
１
青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
し
、
結
果
を
４
月
13
日
貂

に
発
送
し
ま
す
。

日
時
＝
４
月
６
日
〜
７
月
13
日

の
毎
週
火
曜
日
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
（
計
12
回
）

会
場
＝

サ
ン
ラ
イ
フ
長
岡
　
定
員
＝
15

人
（
先
着
）

参
加
料
＝
２
、０

０
０
円
　
申
し
込
み
＝
３
月
９

日
貂
〜
14
日
豸
に
電
話
ま
た
は

窓
口
で

軽
く
て
大
き
な
（
直
径
１
２

２
㎝
）
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
小
学
生
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
気
軽
に
楽
し
め

ま
す
。
初
め
て
の
方
大
歓
迎
！

日
時
＝
①
３
月
17
日
貉
午
後
１

時
〜
３
時
②
３
月
24
日
貉
午
後

７
時
〜
９
時
　
会
場
＝
北
部
体

育
館
　
持
ち
物
＝
内
履
き
　
参

加
料
＝
無
料
　
申
し
込
み
＝
各

開
催
日
の
前
日
ま
で
に
譛
長
岡

市
体
育
協
会
へ

期
日
＝
３
月
13
日
貍
〜
19
日
貊

会
場
＝
ダ
イ
ビ
ン
グ
…
悠
久
山

室
内
プ
ー
ル（
入
場
料
が
必
要
）、

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
…
栖
吉
小
学
校

時
間
＝
ダ
イ
ビ
ン
グ
…
水
・
木

曜
日
午
後
５
時
〜
７
時
、
土
曜

日
午
前
９
時
30
分
〜
正
午
、
ト

ラ
ン
ポ
リ
ン
…
月
・
火
・
金
曜

日
午
後
５
時
〜
７
時
　
対
象
＝

小
学
４
年
〜
６
年
生
男
女
　
申

し
込
み
＝
直
接
会
場
で
　
問
い

合
わ
せ
＝
長
岡
市
水
泳
協
会
・

小
林
さ
ん
蕁
０
９
０
・
８
８
４

３
・
３
８
３
８

日
時
＝
４
月
１
日
〜
11
月
30
日

の
毎
週
火
・
木
曜
日
午
後
７
時

〜
９
時
　
会
場
＝
希
望
が
丘
テ

ニ
ス
場
　
参
加
料
＝
１
０
、０
０

０
円
　
申
し
込
み
＝
長
岡
市
テ

ニ
ス
協
会
・
石
原
さ
ん
蕁
29
・

１
４
８
９

日
時
＝
４
月
６
日
〜
27
日
の
毎

週
火
曜
日
午
後
７
時
30
分
〜
９

時
30
分
　
会
場
＝
南
部
体
育
館

参
加
料
＝
２
、５
０
０
円
（
初
回

に
）

申
し
込
み
＝
３
月
10
日

貉
か
ら
南
部
体
育
館
蕁
39
・
３

６
０
０
へ

期
日
＝
４
月
６
日
貂
か
ら
　
ク

ラ
ス
＝
毎
週
火
・
木
曜
日
の
午

前
10
時
〜
11
時
30
分
と
午
後
７

時
〜
８
時
30
分
、
土
曜
日
の
午

日
時
＝
３
月
19
日
貊
午
後
７
時

〜
９
時
（
雨
天
・
曇
天
の
場
合

は
中
止
）

会
場
＝
教
育
セ
ン

タ
ー
（
三
和
２
）

内
容
＝
土

星
・
木
星
の
観
察
、
冬
か
ら
春

の
星
座
観
察
　
定
員
＝
15
組（
先

着
。
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

申
し
込
み
＝
３
月
10
日
貉
〜
16

日
貂

日
時
＝
３
月
21
日
豸
午
後
３
時

か
ら
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
・
第
１
ス
タ
ジ
オ
　
料
金
＝

全
席
自
由
５
０
０
円

期
日
＝
５
月
８
日
貍
〜
30
日
豸

の
毎
週
土
・
日
曜
日
（
計
８
回
）

時
間
＝
土
曜
日
…
午
後
６
時
30

分
〜
９
時
30
分
、
日
曜
日
…
午

後
１
時
〜
４
時
　
会
場
＝
リ
リ

ッ
ク
ホ
ー
ル
、
市
立
劇
場
　
講

師
＝
文
学
座
俳
優
・
今
井
朋
彦

さ
ん
　
対
象
＝
高
校
生
以
上

定
員
＝
20
人
（
抽
選
）

受
講

料
＝
一
般
４
、５
０
０
円
、
高
校

生
２
、５
０
０
円
　
申
し
込
み
＝

４
月
12
日
豺
ま
で
に
リ
リ
ッ
ク

ホ
ー
ル
に
あ
る
申
込
書
で

日
時
＝
４
月
10
日
貍
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
　
会
場
＝
パ
ス
ト
ラ
ル
長
岡

講
師
＝
慶
応
義
塾
大
学
医
学
部
精
神

神
経
科
助
教
授
・
加
藤
元
一
郎
さ
ん

ほ
か

３
月
31
日
貉
ま
で
に
に
い

が
た
脳
卒
中
の
会
事
務
局
（
長
岡
中

央
綜
合
病
院
内
）
1
35
・
３
７
０
０
へ

コ
ー
ス
と
日
時
＝
木
曜
コ
ー
ス
…
４

月
１
日
か
ら
の
①
午
後
６
時
10
分
か

ら
②
午
後
７
時
か
ら
、
月
曜
コ
ー
ス

…
４
月
５
日
午
後
８
時
か
ら
　
会
場

＝
厚
生
会
館
小
ホ
ー
ル
　
定
員
＝
各

30
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
月
２
、

０
０
０
円
（
初
回
に
）

長
岡
市

ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
協
会
・
太
刀
川
さ

ん
1
33
・
７
５
３
９

期
日
＝
４
月
４
日
豸

集
合
＝
市
営

陸
上
競
技
場
　
ス
タ
ー
ト
＝
午
前
９

時
30
分
か
ら
順
次
　
種
目
＝
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
、
10
㎞
、
５
㎞
、
３
㎞

参
加
料
＝
一
般
３
、０
０
０
円
、
高
校

生
２
、０
０
０
円
、
中
学
生
１
、０
０
０

円

３
月
12
日
貊
ま
で
に
大
会
要

項
に
あ
る
所
定
の
払
込
取
扱
票
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
郵
便
局
で
参
加

料
と
と
も
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

大
会
要
項
は
、
市
民
・
南
部
・
北
部

・
み
し
ま
各
体
育
館
に
あ
り
ま
す

新
潟
日
報
社
長
岡
支
社
内
長
岡
ロ

ー
ド
レ
ー
ス
大
会
事
務
局
1
34
・
９

６
０
０

創業セミナー
「常在戦場　人生何があるかわからない」（無料）
～ナスダック・ジャパンに

39歳で上場した若き成功者が語る～
日時＝３月22日豺午後７時から　会場＝長岡グランドホテル
講師＝㈱モスインスティテュート（医薬ＩＴ開発）代表取締　

役会長・藤田剛さん（長岡市出身）
申し込み＝工業振興課蕁３９・２２２２、FAX３６・７３８５、Ｅメール

shoko@city.nagaoka.niigata.jp

教
育
セ
ン
タ
ー

†
32
・
3
7
1
6

●
市
民
天
体
観
察
会
（
無
料
）

&
長
岡
市
芸
術
文
化
振
興
財
団

†
29
・
7
7
1
5

●
上
杉
祥
三
俳
優
メ
ソ
ッ
ド

成
果
発
表
会

１

▲キンボール

●
リ
リ
ッ
ク
俳
優
体
験
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
募
集

２

青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

†
34
・
1
3
0
5

●
大
人
の
た
め
の

初
心
者
水
泳
教
室

サ
ン
ラ
イ
フ
長
岡

†
36
・
7
2
0
0

●
健
康
づ
く
り
教
室
（
太
極
拳

教
室
）

&
長
岡
市
体
育
協
会

（
市
民
体
育
館
内
）

†
34
・
2
7
0
0

と
加
盟
団
体
の
催
し

●
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
（
キ
ン
ボ

ー
ル
）
講
習
会
・
ミ
ニ
大
会

１●
ダ
イ
ビ
ン
グ
・
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
無
料
体
験
教
室

２

●
中
学
生
希
望
が
丘
テ
ニ
ス

教
室

３●
初
心
者
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
教
室

４●
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
ウ
エ
ル
ネ
ス

ク
ラ
ブ
年
間
会
員
募
集

５

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

■
社
交
ダ
ン
ス
初
心
者
教
室

■
長
岡
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

参
加
者
募
集

■
に
い
が
た
脳
卒
中
公
開
講
座
「
脳

卒
中
の
症
状
を
知
ろ
う
」（
無
料
）



25

金
５
、０
０
０
円
、
年
会
費
小
学
１
〜

３
年
生
１
０
、０
０
０
円
、
４
〜
６
年

生
２
０
、０
０
０
円
⑤
小
林
さ
ん
1
35

・
１
６
２
０
⑥
３
月
21
日
豸
午
前
10

時
か
ら
北
部
体
育
館
会
議
室

◇
表
町
剣
士
会

①
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
午
後
７
時

30
分
〜
９
時
②
表
町
小
学
校
③
小
学

生
〜
一
般
④
月
１
、０
０
０
円
⑤
丸
山

さ
ん
1
32
・
１
５
１
９

◇
江
陽
剣
士
会

①
毎
週
水
・
金
曜
日
午
後
７
時
〜
９

時
②
江
陽
中
学
校
③
小
学
１
年
生
以

上
④
月
１
、０
０
０
円
⑤
大
塚
さ
ん
1

27
・
３
１
５
６

◇
長
岡
ジ
ュ
ニ
ア
体
操
（
器
械
体
操
）

女
子
ク
ラ
ブ

①
毎
週
火
曜
日
午
後
４
時
30
分
〜
６

時
②
市
民
体
育
館
③
小
学
１
・
２
年

生
④
月
３
、０
０
０
円
⑤
鑿
原
さ
ん
1

32
・
４
７
４
１
⑥
３
月
16
日
貂
に
入

部
テ
ス
ト
を
実
施
。
希
望
者
は
午
後

５
時
30
分
に
運
動
の
で
き
る
服
装
で

市
民
体
育
館
に
集
合

日
時
＝
４
月
11
日
〜
９
月
26
日
の
毎

週
日
曜
日
午
前
６
時
に
セ
ン
ト
ラ
ル

パ
ー
ク
集
合
　
参
加
料
＝
大
人
２
、

０
０
０
円
、
小
・
中
学
生
５
０
０
円

（
初
回
に
）

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

1
32
・
６
１
１
７

長
岡
市
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
・
今
井
さ
ん
1
34

・
１
４
２
３

日
時
＝
毎
週
月
・
木
曜
日
（
第
３
週

は
木
の
み
）
午
後
７
時
〜
９
時
　
会

場
＝
市
民
体
育
館
　
参
加
料
＝
入
会

金
３
、０
０
０
円
、
ほ
か
に
半
年
会
費

一
般
７
、０
０
０
円
、
学
生
３
、５
０
０

円

同
会
・
大
野
さ
ん
1
36
・
２

６
５
９
（
午
後
５
時
以
降
）

会　場＝悠久山屋内温水プール蕁35・6368
持ち物＝水着、水泳ゴーグル（水泳帽は用意します）
申し込み＝①直接申し込み…３月19日貊午後７時までに

悠久山プールへ、返信用のはがきを持参で
②往復はがきによる申し込み…往復はがきに
郵便番号、住所、氏名（未成年者は保護者名
も）、フリガナ、性別、電話番号、生年月日、

希望コース（第１・２希望）を記入して、〒940－0827
悠久町336悠久山屋内温水プールへ３月19日貊必着で
・対象者は16年４月現在の年次です。
・電話での申し込みはできません。申し込み多数の場合
は抽選をし、結果を３月25日貅にはがきで発送します。

・参加料のほかにプール使用料（大人400円、高校生・
高齢者300円、中学生以下150円）がかかります。

悠久山水泳教室

コース� 曜日�
月�
水�
木�
土A�
土B�
月�
火�
金�
土A�
土B�
月�
火�
水�
金�
土A�
土Ｂ�
�土�

月�
火～金�
�土�

月�
水�
�金�

土�
火A�
火B�
木A�
木B�
月A�
月B�
金A�
金B�
月A�
月B�
水A�
水B�
金A�
金B�
火�
水�
木�
火�
水�
木�
土�
木�
日�

20�
�
�各40�

�
30�
�
�各40�

�
40�
30�
40�
30�
20�
40�
�30�

�
�30
�
�
50�
�

各20�
�
40�
�
�各40�

�
�
�各40�

�
�
�
�各25�

�
�
�

各40�
�
�

各40�
�
30�
20�
20

�
16：15～17：00�

�
10：15～11：00�
11：00～11：45�
16：00～17：00�

�16：30～17：30�

15：00～16：00�
16：00～17：00�
17：00～18：30�
17：30～19：00�
17：00～18：30�
17：30～19：00�
13：30～15：00�
17：00～18：30�

�８：30～10：00�

17：00～18：30�
17：30～19：15�
８：30～10：00�
17：00～18：30�
18：30～20：00�
15：00～16：00�

�10：30～12：00�

18：30～20：00�
10：30～11：30�
11：30～12：30�
10：30～11：30�
11：30～12：30�
13：00～14：00�
14：00～15：00�
13：00～14：00�
14：00～15：00�
10：30～11：30�
11：30～12：30�
10：30～11：30�
11：30～12：30�
10：30～11：30�
11：30～12：30�

�
13：00～13：45�

�
�

13：45～14：30�
�

10：30～12：00�
18：00～19：30�
10：30～12：00

4／19～7／12�
4／14～7／14�
4／15～7／15�

�4／17～7／17�

4／19～7／12�
4／20～7／13�
4／16～7／16�

�4／17～7／17�

4／19～7／12�
4／20～7／13�
4／14～7／14�
4／16～7／16�

�4／17～7／17�

�4／17～7／17�

�
�4／1～8／31�

�
4／19～7／12�
4／14～7／14�

�4／16～7／16�

4／17～7／17�
�4／20～7／13�

�4／15～7／15�

�4／19～7／12�

�4／16～7／16�

�4／19～7／12�

�4／14～7／14�

�4／16～7／16�

4／20～7／13�
4／14～7／14�
4／15～7／15�
4／20～7／13�
4／14～7／14�
4／15～7／15�
4／17～7／17�
4／15～7／15�
4／18～7／11

6,000円�
5,000円�
5,500円�
�6,000円�

6,000円�
5,500円�
6,500円�
�6,000円�

6,000円�
5,500円�
5,000円�
6,500円�
�6,000円�

上記育成コース�
に＋2,000円 �

�
�10,000円�

�
6,000円�
5,000円�
�6,500円�

6,000円�
�
�5,500円
��

�
6,000円�

�6,500円�

�6,000円�
�

5,000円�
�

6,500円�

5,500円�
5,000円�
5,500円�
5,500円�
5,000円�
5,500円�
6,000円�
5,500円�
6,000円�

対　　象� 時　　間� 期　　間� 参 加 料� 内　　容�

ダイビング（飛び込み）の基本動作を指導します。�
シンクロナイズドスイミングの基本動作を指導します。�
４泳法および水球の基本動作を指導します。�

定員（人）�

幼 児 � 年中・年長幼児�

小学１・２年生�

一般成人・初心者から中級者�

一般成人�

一般成人�

一般成人�

小学生�
小学生�

どなたでも�

女　　性�
初心者から中級者まで�

おおむね60歳以上�
初心者から中級者まで�

育成コース参加者で泳力があ
る人（当教室基準により）�

一般成人�
初心者から中級者�

一般成人・上級者（２種目で
100m以上泳げる人）�

月･水･土Bコース�
…小学３～６年生�
火･金・土Aコース�
…小学３～中学生�

水慣れから初歩的な泳ぎ
までを指導します。�
・恐怖心の除去�
・補助具付き水泳�

初歩動作から、基礎的な
泳ぎ方までを指導します。�
・クロールの習得�
・背泳ぎの習得�

個々の泳力に応じて、４
泳法の習得を目指した指
導を行います。�

体力つくりや健康つくり
のための正しい泳ぎ方を
指導します。�

音楽に合わせて、体力つくりに
必要な水中運動（水中エアロビ
クス）の基本動作を指導します。�
ソフトアクアコースはアクアビ
クスコースに比べ、軽めな運動
設定になっています。�

腰痛や肥満対策等、健康
つくりのための水中動作
（ウォーキング）を指導
します。�

選手を目指すために必要
な技術を指導します。�

選手を目指すために必要
な技術を指導します。�

選手を目指す�
小学３年～中学生�

基 礎 �

育 成 �

準・選手養成�

選 手 養 成 �

マ ス タ ー ズ �

婦 人 �

シ ル バ ー �

水中ウォーク�

アクアビクス�

ソフトアクア�

水 球 �
シ ン ク ロ �
ダイビング（飛込）�

■
お
は
よ
う
市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

■
長
岡
市
合
気
会
会
員
募
集
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INFORMATION

日
時
＝
４
月
４
日
豸
午
前
９
時

50
分
〜
午
後
４
時
　
内
容
＝
講

習
会
お
よ
び
発
表
と
表
演
　
会

場
＝
市
民
体
育
館
　
参
加
料
＝

５
０
０
円
（
当
日
に
。
高
校
生

以
下
無
料
）

講
師
＝
全
拳
協

本
部
・
中
野
春
美
さ
ん
　
申
し

込
み
＝
３
月
22
日
豺
ま
で
に
譛

長
岡
市
体
育
協
会
へ

期
日
＝
４
月
７
日
〜
来
年
３
月

30
日
の
毎
週
水
曜
日
　
コ
ー
ス

＝
Ａ
コ
ー
ス
…
午
後
７
時
〜
８

時
、
Ｂ
コ
ー
ス
…
午
後
８
時
〜

９
時
　
会
場
＝
市
民
体
育
館

募
集
人
数
＝
各
コ
ー
ス
15
人（
先

着
）

参
加
料
＝
１
２
、０
０
０

円
　
申
し
込
み
＝
３
月
22
日
豺

午
前
９
時
か
ら
電
話
で
譛
長
岡

市
体
育
協
会
へ

期
日
＝
４
月
10
日
貍

会
場
＝

悠
久
山
室
内
プ
ー
ル
　
参
加
資

格
＝
市
内
に
在
住
、
通
勤
、
通

学
す
る
小
学
生
〜
一
般
　
参
加

料
＝
５
０
０
円
（
当
日
に
）

申
し
込
み
＝
３
月
15
日
豺
ま
で

に
〒
９
４
０
―
１
１
０
３
曲
新

町
１
９
５
２
長
岡
市
水
泳
協
会

・
野
口
剛
さ
ん
へ
郵
便
ま
た
は

1
・
FAX
33
・
２
７
１
４
で

①
練
習
日
時
②
会
場
③
対
象
④
会
費

⑤
申
し
込
み
⑥
説
明
会

◇
長
岡
レ
ッ
ツ
Ｆ
Ｃ
（
サ
ッ
カ
ー
）

①
②
④
年
代
ご
と
に
異
な
る
③
中
学

生
、
小
学
生
、
幼
児
⑤
岡
部
さ
ん
1

０
９
０
・
４
７
２
０
・
８
６
３
２

◇
希
望
が
丘
Ｓ
・
Ｃ
（
サ
ッ
カ
ー
）

①
毎
週
日
曜
日
と
第
２
・
４
土
曜
日

午
前
９
時
〜
正
午
、
週
２
回
夜
間
練

習
午
後
７
時
〜
９
時
②
希
望
が
丘
小

学
校
③
３
歳
〜
小
学
生
④
年
１
０
、０

０
０
円
（
育
成
費
別
）
⑤
棚
橋
さ
ん

1
27
・
５
３
５
３
⑥
３
月
13
日
貍
午

後
７
時
30
分
か
ら
希
望
が
丘
公
民
館

◇
レ
オ
ネ
ス
長
岡
Ｊ
Ｆ
Ｃ
（
サ
ッ
カ
ー
）

①
月
・
木
曜
日
午
後
６
時
〜
７
時
30

分
、
土
曜
ま
た
は
日
曜
日
午
後
２
時

〜
６
時
②
リ
ッ
ツ
ス
ポ
ー
ツ
広
場
ほ

か
③
小
学
生
④
年
会
費
１
・
２
年
生

６
、０
０
０
円
、
３
〜
６
年
生
１
２
、

０
０
０
円
⑤
荒
木
さ
ん
1
24
・
５
９

６
２

◇
長
岡
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
フ
ッ
ト
ボ
ー
　

ル
ク
ラ
ブ
（
Ｊ
Ｙ
Ｆ
Ｃ
）

①
週
５
回
程
度
午
後
６
時
〜
８
時
、

冬
期
は
午
後
５
時
〜
７
時
②
市
内
高

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か
③
中
学
生
、
小

学
生
、
幼
児
④
年
会
費
中
学
生
１
５
、

０
０
０
円
、
小
学
生
・
幼
児
５
、０
０

０
円
、
月
謝
５
、０
０
０
円
⑤
西
田
さ

ん
1
32
・
７
５
７
３

◇
長
岡
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

①
②
毎
週
日
曜
日
午
前
７
時
〜
９
時

（
全
学
年
）
…
リ
ッ
ツ
ス
ポ
ー
ツ
広

場
、
毎
週
月
・
木
曜
日
午
後
７
時
〜

９
時
（
４
年
生
以
上
）
…
向
陵
高
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
③
小
学
生
男
女
④
入
団

南�
部�
体�
育�
館�

曲
新
町
５
６
４
の
３�

北�
部�
体�
育�
館�

東
蔵
王
２
の
２
の
72
�

市�
民�
体�
育�
館�

学
校
町
１
の
２
の
１�

厚�
生�
会�
館�

大
手
通
１
の
４
の
10
�

教室名�
教室名�

婦人�
スポーツクラブ�

マスターズ�
スポーツクラブ�

エアロビック�
ダンスクラブ�

女　　　性�

４月５日～　�
来年３月14日�
毎週月曜日　�

４月７日～　�
来年３月30日�
毎週水曜日　�

13：30～�
15：15　�

～体力つくりと仲間つくり�
　　楽しみながらの健康つくり～�
・各種スポーツ、ゲーム、ストレッチ体操など�

10：00～�
12：00　�

18：30～�
20：30　�

４月８日～来年３月31日�
毎週木曜日�

・各種スポーツ�
・ゲーム�
・エアロビック
　な運動�

・各種体操�
・各種スポーツ、�
　ゲーム（ミニテニ
　ス、ソフトバレー）�

・エアロビック�
　ダンス�
・ストレッチ体
　操�

４月７日～　�
来年３月16日�
毎週水曜日　�

４月９日～　�
来年３月18日�
毎週金曜日　�

おおむね55歳�
以上の男女�

どなたでも�

教室名� 婦　　　人�

女　　　性� おおむね55歳�
以上の男女�

一　　　般�

マスターズ� 一　　　般�

月曜日コース�木曜日コース�火曜日コース�金曜日コース�

30人�

30人� 30人� 30人�

10：00～11：30 13：00～14：30 19：00～20：30

４月５日～�
来年３月28日�
毎週月曜日�

４月８日～�
来年３月24日�
毎週木曜日�

４月６日～�
来年３月29日�
毎週火曜日�

４月９日～�
来年３月18日�
毎週金曜日�

30人� 10人� 30人�

30人�

10：00～11：30 13：30～15：00 10：00～11：00

25人� 25人�

10人� 30人� 40人�

マスターズ�

おおむね55歳�
以上の男女�

・各種体操�
・各種軽スポーツ、ゲーム（ソフトバレーボール、
　卓球、バドミントン、ミニテニス）�

４月７日～来年３月30日�
毎週水曜日�

・各種ニュースポーツ�
・各種軽スポーツ、ゲーム�
（ソフトバレーボール、卓球、バドミントン、�
　ミニテニス）�

女　　　性�

レディース�

13：30～15：00 10：00～11：30

スポーツクラブ�

３月17日d午前９時から電話で7長岡市体育協会134・2700へ� ３月19日f午前９時から電話で7長岡市体育協会134・2700へ�

３月16日c午前９時から電話で7長岡市体育協会134・2700へ�３月18日e午前９時から電話で7長岡市体育協会134・2700へ�

対　象�

対　象�

対　象�

期　間�

時　間�

内　容�

申し込み�

期　間�

時　間�

内　容�

申し込み�

期　間�

時　間�

内　容�

申し込み�

募集人数�

募集人数�

教室名�若返りクラブ�

おおむね55歳�
以上の男女�

女　　　性� 成 年 男 女�

婦人クラブ� 市民クラブ�

対　象�

期　間�

時　間�

内　容�

申し込み�

募集人数�
募集人数�

駐
車
場
が�

あ
り
ま
せ
ん�

これから運動を始めようと思っている方、大歓迎です！
〈参加料〉次のいずれかの方法で納入してください。
一括納入…14,000円（４月納入）
分割納入…４月6,000円、９月5,000円、１月4,000円

の３回払い

〈初回に持参するもの〉
参加料、運動のできる服装、内履きの運動靴、
顔写真（縦５㎝×横４㎝、裏に氏名を記入）
※大会などのため、日程を変更する場合があります。

スポーツ教室

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

■
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
団
員
募
集

●
太
極
拳
講
習
会

８●
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
ダ
ン
ス
ク
ラ

ブ
会
員
募
集

９
&
長
岡
市
体
育
協
会

（
市
民
体
育
館
内
）

†
34
・
2
7
0
0

と
加
盟
団
体
の
催
し

●
市
民
体
育
祭
水
泳
大
会

10
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お
よ
び
主
要
な
管
き
ょ
の
変
更

に
つ
い
て
の
事
業
計
画
変
更
案

を
縦
覧
し
ま
す
。

縦
覧
期
間
＝
３
月
５
日
貊
〜
19

日
貊

場
所
＝
下
水
道
管
理
課

（
市
役
所
３
階
）

問
い
合
わ

せ
＝
下
水
道
管
理
課
蕁
39
・
２

２
３
５

市
の
環
境
の
現
状
や
環
境
に

関
す
る
施
策
の
実
施
状
況
を
ま

と
め
ま
し
た
。
ご
覧
い
た
だ
き

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

閲
覧
場
所
＝
市
民
情
報
ラ
ウ
ン

ジ
（
市
役
所
１
階
）、
市
民
セ
ン

タ
ー
、
図
書
館
、
公
民
館
な
ど

問
い
合
わ
せ
＝
環
境
政
策
課
蕁

24
・
０
５
２
８

■
４
月
１
日
か
ら
冷
凍
庫
の

リ
サ
イ
ク
ル
を
開
始

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
改
正

に
よ
り
、
冷
凍
庫
も
ご
み
と
し

て
出
せ
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
リ
サ
イ
ク
ル
の
対
象
と

な
る
機
器
は
、
エ
ア
コ
ン
、
テ

レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
、
洗

濯
機
の
５
品
目
で
す
。

廃
棄
す
る
場
合
は
次
の
い
ず

れ
か
の
方
法
に
な
り
ま
す
。

①
家
電
販
売
店
に
収
集
・
運
搬

料
金
と
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
添

え
て
処
理
を
依
頼
す
る
。

②
市
の
ご
み
収
集
運
搬
業
許
可

業
者
に
収
集
・
運
搬
料
金
と
リ

サ
イ
ク
ル
料
金
を
添
え
て
処
理

を
依
頼
す
る
。

収
集
運
搬
業
許
可
業
者
＝
㈱
加

藤
産
業
蕁
27
・
６
７
７
０
、
㈱

花
園
サ
ー
ビ
ス
蕁
29
・
１
１
２

２
、
㈱
丸
共
蕁
24
・
０
７
０
０
、

㈱
み
つ
わ
蕁
35
・
７
３
６
２

③
指
定
引
取
場
所
に
リ
サ
イ
ク

ル
券
（
郵
便
局
で
購
入
）
を
添

え
て
搬
入
す
る
。

指
定
引
取
場
所
＝
松
下
・
東
芝

・
コ
ロ
ナ
製
品
…
㈱
豊
和
商
事

蕁
24
・
６
３
２
２
（
新
組
町
２

４
７
４
の
１
）、
日
立
・
三
菱
・

サ
ン
ヨ
ー
・
シ
ャ
ー
プ
・
ソ
ニ

ー
製
品
…
日
本
通
運
㈱
長
岡
支

店
蕁
36
・
４
４
０
０
（
要
町
１

の
４
の
44
）

■
リ
サ
イ
ク
ル
品
展
示
販
売
会

ご
み
に
出
さ
れ
た
自
転
車
や

家
具
な
ど
を
手
直
し
し
た
物
を

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
寿
３
の

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
内
）
で
展

示
し
、
販
売
し
ま
す
。

日
時
＝
３
月
22
日
豺
〜
４
月
２

日
貊
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

■
春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実
施

今
回
は
、
雪
解
け
時
（
３
月

下
旬
）
か
ら
４
月
18
日
豸
ま
で

実
施
し
ま
す
。

町
内
会
や
商
店
街
組
合
等
、

地
域
ぐ
る
み
で
、
道
路
や
公
園
、

側
溝
の
清
掃
を
行
う
な
ど
、
ま

ち
の
美
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
犬
、
猫
の

飼
い
主
の
み
な
さ
ん
へ

犬
や
猫
の
ふ
ん
が
道
路
や
公

園
、
敷
地
内
な
ど
に
放
置
さ
れ

た
ま
ま
で
困
る
と
い
う
苦
情
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

散
歩
の
際
の
ふ
ん
は
必
ず
持

ち
帰
る
よ
う
に
し
、
飼
い
主
と

し
て
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

〔
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注

射
に
つ
い
て
〕

新
し
く
犬
を
飼
う
場
合
は
必

ず
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
狂
犬
病
の
予
防
注
射

を
毎
年
１
回
受
け
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。
こ
れ
ら
を
怠
る
と
罰
せ

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

か
ら
随
時
　
場
所
＝
資
産
税
課

（
市
役
所
２
階
）

手
数
料
＝

縦
覧
…
無
料
、
閲
覧
…
縦
覧
期

間
中
は
無
料
（
課
税
台
帳
を
コ

ピ
ー
す
る
場
合
は
１
枚
10
円
、

縦
覧
期
間
外
は
１
枚
２
５
０
円
。

た
だ
し
、
借
地
人
・
借
家
人
の

場
合
は
縦
覧
期
間
に
か
か
わ
ら

ず
１
枚
２
５
０
円
）

持
ち
物

＝
本
人
の
認
印
（
代
理
の
場
合

は
本
人
の
認
印
ま
た
は
委
任
状

と
代
理
人
の
認
印
、
借
地
人
・

借
家
人
の
場
合
は
賃
貸
借
契
約

書
等
と
借
地
人
・
借
家
人
の
認

印
）

問
い
合
わ
せ
＝
資
産
税

課
蕁
39
・
２
２
１
３

下
水
道
の
排
水
区
域
の
拡
大
、

西
神
田
排
水
ポ
ン
プ
場
の
追
加

と
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
る
大
会
で

す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
マ
ラ
ソ
ン
ラ

ン
ナ
ー
で
元
東
海
大
学
教
授
の
宇
佐

美
彰
朗
さ
ん
も
参
加
し
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
指
導
も
行
い
ま
す
。

日
時
＝
５
月
９
日
a
午
前
10
時
30
分

〜
午
後
３
時
（
雨
天
決
行
。
受
付
は

９
時
30
分
か
ら
）

会
場
＝
国
営
越

後
丘
陵
公
園
（
長
岡
駅
か
ら
有
料
送

迎
バ
ス
あ
り
）

参
加
料
＝
大
人
１
、

０
０
０
円
、
高
校
生
以
下
５
０
０
円
、

交
流
会
は
大
人
１
、５
０
０
円
、
中
学

生
以
下
５
０
０
円
（
入
園
料
別
）

種
目
＝
ラ
ン
ニ
ン
グ
①
５
㎞
②
８
㎞

（
タ
イ
ム
レ
ー
ス
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
車
椅
子
で
の
参
加

可
）、
交
流
会

参
加
料
（
現
金
書

留
ま
た
は
郵
便
小
為
替
で
）
を
添
え
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
、
参
加
種
目
、
送

迎
バ
ス
利
用
の
有
無
、
伴
走
・
サ
ポ

ー
ト
の
要
・
不
要
を
記
入
し
、
４
月

15
日
e
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
〒
９

４
０
―
０
８
６
４
川
崎
６
の
８
６
５

６
の
14
に
い
が
た
視
覚
障
害
者
ラ
ン

ナ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
・
中
島
隆
雄
さ
ん
1

・
FAX
34
・
６
８
７
５
へ

中
村
三
奈
子
さ
ん
（
当
時
18
歳
）

が
６
年
前
に
失
踪
し
て
か
ら
現
在
ま

で
の
状
況
な
ど
を
み
な
さ
ん
に
知
っ

て
も
ら
い
、
さ
ら
に
運
動
が
広
が
る

こ
と
を
願
っ
て
集
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
４
月
６
日
c
午
後
７
時
〜
８

時
30
分
　
会
場
＝
中
央
図
書
館
講
堂

内
容
＝
経
過
報
告
と
特
定
失
踪
者
問

題
調
査
会
講
演

さ
が
す
会
1
０

９
０
・
４
２
７
９
・
４
７
２
４

■
「
中
村
三
奈
子
さ
ん
を

さ
が
す
会
」
集
会

3
／
29
B
〜
4
／
2
F

市
民
課
窓
口
業
務
を
午
後
7

時
ま
で
時
間
延
長
し
ま
す

待
ち
時
間
が
短
縮
で
き
、
仕

事
帰
り
に
も
手
続
き
が
で
き
ま

す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

延
長
時
間
＝
午
後
５
時
〜
７
時

延
長
窓
口
＝
市
民
課
（
市
役
所

１
階
）、市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
（
市
民
セ
ン
タ
ー
内
）

取

り
扱
い
業
務
＝
転
入
・
転
出
な

ど
の
住
民
異
動
届
出
、
国
民
健

康
保
険
・
国
民
年
金
の
加
入
・

脱
退
手
続
き
、
婚
姻
・
出
生
な

ど
の
戸
籍
届
出
、
印
鑑
登
録
、

住
民
票
・
戸
籍
な
ど
の
証
明
発

行
、
外
国
人
登
録
（
市
民
課
の

み
）

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課

蕁
39
・
２
２
１
５

●
公
共
下
水
道
事
業
計
画
（
案
）

を
縦
覧
し
ま
す

●
平
成
15
年
版
「
環
境
に
関
す

る
年
次
報
告
書
」
を
発
行
し

ま
し
た

環
境
業
務
課
蕁
24
・
2
8
3
7

か
ら
の
お
知
ら
せ

市議会の本会議や委員会は公開されています。
みなさんお気軽においでください。

時間＝本会議…午後１時から
常任委員会…午前10時から
議会運営委員会…午前11時30分から

定員＝本会議…65人（車いす２人含む）
委員会…７人

問い合わせ＝議会事務局蕁３９・２２４４

市議会を傍聴しませんか

期　日�

�

２日c

�

３日d

 ４日e、 ５日f

 ９日c、10日d

11日e、12日f

16日c、17日d

18日e、19日f

23日c

議会運営委員会�

本会議（市政執行方�
針、提案理由説明）�

本会議（２日目）�

本会議（予備日）�

文教社会委員会�

産業環境委員会�

建設委員会�

総務委員会�

議会運営委員会�

本会議（最終日）�

第二委員会室�

�

議場�
�

�

�

第一委員会室�

�

第三委員会室�

第二委員会室�

議場�

会　議　名� 会　場�

市議会3月定例会の日程

春
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災

が
起
き
や
す
い
季
節
で
す
。
た

き
火
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
な

ど
の
不
注
意
に
よ
っ
て
、
毎
年

多
く
の
火
災
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〔
消
火
器
は
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
〕

消
火
器
は
市
で
は
収
集
し
て

い
ま
せ
ん
。
廃
棄
す
る
時
は
、

最
寄
り
の
消
火
器
販
売
店
等
に

お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い（
有
料
）。

問
い
合
わ
せ
＝
消
防
本
部
予
防

課
蕁
35
・
２
１
９
０

〔
親
子
で
消
防
体
験
「
見
て
・

乗
っ
て
・
触
れ
て
・
み
ん
な
が

消
防
士
」（
無
料
）〕

日
時
＝
４
月
３
日
貍
午
後
１
時

〜
３
時
　
会
場
＝
消
防
本
部

対
象
＝
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

内
容
＝
煙
ハ
ウ
ス
に
よ
る
煙
体

験
、
起
震
車
に
よ
る
地
震
体
験
、

は
し
ご
車
の
試
乗
、
指
令
室
の

見
学
、
消
防
車
・
救
急
車
と
写

真
撮
影
な
ど
　
定
員
＝
１
０
０

組
（
先
着
）

申
し
込
み
＝

３
月
10
日
貉

〜
25
日
貅
に

消
防
本
部
予

防
課
蕁
35
・

２
１
９
０
へ

26

心
肺
そ
生
法
（
成
人
、
小
児
、

乳
幼
児
）
お
よ
び
止
血
法
、
傷

病
者
の
管
理
法
を
含
め
た
高
度

な
応
急
手
当
の
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。
講
習
を
修
了
し
た
人

に
は
「
上
級
救
命
講
習
修
了
証
」

を
交
付
し
ま
す
。

大
切
な
人
の
命
を
救
う
た
め

こ
の
機
会
に
必
要
な
知
識
を
習

得
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
３
月
28
日
豸
午
前
９
時

〜
午
後
６
時
（
８
時
間
）

会

場
＝
消
防
本
部
講
堂
　
定
員
＝

30
人
（
先
着
）

申
し
込
み
＝

３
月
10
日
貉
か
ら
消
防
署
救
急

係
蕁
35
・
２
１
９
３
へ

近
隣
間
の
い
や
が
ら
せ
、
名

誉
・
信
用
の
侵
害
、
い
じ
め
、

親
族
間
の
も
め
事
な
ど
、
人
権

問
題
で
お
困
り
の
人
は
人
権
擁

護
委
員
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
（
敬
称
略
）。

畑
　
　
七
起
蕁
36
・
２
２
０
２

西
宮
内
１
の
73

中
村
　
啓
識
蕁
33
・
１
５
８
６

上
田
町
２
の
25

春
日
　
浩
三
蕁
32
・
５
５
１
０

千
代
栄
町
11

金
子
　
典
子
蕁
32
・
８
３
０
０

今
朝
白
１
の
６
の
27

安
井
　
清
治
蕁
35
・
８
５
９
５

摂
田
屋
４
の
７
の
36

松
本
　
邦
夫
蕁
46
・
２
７
５
５

宮
本
町
３
の
甲
２
６
４
６

古
田
島
光
子
蕁
32
・
１
２
２
９

花
園
東
１
の
２
２
４
の
14

水
嶋
美
保
子
蕁
35
・
９
２
５
６

宮
内
２
の
９
の
15

佐
藤
　
鉄
雄
蕁
34
・
７
４
０
６

宮
内
６
の
11
の
３

穂
苅
　
　
實
蕁
35
・
４
６
６
６

山
田
３
の
３
の
32

※
人
権
問
題
の
相
談
は
、
新
潟

地
方
法
務
局
長
岡
支
局
蕁
33
・

６
９
０
１
で
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
蕁
39
・

２
２
１
５

毎
年
４
月
１
日
現
在
の
高
齢

者
の
世
帯
状
況
や
心
身
の
状
況
、

緊
急
連
絡
先
な
ど
を
調
査
す
る

高
齢
者
現
況
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
年
も
３
月
下
旬
か

ら
民
生
委
員
が
調
査
の
た
め
該

当
世
帯
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
＝
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で

単
身
高
齢
者
世
帯
、
高
齢
者
の

み
の
世
帯
、
高
齢
者
と
児
童

（
15
歳
未
満
）
の
み
の
世
帯
、

寝
た
き
り
高
齢
者
、
痴
ほ
う
性

高
齢
者
　
問
い
合
わ
せ
＝
介
護

保
険
課
蕁
39
・
２
２
４
５

「
縦
覧
」
は
縦
覧
帳
簿
に
記

載
さ
れ
て
い
る
評
価
額
を
固
定

資
産
税
の
納
税
者
が
見
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
自
分
の
土
地
や
家
屋
の

評
価
額
と
他
人
が
所
有
す
る
土

地
や
家
屋
の
評
価
額
を
比
較
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
閲
覧
」
は
固
定
資
産
課
税

台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
自
己

の
資
産
内
容
を
納
税
義
務
者
が

確
認
で
き
る
も
の
で
す
。
借
地

人
・
借
家
人
も
自
分
が
使
用
し

て
い
る
物
件
に
つ
い
て
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
間
＝
縦
覧
…
４
月
１
日
貅
〜

30
日
貊
、
閲
覧
…
４
月
１
日
貅

日
時
＝
４
月
４
日
a
午
前
９
時
〜
午

後
０
時
30
分
　
会
場
＝
北
部
体
育
館

対
象
＝
18
歳
以
上
の
社
会
人
　
種
目

＝
一
般
の
部
…
混
合
ダ
ブ
ル
ス
、
ト

リ
ム
の
部
…
ペ
ア
合
計
１
２
０
歳
以

上
の
ダ
ブ
ル
ス
　
参
加
料
＝
１
組
１
、

０
０
０
円
　
持
ち
物
＝
専
用
ラ
ケ
ッ

ト

３
月
22
日
b
ま
で
に
黒
条
ラ

ケ
ッ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
・
大
久
保
さ

ん
1
24
・
５
４
９
４
へ

内
容
と
対
象
＝
①
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
教
室
…
一
般
女
子
②
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
強
化
選
手
…
経
験
者
で
県
内

外
の
大
会
に
出
場
を
希
望
す
る
人

活
動
日
＝
週
１
回
　
会
場
＝
信
濃
川

右
岸
運
動
公
園
　
参
加
料
＝
年
１
０
、

０
０
０
円
（
ほ
か
に
ス
ポ
ー
ツ
保
険

料
）

長
岡
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協

会
・
遠
藤
さ
ん
1
35
・
４
６
５
２

対
象
と
日
時
＝
小
学
生
…
毎
週
火
・

木
曜
日
午
後
５
時
〜
７
時
、
土
曜
日

午
後
２
時
〜
４
時
、
中
学
生
…
毎
週

火
・
水
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時
、
土

曜
日
午
後
４
時
〜
６
時
　
会
費
＝
入

会
金
５
、０
０
０
円
、
小
学
１
・
２
年

生
…
月
３
、０
０
０
円
、
小
学
３
年
〜

中
学
生
…
月
６
、０
０
０
円

同
ク

ラ
ブ
・
藤
田
さ
ん
1
０
９
０
・
８
６

４
３
・
２
７
４
４

視
覚
障
害
者
ラ
ン
ナ
ー
と
走
る
こ

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

■
長
岡
ラ
ケ
ッ
ト
テ
ニ
ス
交
流
大
会

■
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室
参
加
者
募
集

■
長
岡
ビ
ル
ボ
ー
ド
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
会
員
募
集

■
「
Ｂ
・
フ
リ
ー
」
ス
プ
リ
ン
グ

ラ
ン
in
長
岡

長 岡 市 役 所   〒940－8501  幸町2の1の1   135・1122

INFORMATION
申し込み方法の記載のないものは、
電話で申し込んでください。なお、
FAX、Eメールの記載のある課は
FAX、Eメールでも受け付けます。�

企
業
情
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

充
実
し
ま
し
た

企
業
情
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「Tech
N
agaoka

」
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
情
報
発
信
に

よ
る
新
た
な
販
路
の
開
拓
の
た

め
、
市
内
企
業
の
「
も
の
づ
く

り
技
術
」
を
詳
し
く
紹
介
し
て

い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
鉄
工
・
鋳
物
・

電
気
関
連
企
業
に
加
え
、
木
工

建
具
、
仏
壇
、
菓
子
、
清
酒
、

し
ょ
う
ゆ
・
み
そ
、
ア
パ
レ
ル
、

印
刷
な
ど
の
製
造
業
の
情
報
を

掲
載
し
ま
し
た
。

随
時
、
掲
載
企
業
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
市
内
の
製
造
業
の

み
な
さ
ん
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
掲
載
は
無
料
で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
＝http://tech.

city.nagaoka.niigata.jp/

問

い
合
わ
せ
＝
工
業
振
興
課
蕁
39

・
２
２
２
２

●
４
月
１
日
　
〜
７
日

春
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施

●
人
権
擁
護
委
員
を

ご
紹
介
し
ま
す

●
高
齢
者
現
況
調
査
を

実
施
し
ま
す

●
固
定
資
産
の
縦
覧
・
閲
覧
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

●
上
級
救
命
講
習
会
（
無
料
）

お年寄りを狙った詐欺に
ご注意を!!

電力会社の名をかたり、引込線ヒ
ューズの取り替え費用と称して、お
年寄りからお金をだまし取るという
事件が近隣市町村で発生しています。
電力会社では、引込線工事などの
現場で直接お金をいただくようなこ
とは一切行っていないとのことです。
不審な代金請求には応じないことが
大切です。
もし、現場でお金の支払いを求め
られたら、「従業員証」の提示を求め
てください。また、不審な場合は、
すぐに電力会社に連絡してください。

問い合わせ＝消費生活センター
蕁３２・００２２

（木）

（水）

テ
ッ
ク
　

ナ
ガ
オ
カ



29

市
で
は
、
来
年
度
の
福
祉
と

健
康
の
祭
典
「
す
こ
や
か
・
と

も
し
び
ま
つ
り
」
を
よ
り
活
気

あ
る
も
の
に
す
る
た
め
、
実
行

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

実
行
委
員
に
は
、
ま
つ
り
の

運
営
や
実
施
内
容
の
検
討
、
催

し
物
の
立
案
な
ど
企
画
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
つ
り
参
加
経
験
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
ま
つ
り
を
盛

り
上
げ
た
い
と
い
う
意
欲
的
な

人
、
積
極
的
な
人
の
ご
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
募
集
人
数
＝
①
18
歳
以

上
の
人
（
４
人
程
度
）
②
来
年

度
の
ま
つ
り
に
参
加
予
定
の
福

祉
･
健
康
団
体
関
係
者
（
６
人

程
度
）

条
件
＝
４
月
か
ら
月

１
回
開
催
さ
れ
る
実
行
委
員
会

に
出
席
で
き
、
ま
つ
り
の
運
営

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
て

い
た
だ
け
る
人
　
申
し
込
み
＝

３
月
22
日
b
ま
で
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
職
業
、

応
募
の
動
機
を
電
話
、
フ
ァ
ク

ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
福
祉
総

務
課
1
39
・
２
２
１
７
、
FAX
39

・
２
２
７
５
、
Ｅ
メ
ー
ルfuku
shi@

city.nagaoka.niigata.
jp

へ
（
応
募
多
数
の
場
合
は
書

類
選
考
）

企
業
の
施
設
・
設
備
の
整
備
経

費
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
＝
生
産
ま
た
は
営
業
に
使

う
施
設
（
建
物
、
付
属
設
備
）

ま
た
は
設
備
（
機
械
装
置
、
備

品
）
の
整
備
　
補
助
要
件
＝
①

対
象
施
設
、
設
備
の
整
備
を
平

成
16
年
４
月
１
日
〜
17
年
３
月

10
日
に
着
手
し
、
完
了
す
る
こ

と
②
建
物
の
延
床
面
積
が
増
加

す
る
こ
と
③
常
用
雇
用
者
数
が

増
加
す
る
こ
と
　
補
助
額
＝
整

備
に
要
し
た
費
用
に
応
じ
て
補

助
額
を
算
定
　
申
し
込
み
＝
３

月
15
日
b
ま
で
に
工
業
振
興
課

1
39
・
２
２
２
２
へ

０
０
３
３
今
朝
白
１
の
10
の
27
阪
之

上
公
民
館
1
39
・
９
３
０
２
へ

期
間
＝
４
月
24
日
g
〜
８
月
７
日
g

（
土
曜
日
ス
ク
ー
リ
ン
グ
７
日
間
と

実
習
４
日
間
を
含
む
）

定
員
＝
40

人
（
先
着
）

受
講
料
＝
７
０
、０
０

０
円
（
助
成
制
度
あ
り
）

３
月

25
日
e
ま
で
に
往
復
は
が
き
の
往
信

の
裏
に
住
所
、
氏
名
、
ふ
り
が
な
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
、
返
信
の

表
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
記

入
し
、
〒
９
４
０
―
２
１
１
１
三
ッ

郷
屋
２
の
１
の
11
中
越
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
㈱
内
Ｗ
Ａ
Ｃ
中
越
1
28
・
８

１
８
１
へ

●
す
こ
や
か
･
と
も
し
び

ま
つ
り
実
行
委
員
募
集

■
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
２
級

通
信
課
程
受
講
生
募
集

水道料金の口座振替日繰り上げのお願い
水道事業は３月が決算月です。このため、

例年どおり、３月が検針月にあたるお客様の
口座振替日を繰り上げさせていただきます。
ご協力をお願いします。
振替日＝３月29日豺 対象料金＝２・３月分
問い合わせ＝水道局業務課†35・1619

▲すこやか・ともしびまつりは10月
９日貍・10日豸にハイブ長岡や千秋
が原ふるさとの森で開催されます。

●
園
芸
相
談
…
…
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、
な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
内
の
園
芸
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
て

デ
ー
ジ
ー
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
芝
生
の
雑
草
と
し
て
生
え
て

い
た
花
が
、
18
世
紀
の
こ
ろ
イ

ギ
リ
ス
な
ど
で
園
芸
用
に
改
良

さ
れ
た
も
の
で
す
。
英
名
で
は

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
デ
ー
ジ
ー
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

「
デ
ー
ジ
ー
」
の
名
は
、
日

光
が
当
た
る
と
花
が
開
き
、
曇

天
や
夜
は
閉
じ
る
性
質
か
ら

「
太
陽
の
目
（D

ay's
eye

）」

と
表
現
さ
れ
る
こ
と
に
由
来
す

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
古
代

エ
ジ
プ
ト
で
は
ツ
タ
ン
カ
ー
メ

ン
王
が
首
飾
り
に
し
た
と
伝
え

ら
れ
、
イ
タ
リ
ア
の
国
花
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
に
は
明
治
時
代
に
渡
来

し
た
よ
う
で
す
が
、
一
般
の
家

庭
で
育
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
主
に
戦
後
の
こ
と
で
す
。

早
春
か
ら
初
夏
ま
で
咲
き
続
け

る
の
で
「
延
命
菊
」
の
別
名
も

あ
り
、
春
の
草
花
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

（
苗
か
ら
）
園
芸
店
の
店
頭
に

は
、
花
つ
き
の
ポ
ッ
ト
苗
が
た

く
さ
ん
出
回
る
の
で
、
初
心
者

は
好
み
の
苗
を
選
び
、
コ
ン
テ

ナ
や
花
壇
に
植
え
る
の
も
よ
い

で
し
ょ
う
。

苗
は
葉
の
伸
び
す
ぎ
た
も
の
や

間
延
び
し
た
も
の
は
避
け
、
小

さ
く
て
も
締
ま
っ
た
も
の
を
選

び
ま
す
。

定
植
は
３
月
中
旬
か
ら
下
旬

に
行
い
ま
す
。
ひ
げ
根
が
多
く

あ
る
の
で
、
根
鉢
を
少
し
崩
し
、

植
え
土
と
な
じ
み
や
す
く
し
て
、

20
㎝
ほ
ど
の
間
隔
を
と
っ
て
植

え
ま
す
。

（
タ
ネ
ま
き
）
９
月
中
旬
こ
ろ
、

タ
ネ
が
細
か
い
の
で
市
販
の
ピ

ー
ト
バ
ン
に
播
種
す
る
の
が
理

想
的
で
す
。

ま
た
、
平
鉢
に
赤
玉
土
４
、

ピ
ー
ト
モ
ス
４
、
砂
２
の
配
合

土
を
入
れ
て
播
種
し
て
も
よ
い

で
し
ょ
う
。
光
好
性
種
子
な
の

で
覆
土
は
せ
ず
、
水
は
底
か
ら

補
給
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

（
仮
植
）
本
葉
２
〜
４
枚
の
こ

ろ
、
ビ
ニ
ー
ル
ポ
ッ
ト
や
育
苗

箱
に
仮
植
し
ま
す
。
移
植
に
強

い
の
で
、
播
種
後
４
〜
７
週
く

ら
い
の
大
苗
で
も
心
配
あ
り
ま

せ
ん
。

（
場
所
と
土
）
日
当
た
り
と
風

通
し
が
よ
く
、
有
機
質
に
富
ん

だ
肥
沃
で
水
も
ち
の
よ
い

土
を
好
み
ま
す
。

（
水
や
り
）
根
が
よ
く
張

り
、
次
々
に
花
を
咲
か
せ

る
の
で
、
水
は
乾
く
前
に

十
分
に
与
え
ま
し
ょ
う
。

（
肥
料
）
花
壇
な
ら
、
１

㎡
当
た
り
約
４
㎏
の
堆
肥

や
腐
葉
土
と
化
成
肥
料
一

握
り
を
目
安
に
土
に
混
ぜ

て
お
き
ま
す
。
そ
の
後
は
、

生
育
を
見
な
が
ら
液
肥
や

緩
効
性
肥
料
を
控
え
め
に

与
え
ま
す
。

（
病
害
虫
）
特
に
ア
ブ
ラ
ム
シ

が
つ
き
や
す
い
の
で
、
早
め
に

マ
ラ
ソ
ン
剤
な
ど
で
防
除
し
ま

す
。
葉
が
重
な
っ
て
い
て
薬
が

か
か
り
に
く
い
の
で
、
浸
透
移

行
性
の
薬
剤
を
併
用
す
る
の
も

よ
い
で
し
ょ
う
。

心
が
弾
む
園
芸
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
日
常
の
煩

わ
し
さ
を
忘
れ
、
草
花
と
触
れ
合
う
こ
と
で
、
気
分
も
リ
ラ
ッ

ク
ス
で
き
る
も
の
で
す
。

今
月
は
、
ひ
な
祭
り
の
こ
ろ
に
小
さ
な
花
を
咲
か
せ
、
ヒ
ナ

ギ
ク
と
も
呼
ば
れ
る
デ
ー
ジ
ー
の
紹
介
で
す
。

春
を
告
げ
る
か
わ
い
ら
し
い
花
デ
ー
ジ
ー

201

育
て
方
の
ポ
イ
ン
ト

デ
イ
ズ
　
ア
イ

▲デージー

28
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INFORMATION
申し込み方法の記載のないものは、
電話で申し込んでください。なお、
FAX、Eメールの記載のある課は
FAX、Eメールでも受け付けます。�

日
f

申
請
場
所
＝
学
校
教
育

課
（
市
役
所
５
階
）

持
ち
物

＝
印
鑑
、
保
護
者
名
義
の
預
金

通
帳
（
郵
便
局
を
除
く
）
、
所

得
証
明
書
発
行
手
数
料
２
５
０

円
　
問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育

課
1
39
・
２
２
３
９

職
場
を
退
職
し
た
と
き
は
、

そ
の
職
場
の
健
康
保
険
を
任
意

継
続
す
る
か
、
国
民
健
康
保
険

に
加
入
す
る
の
か
を
選
ぶ
こ
と

に
な
り
ま
す
（
条
件
に
よ
っ
て

は
、
家
族
の
健
康
保
険
の
被
扶

養
者
に
な
れ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
）。任意

継
続
と
は
、
健
康
保
険

の
期
間
が
２
カ
月
以
上
あ
り
、

退
職
後
20
日
以
内
に
手
続
き
す

る
と
、
職
場
の
健
康
保
険
を
継

続
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

す
。
保
険
料
は
在
職
時
の
２
倍

に
な
り
ま
す
（
上
限
額
あ
り
）。

国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
は
、

市
役
所
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ

い
。
保
険
料
は
前
年
（
３
月
ま

で
は
前
々
年
）
の
所
得
で
算
定

さ
れ
ま
す
。

保
険
料
や
給
付
内
容
は
、
職

場
の
健
康
保
険
と
異
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
退
職
の
と

き
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
任
意
継
続
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
〕

①
政
府
管
掌
健
康
保
険
…
長
岡

社
会
保
険
事
務
所
1
36
・
５
１

４
１
②
健
康
保
険
組
合
・
共
済

組
合
等
…
加
入
し
て
い
た
組
合

〔
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は
〕

国
保
医
療
課
1
39
・
２
２
２
０

建
築
基
準
法
の
改
正
に
伴
い

長
岡
市
の
用
途
地
域
の
指
定
の

な
い
区
域
内
の
容
積
率
・
建
ぺ

い
率
等
を
４
月
１
日
か
ら
変
更

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
都
市
開
発
課
1

39
・
２
２
２
６

電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
が

バ
イ
ク
や
農
耕
車
、
軽
自
動

車
等
を
持
っ
て
い
る
人
に
は
、

軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

他
人
に
譲
渡
し
た
人
や
廃
棄

し
た
人
は
４
月
１
日
e
ま
で
に

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
税
課
1
39

・
２
２
１
２

経
済
的
な

理
由
で
就
学

が
困
難
な
児

童
生
徒
に
学

用
品
費
や
給

食
費
な
ど
を

援
助
し
ま
す
。

申
請
期
間
＝
４
月
１
日
e
〜
30

高
齢
者
や
障
害
者
の
悩
み
事
や
介

護
保
険
、
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

お
応
え
し
ま
す
。
面
談
に
よ
る
相
談

も
で
き
ま
す
（
予
約
制
、
相
談
無
料
）。

日
時
＝
３
月
28
日
a
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
　
面
談
会
場
＝
市
民
セ
ン
タ

ー
　

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
に
い
が

た
1
０
２
５
・
２
２
８
・
１
７
２
７

日
時
＝
４
月
２
日
f
午
後
１
時
〜
４

時
30
分
　
会
場
＝
市
役
所
幸
町
分
室

２
階
第
７
会
議
室

6
新
潟
県
不

動
産
鑑
定
士
協
会
1
０
２
５
・
２
２

５
・
２
８
７
３

日
時
＝
４
月
３
日
〜
７
月
31
日
の
毎

週
土
曜
日
午
後
７
時
か
ら
（
全
18
回
）

定
員
＝
20
人
（
先
着
）

受
講
料
＝

大
人
１
０
、０
０
０
円
、
高
校
生
以
下

５
、０
０
０
円
　
会
場
・

日
本
棋
院

長
岡
支
部
道
場
（
大
手
通
２
）
1
・

FAX
35
・
４
３
０
５

日
時
＝
４
月
〜
翌
年
３
月
の
毎
月
第

３
金
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午
（
８
月

は
休
み
、
10
月
・
１
月
は
第
４
金
曜

日
）

会
場
＝
阪
之
上
小
学
校
　
定

員
＝
30
人
（
抽
選
）

受
講
料
＝
２
、

０
０
０
円
　

３
月
25
日
e
ま
で
に

は
が
き
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
９
４
０
―

●
バ
イ
ク
等
の
税
金
は

４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に

１
年
分
が
課
税
さ
れ
ま
す

●
義
務
教
育

就
学
援
助
制
度

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

人口と世帯数 住民基本台帳登録数16.２.１（前月比）

192,337人 94,483人 97,854人 67,309世帯
（－３） （－９）（＋11）（－14）

●
退
職
後
の

健
康
保
険
に
つ
い
て

●
市
街
化
調
整
区
域
の
建
築
形

態
制
限
を
変
更
し
ま
す

●
電
源
過
疎
地
域
等
企
業
立
地

促
進
事
業
費
補
助
金

■
司
法
書
士
と
社
会
福
祉
士
に
よ
る

シ
ル
バ
ー
１
１
０
番

蕁
36
・
３
９
０
０
（
当
日
の
み
）

■
ふ
る
さ
と
歴
史
講
座
受
講
生
募
集

■
囲
碁
初
心
者
講
座
受
講
生
募
集

■
不
動
産
の
無
料
相
談
会

転入・転出をしたり、就職・退職などで保険の種類や
資格が変わったりしたときは、14日以内に市民課（市役
所１階④番窓口）または市民サービスセンター（市民セ
ンター内）で手続きをしてください。

●手続きの際には、窓口で本人と確認できる証明書（免
許証・保険証など）の提示をお願いしています。ご協
力ください。
●老人保健や医療費助成制度の受給者は、その変更手続
きも必要になります（手続きは、市役所１階国保医療
課⑨番、⑩番窓口または福祉総合相談室⑭番窓口でお
願いします）。
●転出や他の健康保険に加入したとき、新しい保険証が
届くまでの間に病院などで受診するときは、窓口で保
険証が変わったことを伝えてください。今までの国保
の保険証を使って受診すると、後で市が負担した医療
費を返してもらうことがあります。

問い合わせ＝国保医療課蕁３９・２２２０

国民健康保険の手続きをお忘れなく

その他� 国保を脱退� 国保に加入�

こ
ん
な
と
き�

他
市
町
村
か
ら

転
入
し
た
と
き�

子
ど
も
が
生
ま

れ
た
と
き�

死
亡
し
た
と
き�

他
市
町
村
へ
転

出
す
る
と
き�

他
の
健
康
保
険
に

加
入
し
た
と
き�

在
学
の
証
明

書� 健
保
の
保
険

証�年
金
証
書�

母
子
健
康
手
帳�

転
出
証
明
書�

修
学
の
た
め
他
の
市

町
村
へ
行
く
と
き�

退
職
者
医
療
制
度
の

対
象
と
な
っ
た
と
き�

他
の
健
康
保
険

を
脱
退
し
た
と

き�

健
保
の
離
脱
日

を
確
認
で
き
る

書
類�

持
参
す
る
も
の�現在、お持ちの国保の保険証�

１
２
５
㏄
以

下
の
バ
イ
ク
・

農
耕
車
・
小

型
特
殊
自
動

車
等�

新
潟
陸
運
支
局
長
岡
自

動
車
検
査
登
録
事
務
所�

蕁
　
・
１
１
３
１�

軽
自
動
車
検
査
協
会

長
岡
支
所�

蕁
　
・
０
５
５
５�

二
輪
車�

１
２
５
㏄
超
〜

２
５
０
㏄
以
下�

三
輪
車
・
四

輪
車�

６
６
０
㏄
以
下�

二
輪
車�

２
５
０
㏄
超�

区

分

�
届
け
出
先�

22 22
全
国
軽
自
動
車
協
会

連
合
会
長
岡
分
室�

蕁
　
・
３
１
１
５�

23
市
役
所
市
民
税
課�

蕁
　
・
２
２
１
２�

39



31

月
１
日
生
ま
れ
で
、
英
検
２
級

以
上
ま
た
は
同
程
度
の
英
語
運

用
能
力
を
有
す
る
人
　
賃
金
＝

日
額
９
、１
０
０
円
　
勤
務
日
＝

月
〜
金
曜
日
（
１
日
８
時
間
）

申
し
込
み
＝
３
月
15
日
豺
ま
で

に
申
込
書
（
英
検
合
格
通
知
等

証
明
書
添
付
）
を
人
材
教
育
指

導
室
（
市
役
所
幸
町
分
室
２
階
）

へ
郵
送
ま
た
は
持
参
　
問
い
合

わ
せ
＝
人
材
教
育
指
導
室
蕁
32

・
７
３
９
２

③
市
立
養
護
学
校
看
護
師

（
非
常
勤
嘱
託
員
）

人
数
＝
１
人
　
雇
用
期
間
＝
４

月
５
日
豺
〜
翌
年
３
月
31
日

仕
事
＝
市
立
養
護
学
校
で
の
重

度
障
害
児
童
生
徒
の
医
療
措
置

や
健
康
管
理
　
応
募
資
格
＝
看

護
師
免
許
を
有
す
る
人
（
申
し

込
み
時
に
職
に
就
い
て
い
る
人

お
よ
び
学
生
は
除
く
）

賃
金

＝
日
額
８
、５
０
０
円
　
勤
務
日

＝
月
〜
金
曜
日
（
１
日
５
時
間
）

申
し
込
み
＝
３
月
17
日
貉
ま
で

に
申
込
書
を
学
校
教
育
課
（
市

役
所
５
階
）
へ
郵
送
ま
た
は
持

参
　
問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育

課
蕁
39
・
２
２
３
９

④
老
人
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

（
非
常
勤
嘱
託
員
）

人
数
＝
１
人
程
度
　
雇
用
期
間

＝
４
月
〜
翌
年
３
月
　
仕
事
＝

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
で
の
老

人
の
身
上
、
生
活
等
に
関
す
る

相
談
や
助
言
、
指
導
等
　
応
募

資
格
＝
市
内
に
居
住
し
、
昭
和

14
年
４
月
２
日
〜
39
年
４
月
１

日
生
ま
れ
で
、
普
通
自
動
車
運

転
免
許
を
有
す
る
人
　
報
酬
＝

月
額
13
万
円
程
度
　
勤
務
日
＝

月
〜
金
曜
日
（
１
日
６
時
間
）

申
し
込
み
＝
３
月
８
日
豺
〜
19

日
貊
に
申
込
書
を
介
護
保
険
課

（
市
役
所
２
階
）
へ
本
人
が
持

参
　
問
い
合
わ
せ
＝
介
護
保
険

課
蕁
39
・
２
２
４
５

心
の
健
康
、
生
活
習
慣
病
を

予
防
す
る
食
事
な
ど
、
健
康
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
。
前
日
ま

で
に
電
話
予
約
の
上
、
お
気
軽

に
ど
う
ぞ
。

時
間
＝
午
後
１
時
15
分
〜
３
時

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー
　
定
員

＝
各
日
４
人
（
先
着
）

肩
や
腰
の
痛
み
を
和
ら
げ
る

運
動
や
痴
ほ
う
の
予
防
な
ど
に

つ
い
て
理
学
療
法
士
・
保
健
師

が
相
談
に
応
じ
ま
す（
予
約
制
）。

日
時
＝
３
月
25
日
貅
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
　
会
場
＝
高

齢
者
セ
ン
タ
ー
み
や
う
ち
　
定

員
＝
３
人
（
先
着
）

申
し
込

み
＝
電
話
で
健
康
課
へ

昨
年
の
12
月
か
ら
県
内
で
麻

し
ん
（
は
し
か
）
が
流
行
し
て

い
ま
す
。

満
１
歳
を
過
ぎ
た
ら
で
き
る

だ
け
早
め
に
予
防
接
種
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

接
種
年
齢
＝
満
１
歳
〜
満
７
歳

６
か
月
未
満
　
接
種
場
所
＝
市

内
契
約
医
療
機
関
（
市
政
だ
よ

り
４
月
号
と
同
時
配
布
の
「
長

岡
市
子
ど
も
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

２
の
１
長
岡
市
中
央
公
民
館
へ

（
１
家
族
１
区
画
ま
で
、
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

問
い
合
わ
せ
＝
中
央
公
民
館
蕁

32
・
０
４
３
７

選
考
試
験
に
よ
り
採
用
を
決

定
し
ま
す
。
申
込
書
は
担
当
窓

口
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡
、
長

岡
パ
ー
ト
バ
ン
ク
に
あ
り
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
内
容
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
教
育
補
助
員
（
臨
時
職
員
）

人
数
＝
11
人
　
雇
用
期
間
＝
４

月
16
日
貊
〜
９
月
（
６
カ
月
の

延
長
可
）

仕
事
＝
市
立
小
・

中
学
校
で
の
学
習
指
導
補
助
、

生
徒
指
導
補
助
、
行
事
等
に
お

け
る
指
導
補
助
等
　
応
募
資
格

＝
昭
和
57
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
（
教
員
免
許
状
の

有
無
は
不
問
）

賃
金
＝
日
額

９
、０
０
０
円
　
勤
務
日
＝
月
〜

金
曜
日
（
１
日
８
時
間
）

申

し
込
み
＝
３
月
15
日
豺
ま
で
に

申
込
書
を
学
校
教
育
課
（
市
役

所
５
階
）
へ
本
人
が
持
参
　
問

い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育
課
蕁
39

・
２
２
３
９

②
英
語
指
導
員
（
臨
時
職
員
）

人
数
＝
１
人
　
雇
用
期
間
＝
４

月
〜
９
月
（
６
カ
月
の
延
長
可
）

仕
事
＝
市
立
小
学
校
で
の
Ａ
Ｌ

Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
と
の

テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に

よ
る
英
語
指
導
　
応
募
資
格
＝

昭
和
44
年
４
月
２
日
〜
57
年
４

月曜日・木曜日
火曜日・金曜日
水曜日・土曜日

診療科目
休 日 急 患 診 療 所

135・8255
FAX35・8266

内科（小児科）
外科

受　付　時　間

午前９時～11時30分
午後１時～５時30分

休日急患歯科診療所
133・9644 歯科 午前９時～11時30分

午後１時～３時30分

７日a・21日a

14日a・28日a

20日-

立 川 綜 合 病 院（133・3111）
長岡赤十字病院（128・3600）
長岡中央綜合病院（135・3700）

立 川 綜 合 病 院（133・3111）
長岡赤十字病院（128・3600）
長岡中央綜合病院（135・3700）

3月の急患診療体制
診療時間外や休日に具合が悪くなったときにご利用
ください。
a休日急患診療所（西千手２の５の１健康センター内）

産婦人科は在宅当番医制です。お問い合わせは休日
急患診療所へ。

s夜間等の当番病院
①平日

②休日

※受診者数によっては待ち時間が長くなることがあります。

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

ＢＳＮラジオ「長岡市だより」
毎週月～金曜日の午後２時28分ころから90秒間

エヌ・シィ・ティ「長岡市のお知らせ」
（長岡ケーブルテレビ）
毎週月曜日の午後４時48分から３分間

ＦＭながおか「長岡市からのお知らせ」
毎週月～金曜日午前７時45分～52分、午後５時15分～22分

長岡市ホームページアドレス
http://www.city.nagaoka.niigata.jp
メールマガジン「米百俵メール」のお申し込みもこちらから
どうぞ。

健
康
課

†
32
・
5
0
0
0

FAX
39
・
5
2
2
2

kenkou@
city.nagaoka.niig

ata.jp
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３
月
１
日
B
〜
７
日
A
は

「
子
ど
も
予
防
接
種
週
間
」
で
す

期
間
中
、
各
医
療
機
関
で
は
麻
し

ん
（
は
し
か
）
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

予
防
接
種
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

ま
た
、
通
常
の
診
療
時
間
に
予
防

接
種
が
受
け
に
く
い
人
を
対
象
に
、

３
月
６
日
貍
・
７
日
豸
も
予
防
接
種

を
受
け
ら
れ
る
市
内
の
一
部
医
療
機

関
が
あ
り
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
医

療
機
関
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

市
内
の
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
る

医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、
譖
長
岡
市

医
師
会
蕁
22
・
５
６
０

０
、
健
康
課
蕁
32
・
５

０
０
０
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
（
長
岡
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹

介
し
て
い
ま
す
）。

精
神
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
募
集

精
神
障
害
者
の
自
信
回
復
や

社
会
参
加
を
進
め
る
た
め
、
市

で
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

仲
間
と
の
交
流
や
趣
味
・
創

作
活
動
な
ど
で
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
＝
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
を
お
持
ち
の
人
（
医
療
機

関
や
社
会
復
帰
施
設
等
関
係
者

の
紹
介
が
必
要
で
す
）

日
時

＝
４
月
８
日
〜
９
月
30
日
の
毎

週
木
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分
　
会
場
＝
市
民
セ
ン
タ

ー
障
害
者
プ
ラ
ザ
ほ
か
　
利
用

料
＝
無
料
（
個
人
で
使
う
材
料

費
等
は
自
己
負
担
）

申
し
込

み
＝
介
護
保
険
課
蕁
39
・
２
２

４
５

●
非
常
勤
嘱
託
員
・
臨
時
職
員

募
集
案
内

●
足
腰
健
康
相
談
室

２

●
麻
し
ん
（
は
し
か
）
の

予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か

３

●
あ
な
た
の
健
康
相
談
室

１期
日�

内
　
容�

担
　
　
当�

３／10�
d

４／７�
d

心
の
健
康�

栄
養
や
健
康
に�

関
す
る
こ
と�

保
健
師�

精
神
保
健
福
祉
相
談
員�

栄
養
士�

保
健
師�
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INFORMATION
申し込み方法の記載のないものは、
電話で申し込んでください。なお、
FAX、Eメールの記載のある課は
FAX、Eメールでも受け付けます。�

産
品
を
作
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、

「
長
岡
お
み
や
げ
デ
ザ
イ
ン
コ

ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」
の
応
募
作

品
の
中
か
ら
選
定
し
た
26
点
を

掲
載
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
ま
し
た
。
各
デ
ザ
イ
ン
に

は
作
者
の
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

企
業
の
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
、

「
長
岡
お
み
や
げ
品
」
の
商
品

化
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
設
置
場
所
＝
市

民
情
報
ラ
ウ
ン
ジ
（
市
役
所
１

階
）、
市
民
セ
ン
タ
ー
１
階
ま

ち
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
な
ど
　
問

い
合
わ
せ
＝
工
業
振
興
課
蕁
39

・
２
２
２
２

土
に
親
し
み
、
野
菜
づ
く
り

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

場
所
＝
柿
町
下
耕
地
　
貸
出
期

間
＝
３
年
間
　
区
画
数
＝
２
５

０
区
画
（
１
区
画
30
㎡
）

利

用
料
＝
年
額
３
、０
０
０
円
　
申

し
込
み
＝
３
月
22
日
豺
必
着
で

往
復
は
が
き
の
往
信
の
裏
に
「
農

園
希
望
」、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
新
規
か
継

続
か
を
、
返
信
の
表
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
て

〒
９
４
０
―
０
０
７
２
柳
原
町

市
で
は
、
花
を
育
て
る
こ
と

で
、
ま
ち
づ
く
り
、
人
づ
く
り

を
し
て
い
る
団
体
を
募
集
し
、

優
秀
な
団
体
を
表
彰
し
ま
す
。

活
動
状
況
や
花
の
写
真
等
の
作

品
を
８
月
26
日
貅
ま
で
に
提
出

し
て
い
た
だ
き
審
査
し
ま
す
。

な
お
、
活
動
期
間
中
、
緑
花

推
進
指
導
員
が
全
団
体
に
花
づ

く
り
の
指
導
に
伺
い
ま
す
。

対
象
＝
保
育
園
･
幼
稚
園
、
学

校
の
職
員
・
児
童
･
生
徒
、
地

域
・
職
場
な
ど
（
業
者
に
管
理

を
委
託
し
て
い
る
団
体
は
除
く
）

申
し
込
み
＝
３
月
12
日
貊
ま
で

に
公
園
緑
地
課
（
市
役
所
３
階
）

に
あ
る
所
定
の
用
紙
で
公
園
緑

地
課
内
花
い
っ
ぱ
い
フ
ェ
ア
開

催
協
議
会
事
務
局
蕁
39
・
２
２

３
０
へ

市
で
は
、
企
業
の
み
な
さ
ん

か
ら
新
た
な
長
岡
ら
し
い
お
土

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

姉
妹
都
市
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
市

か
ら
訪
れ
る
グ
ル
ー
プ
の
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

訪
れ
る
グ
ル
ー
プ
＝
①
テ
キ
サ

ス
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
大
学
生
グ
ル

ー
プ
12
人
②
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス

中
学
・
高
校
生
グ
ル
ー
プ
19
人

（
中
学
・
高
校
生
の
い
る
家
庭

を
優
先
）

滞
在
期
間
（
予
定
）

＝
①
５
月
18
日
貂
〜
23
日
豸
②

６
月
５
日
貍
〜
15
日
貂

内
容

＝
市
民
セ
ン
タ
ー
や
市
役
所
等

の
集
合
場
所
へ
の
送
迎
な
ど（
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
宅
で
の
滞
在

は
朝
晩
や
週
末
で
す
）

申
し

込
み
＝
３
月
19
日
貊
ま
で
に
譛

長
岡
市
国
際
交
流
協
会
蕁
39
・

２
７
１
４
、
FAX
39
・
２
７
１
５

へ

10月からの家庭ごみの一部有料化に伴い、家庭ごみ
用指定袋等の販売店を募集するため、説明会を開催し
ます。
日時＝３月23日貂①午前10時から②午後１時30分から
（１時間程度） 会場＝環境衛生センター寿焼却施設
２階会議室（寿３） 内容＝販売店の要件や業務内容
の説明　申し込み＝３月19日貊までに希望時間を環境
業務課へ（参加者は各社１人、支店等がある場合はそ
のグループで代表１人、申し込み状況により時間の変
更あり）

～家庭ごみ用指定袋に掲載する広告を募集します～

平成16年度に作成する「家庭ごみ用指定袋」の燃や
すごみ用中サイズ100万枚に広告を掲載します。
地球にやさしい活動やごみ減量・リサイクル運動な

ど、企業ＰＲのための格好の媒
体です。
広告の大きさ＝約縦５㎝×横９
㎝　掲載料＝５万円　募集数＝
４点（応募多数の場合は抽選）
申し込み＝４月９日貊までに申
込書に広告の原稿を添えて環境
業務課へ提出（申込書は市ホー
ムページの長岡市様式集からダ
ウンロードまたは環境業務課に
ご連絡ください）

問い合わせ＝環境業務課蕁２４・２８３７

中央公民館では、「長岡市高齢者大学」に替わり、平
成16年度から「長岡市生涯学習推進大学」を開設し、入
学生を募集します。
この大学は、各地区のコミュニティセンターにおける
生涯学習に関する事業を活発にするため、生涯学習関連
講座などの企画・運営等に携わる「長岡市地域生涯学習
推進員」を育成することを目的としています。各地区で
ご尽力いただける方の積極的な参加をお待ちしています。
応募資格＝おおむね65歳以下の市民で、２年間継続参加

でき、修了後地区で生涯学習に関する事業の
推進に携わっていただける人

募集人数＝各地区２～３人
応募方法＝居住地区のコミュニティセンター長または公

民館長の推薦が必要ですので、入学申込書を
３月22日豺までに当該コミュニティセンター
長または公民館長に提出してください（入学
申込書はコミュニティセンター、地区公民館
にあります）

問い合わせ＝中央公民館蕁３２・０４３７

家庭ごみ用指定袋販売店の募集について
説明会を開催します 長岡市生涯学習推進大学の入学生募集

燃やすごみ�
（家庭ごみ用指定袋　中サイズ）�

燃やすごみの例�
（イラスト）�

広告� 広告� 広告� 広告�

広告のイメージ�

～大学の主な概要～

学習期間＝５月～来年12月（入学式は５月13日貅を
予定） 学習時間＝30日（１年次、２年次各15日）、
原則隔週木曜日の午前10時～正午（計40時間） 会
場＝中央公民館（年３回は館外学習） 学習内容＝
生涯学習推進、リーダー育成、地域づくり、一般教
養に関する内容等　参加料＝無料

▲指定袋の広告見本

●
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

参
加
団
体
募
集

●
「
長
岡
お
み
や
げ
品
」
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！ ▲昨年の緑花推進指導員に

よる指導の様子（神田小学
校・６月２日）

▲リーフレット

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
農
園

利
用
者
募
集


